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「ちょっ、ちょっとクレア。くすぐったいってば」

「女同士じゃないですか。は、恥はずかしがらずに。ハァハァ、は、早く」

　身をよじって笑っている少女に鼻息荒あらく迫せまる女。

　両方とも金きん髪ぱつ碧へき眼がんで一目見て貴族なのが分かる。

　最近知り合った連中だが、正直苦手なタイプだ。

　ダクネスはあの調子だからまだいいんだが、貴族と王族にはできるだけ関かかわりたくないのが本心だ。

　まあ、今は例外だけどな。

　そんなこだわりよりも、この光景から目が離はなせない。

　若い女がくんずほぐれつ脱ぬがし合いをしている現状を、見み逃のがす男はこの世にいないと断言する！

　少女の服に手をかけて強ごう引いんに脱がそうとしている女──クレアと、笑いながら抵てい抗こうしている半はん裸らの少女──アイリス。

　そういう性せい癖へきはなかったはずなんだが、こういうのも悪くないな。今度、ロリサキュバスにこんな感じの夢をやってもらうか。

　やっている事は片方だけを見ていると犯罪者でしかないが、実際は女同士が脱だつ衣い所でじゃれあっているだけなので、法的には問題がない。

　……何も知らずにこの場面だけを見たら警察を呼ばれる案件だが。

「一人で脱げますから！　じっと見ないでください」

「そ、そうですか。では、私も脱ぎますから！　それなら平気ですよね！」

　半脱ぎ状態で解放された少女に促うながされ、危ない女が俺の目の前で勢いよく服を脱ぎ始める。

　クレアの言動はかなり痛いところはあるが見た目はいい。

　白いスーツの上着を脱ぐと思ったよりも立派な膨ふくらみが、服をぐっと持ち上げているのが分かる。

　じっくり観賞している俺の目を気にもせずに、あっさりとズボンも脱いで下着姿になる。

　白いスーツの男装姿しか見た事がなかったが、いいもん持ってるじゃねえか。

　アイリスはガン見しているクレアを気にしながら下着も取り払はらう。

　傷一つない陶とう器きのような白い肌はだ。ちょい若すぎるが将来有望そうだ。

「さあ、これで二人の邪じや魔まをする布切れは消えました。裸はだかと裸のお付き合いですね！」

「目つきが怖こわいのだけど……。何をしているのですか。服を着たままだと一いつ緒しよに入れませんよ？」

　いつまでも服を着たままの俺を見て、少女が早く脱ぐように急せかしてくる。

　俺が脱がないのが気になるというよりは、あの女と二人きりで風ふ呂ろに入るのが怖いのだろう。

「分かった……りました」

　ここで俺も脱いでおかないと怪あやしまれるからな。丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいを意識して慎しん重ちように発言をする。

　慣れない服を脱ぎながら、その視線は裸で絡からみ合う二人から一いつ瞬しゆんたりとも目を離さずに。
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　暇ひまで金もないのでバニルの旦だん那なの店に遊びに行くと、無言で迎むかえ入れられた。

　その程度で怖おじ気けづくほどやわじゃないので窓まど際ぎわの椅い子すに座ると、美人店主がお茶と菓か子しを持ってくる。

　一応だがこの魔ま道どう具ぐ店はバニルの旦那が店主ではなくバイトで、こっちが店主らしい。

　美人で人当たりも良く穏おだやかで元冒ぼう険けん者。この街で爆ばく裂れつ魔法を撃うてるまともな方の魔法使い──ウィズだ。

「いらっしゃいませ、ダストさん」

「おう、邪魔するぜ」

「邪魔をするなら帰るがいい、借金が生きがいの男よ！　我わが輩はいは大家さんに支し払はらう家賃を滞たい納のうせぬように必死なのだ。無む駄だ遣づかいマニアの店主よ、客ではない者に茶も菓子も必要ないぞ」

　今日はご機き嫌げん斜ななめか。

　旦那がしかめ面でこっちを見ている気がする。顔の仮面が邪魔で表情がいまいち分からないが。

「ひでえな旦那、一応は客だって。どっかで大金拾ったら、商品の一つや二つは買う予定だから楽しみに待っていてくれ。大体さ、懐ふところの財さい布ふが空なのが悪いんだよ。俺は金が大好きなのに金が俺を嫌きらうんだぜ」

「金からしてみれば、貴様の全すべてが論外なのであろう」

「お客様にそんな事を言ってはダメですよ、バニルさん。ゆっくりしていってくださいね」

　この街で珍めずらしくまともな部類に入るウィズはにこやかに微笑ほほえんでいる。

　やっぱり美人だよな。性格も見た目も抜ばつ群ぐんだというのに独り身なのを、ずっと不思議がられていた。

　冒険者の連中もウィズのファンが何人もいるぐらいだ。

　バニルの旦那がここで働くようになってから二人の仲を疑う者もいるが、日ひ頃ごろのやり取りを見ていると……それはあり得ねえよな。

「旦那、楽して簡単に遊ぶ金を稼かせぐ方法ってないか？」

「銀行に押し入ると吉きちと出た。簡単に大金が手に入る方法なので試ためしてみるがいい」

「それで捕つかまったらシャレになんねえよ！　一生牢ろう屋や暮らしになっちまう。……いや、ちょっと待てよ。三食昼ひる寝ねつきは悪くねえか」

　金のない時の簡かん易い宿しゆく泊はく所じよみたいなもんだからな牢屋は。

　寝ね床どこと飯が保証されるならありか？　だが、そうなるとサキュバスの店を利用できなくなる。

「残念だけどよ、その案は却きやつ下かだ」

「真しん剣けんに悩なやむでないわ。ギルドで依い頼らいでも受けて真ま面じ目めに働くのが、冒険者としてあるべき姿ではないのか」

「かーっ、旦那は分かってねえな。苦労して稼ぐなんて誰だれでもできるだろ。もっと頭を使って楽して稼ぎたいわけよ。寝ねている間に金が貯たまるのが一番だと思わねえか？」

　女に囲まれて酒を飲んで寝て暮らすのがベストだ。

　その野望を満たすには金がいる。だが苦労はしたくない。

「そんな方法があれば、とっくに我輩がやっておるわ。この行き遅おくれ無能店主が先日も無む駄だな魔道具を買い込みおって、その返済をどうするかで頭が痛いのだ……」

「あ、あれは、きっと値が上がる品ですよ！　商人さんも百年後には売り値は百倍になっていると言ってました！」

　涙なみだ目めで無実を訴うつたえているがダメだろそりゃ。旦那もキレるわけだ。

「百年待つのは百歩譲ゆずって、まあ構わん」

「構わねえんだ……」

　額に手を当ててため息交じりに呟つぶやく旦那。

　意外だな、そこは怒おこらないのか。大だい悪あく魔まらしいから百年ぐらいは問題ないのかもしれない。

「だがな、その魔道具の品質保証期間は何年だ？」

「十年です……」

　旦那に睨にらまれ萎い縮しゆくしているウィズ。

「前も似たような発注をしたのを覚えていないのか？　その脳には一体全体、何が詰つまっておるのだ。ちょっと頭を差し出すがいい！　一度中身を取り出して綺き麗れいに洗ってやろうではないか。どうせ空っぽであろうがな!!」

「そ、そんな事はありませんよ！　って、さっき行き遅れっていいませんでした!?」

「その反応の鈍にぶさは老化ではないのか？　人間は恋れん愛あいをすると脳が活性化するそうだが、その衰おとろえは……」

「いくらバニルさんでも、それ以上の発言は許しませんよ！」

　珍しくウィズが怒っている。旦那も日頃の鬱うつ憤ぷんが溜たまっているらしく引く気はないようだ。

　大悪魔と元冒険者で大魔法使いの争いか。巻き込まれたらたまったもんじゃない。

　剣けん吞のんな空気になってきたので、そっと魔道具店から立ち去ろうとした。

「待つがいい。金の話で思い出したが、一つ儲もうけ話があったのだ」

　まだ不ふ機き嫌げんなウィズを無視して旦那に引き留められる。

　旦那は店主と違ちがって金を稼ぐ才能が有るらしいので話を聞く価値はあるよな。

「おっ、マジか。聞かせてくれよ。見返りと罪の度合いによっては要相談だぜ。牢屋に一週間程度の宿しゆく泊はくなら金は弾はずんでもらわねえとな」

「やはり食いついてきおったか。安心するがいい、犯罪行こう為いではない。問題児の保護者をやっている小こ僧ぞうと新製品の話をしている最中に、一ついいアイデアが浮うかんだのだ」

　保護者ってカズマの事か。

　最近はバニルの旦那と一緒に金儲けをやって、荒あら稼かせぎしている噂うわさは耳にしている。となると儲け話とやらには期待が持てそうだ。

「我輩には無用なのだが人間の娘むすめは太る事を極きよく端たんに恐おそれて、頻ひん繁ぱんにダイエットとやらをしている。そうであろう」

「はい、そうですよ。スタイルは誰だって気にしますから。女性にとって美容と健康は切っても切れない間あいだ柄がらです」

　急に話を振ふられたウィズが何度も頷うなずいている。

　そういや、リーンも食べ過ぎた翌日は控ひかえめにしているな。

「ならば、食べても食べても太らない食品があればどうする？」

「欲しいです！　でも、そんな夢のような食品があるわけがないじゃないですか」

「フハハハハ！　それがあるとしたら、どうする！」

「えっ、それが本当に可能なら絶対に売れますよ！」

　鼻息の荒あらいウィズが断言した。

　この食いつきようからして、そんな物があれば女にはバカ売れしそうだが。

「でもよ、旦那を疑うわけじゃねえが、そんな都合のいい物があるのかよ？　食ったら太るもんだろ、あのアルダープの腹みたいによ」

　アクセルの街の領主でもあった貴族のアルダープの事を思い出しげんなりする。

　元々いけ好かないヤツだったが、無理やりダクネスを嫁よめにしようと悪だくみをするクズだった。

　今までの不正がバレて全財産を没ぼつ収しゆうされて行方ゆくえ不明らしいが。どこで何をしているのやら。

「それがあるのだ。食べても太らない食材として目を付けたのが、安楽少女である」

「安楽少女ってあれだよな？　旦那、それはさすがに外げ道どうじゃねえか……」

「バニルさん、それはどうかと思います……」

　旦那の発言にドン引きした俺とウィズが後ずさりをする。

　安楽少女というのはか弱い少女の姿をした植物型モンスターだ。

　庇ひ護ご欲よくを抱いだかせる姿と行動で同情を買い旅人や冒険者を誘さそい込む、質たちの悪い連中だ。一度魅み了りようされると死ぬまで囚とらわれ続け衰すい弱じやく死し。死んだ人間は安楽少女の養分となる。

　ここだけ聞くと極ごく悪あくなモンスターのように思われそうだが、苦しまずに死ねるので死に場を求めて自ら安楽少女に会いに行き、安らかな死を迎える者が後を絶たない。

　ギルドでは凶きよう悪あくな魔ま物ものという認にん識しきで駆く除じよを推すい奨しようしている。……だったか。

「何か勘かん違ちがいをしておらぬか？　別に安楽少女を採って食うわけではないぞ。目当ては、あやつらが作り出す果実だ」

「果実？　……それは一度食べると病やみつきになるという、あの実の事ですか？」

「うむ。あれは美味で腹が膨ふくれるというのに栄養価が殆ほとんどなく、食べても食べても太らないそうだ。あれを食材として加工して売り出せばかなりの儲けが期待できる」

　へえ、安楽少女ってのはそんな実を持っているのか。知らなかったぜ。

　……なるほど、考えたな旦那。確かにそれを使えば太らない食事が可能だ。

「元々は獲え物ものである人間を逃にがさずに衰弱させるための実で中毒性もある、と聞いた事があってな」

「さすがだぜ、旦那。そりゃ最高の食材じゃねえか。こりゃぼろ儲け間ま違ちがいなしだ」

「で、でも、その実は神経に異常をきたす成分が含ふくまれていると聞いたのですが。確か空腹や眠ねむ気け、痛みといった感覚が遮しや断だんされて夢見心地ごこちで衰弱死するところから、安楽少女と呼ばれていると」

　あれだけ乗り気だったウィズが止めに入った。

　そこまで危険な代しろ物ものなのか？　となると話が違ってくる。これを売り捌さばいたら警察が黙だまっていないどころか大罪だろ。

「それって、ヤバくねえ？　もし捕まったら、一生牢屋で過ごすはめにならねえか……」

「そんな危険な物を売りつけるなんて、人としてどうかと思いますよ、バニルさん！」

　ウィズは旦だん那なにしがみつき、責めるように体を激しく揺ゆらしている。

　面めん倒どうそうにウィズを引き剝はがした旦那は大きく息を吐はく。

「我輩は人ではないのだがな。それに、貴様らと違い間ま抜ぬけではない。その実をそのまま売ったりはせん。人間を死なせるのは望むところではないのでな。体に害のある成分をどうにか抜き出し、加工して売り出す予定だ。そのためにも安楽少女から多くの果実を手に入れる必要がある」

「それを俺に依頼したいってか」

「話が早くて助かる。依頼料は弾ませてもらうが、どうだ」

　悪い話ではないよな。加工が失敗して成分が抜けなかったとしても、俺は依頼料をもらった後だから関係はない。

　上手うまくいけば販はん売ばいにも絡からませてもらって更さらに儲ける手もある。

　この依頼は悪くないぞ。それどころか、かなり美味おいしい儲け話だ！

「悪だくみが似合うチンピラよ。返答を聞こうではないか！」

「そんなの言うまでもないっすよ！　あっしと旦那の仲じゃねえっすか。へへっ、喜んで受けさせてもらいますぜ！」

　揉もみ手をしながら答えると旦那が満足気に笑う。

　店主のウィズは判断に迷っているようで、店内を落ち着きなく歩き回っているだけだった。
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　借金を返済するめどが立ったので浮かれ気分でギルドに戻もどると、タイミングよく仲間達もいたので依頼内容をざっと伝える。

　旦那の商売内容については適当に誤ご魔ま化かしておく。

「てなわけだ。依頼料は破格だぞ。もちろん受けるよな？」

「あのバニルさんの依頼ってのが怖こわいのよね。アルカンレティアでの一件をもう忘れたの？」

　見るからに乗り気でないリーンが食事の手を止め、手にしたナイフをくるくる回しながらぼやく。

　こいつまたサラダ食ってやがるな。

「忘れちゃいねえさ。あれはそもそも旦那がアクシズ教を毛け嫌ぎらいしていただけで、日ひ頃ごろはカズマと組んでまともな商売をしているんだぜ？」

「カズマはそれで大おお儲もうけしているらしいな」

「今住んでいる屋や敷しきもその金で買ったのかもな。あやかりたいねー」

　テイラーとキースは肯こう定てい的に受け取ってくれたか。

　リーンはすぐに疑うばかりでロマンをないがしろにするのがよくねえよな。

「それに今回は安楽少女の実を採取してくるだけだ。なんならついでに駆除してギルドからも礼金をたんまりもらおうぜ」

　仕事の依い頼らいが貼はってある掲けい示じ板ばんに安楽少女駆除の依頼書はないが、証しよう拠この品を持っていけばいつでも金を貰もらえる。

「安楽少女ってあれでしょ？　受けてもいいけどさ、あたしは倒たおしたくないから実を採るだけにしようよ」

「俺も駆除はパスだ」

「モンスターでも女子供を射い貫ぬくのはごめんだぜ」

　仲間は駆除をする気はないのか。

　モンスターとはいえ見た目は人間の少女なので、躊ちゆう躇ちよする気持ちは理解できる。

「ちともったいないが、しゃーねーな。今回は実をもらえるように交こう渉しようだけにするからよ、安心してくれ。話は通じるらしいぞ」

　ギルドからの礼金は惜おしいが旦那からの依頼料だけでも十分儲かる。仲間に嫌きらわれる危険を冒おかす必要はない。

「でもよ、安楽少女ってどこにいるんだ？　アルカンレティアから紅こう魔まの里に向かう街かい道どうで目もく撃げきされたって噂うわさ話ばなしは聞いた事があるが、それは誰だれかが退治したらしいぞ」

「キース、それ本当？　安楽少女の姿って、思わずかまいたくなるような可愛かわいらしい女の子の外見なんでしょ。それを退治するなんて普ふ通つうはできないわよ……」

　その光景を想像したリーンがしかめ面つらになる。

　小さな女の子を襲おそって倒す冒ぼう険けん者の姿を頭に思い浮かべると……犯罪でしかないな。

「やっぱ俺もやめとくぜ。モンスターでもガキに手を出すのはやべえよな。俺みたいな心優やさしい紳しん士しには、どだい無理な話だしよ！」

「少女に容よう赦しやなく手を掛かけるなんて鬼き畜ちくの所業だろ！　あれだ、やったヤツは女にフラれてばっかで八つ当たりも兼かねていたんじゃねえか？　俺だって、そこまでゲスい真似まねはできねえぜ！」

　キースが酔よっぱらった勢いで大声を出して見知らぬ相手を罵ば倒とうすると、ガンッと硬かたい物がぶつかったような大きな物音が背後からした。

　振り返ると、空になったジョッキを机に叩たたきつけて小刻みに震ふるえているカズマがいた。

　カズマ達のパーティーもいたのか。

「お前達、それを非難するのは間違いだ。見た目が人間の少女に似ていてもそれはモンスターだ。自ら望んで近づいた末の安楽死であったとしても、人を死に追いやったのは間違いのない事実。誰もが嫌いやがる仕事をやってくれた者には非難ではなく、感謝するべきだ」

　テイラーが重苦しく頷くと、少し離はなれた席にいたカズマが急に立ち上がってこっちに歩み寄って来た。

「これは俺の奢おごりだ。テイラーだけは好きなだけ飲んでくれ。なんなら料理も頼たのんでいいからな！」

「おっ、良く分からんが悪いな。ありがたく、いただくとしよう」

　なみなみと注がれたジョッキを置いて立ち去っていく。

「おい、なんでテイラーにだけなんだよ。マブダチの俺にも酒と料理くれよ！」

「ずっこいぞ！　俺も俺も！」

「そうよ！　他人には奢ってなんで仲間の私に優しくできないの。人としてどうかと思うわ！　この店で一番高い酒を寄こしなさいよ！」

　俺とキースが騒さわぐと、向こうの席にいる宴えん会かいプリーストも叫さけぶ。

　それを見たカズマは半眼で俺達を睨にらむと、大きく息を吸い込んだ。

「断る！」

　くそっ、最近毎晩のようにたかっていたのが悪かったのか。

　そういや、テイラーとカズマって仲がいいんだよな。二人きりで飲んでいるのを何度か目撃した事がある。

　お互たがいチームのリーダーとして話が合うらしく、仲間の愚ぐ痴ちを酒の肴さかなにして盛り上がるそうだ。

「それで話を戻すけど、安楽少女がいる場所に見当はついているの？」

「んなもん、受付のルナに聞けば一発だろ」

　カウンターで暇ひまそうにしていたルナに歩み寄り、声をかけずにまずは見下ろす。

　いつ見ても立派なものをお持ちだ。胸の大きさだけなら冒険者も含めて一番じゃないだろうか。

　じっくりと胸の谷間を観賞しようとすると即そく座ざに隠かくされた。

　いいじゃねえか、減るもんじゃなし。

「何かご用ですか、ダストさん」

「いるだけで人の目を楽しませる事ができるってのは優ゆう秀しゆうだよな。リーンにも見習ってほしいもんだ」

「回りくどいセクハラをするなら警察を呼ぶ前に帰ってください」

　せっかく褒ほめてやったのに、ルナは胸を抱かかえて俺の目から完全に隠す。

　隠すぐらいなら胸むな元もとの緩ゆるい服を着なければいいのによ。

「おいおい、それぐらいじゃ警察は来ねえぜ、経験済みだからな。それよりも安楽少女の目撃情報ってないか？」

「もしかして退治してくださるのですか。ありがとうございます！」

　勝手に決めつけたルナが身を乗り出した際に、豊か過ぎる胸が大きく揺れる。

　ルナの担当する受付には男の冒険者が並ぶ事が多いが、これを目当てにしているのも納なつ得とくの大だい迫はく力りよくだ。

　倒す気はないがここは話を合わせておくか。

「おう。それで安楽少女がどこにいるか教えて欲しいんだよ。アルカンレティアの近くにも一いつ匹ぴきいたって話は聞いたんだけどよ」

「はい。それは退治されましたが、別の場所で安楽少女の目撃談がありまして」

　そう言って資料らしきものを取り出して俺に見せてくれた。

　安楽少女の生態とその群生地の地図が書かれている。バツ印は退治済みという事だろう。

「先さき程ほどの話題にもありましたが、この街道沿いの安楽少女はとある冒険者の方が倒してくださったそうですよ」

「安楽少女って人間のガキと変わらねえ見た目をしてんだろ。どんなヤツがやったのか知らねえのか？」

「一応連れん絡らくは受けていますよ。アクセルの街の冒険者ギルドに所属している方で、皆みなさんが嫌がる仕事を率そつ先せんして快く引き受けてくださる、とても頼たよりになる冒険者ですよ。安楽少女駆く除じよも意外と簡単だったと連絡を受けています。ダストさんも安心してくださいね」

　後ろの方でガタッと椅い子すの倒れる音がしたので振ふり返ると、カズマが肩かたを怒いからせてこっちに向かってこようとしているのをダクネスとめぐみんが止めていた。

「ザッケンナコラー！　俺がどれだけ苦労したと思ってんだ！」

　顔が真っ赤だな。……悪わる酔よいでもしたのか。

　ルナはニコニコと笑っているが、この笑え顔がおに騙だまされる新人冒険者は多い。実は結構腹黒いところがあるのを俺は知っている。

「なんか裏があるのか？」

「何もありませんよ。さて、お話の続きですが安楽少女が新たに目撃されているのが、この湖周辺です。街の水源の一つで、少し前まで水質が悪くて困っていたところを浄じよう化かしていただいて、今ではとても美しい湖に生まれ変わっています」

　またガタッと椅子の倒れる音がした。

　振り返ると今度は青あお髪がみの宴会プリースト──アクアが頭を抱えてしゃがみ込んでいる。

「檻おりの中がいいの。外は怖い……。外は怖い……」

「ああっ、あの時のトラウマが復活していますよ！　カズマなんとかしてください！」

「やだよ。面めん倒どうくさい。酒でも飲ませておけば元に戻るって」

　虚うつろな顔で何やらブツブツと呟つぶやいているアクアを前にして爆ばく裂れつ娘むすめが慌あわてている。

　賑にぎやかさだけが売りなのに落ち込むなんて、珍めずらしい事もあるもんだ。

「その湖に行けば会えるんだな。うっし、ありがとよ」

「くれぐれも気をつけてくださいね。討とう伐ばつに向かった人達の大半が見た目に騙されて、駆除できずに帰ってきますので」

「おうよ」

　俺達も倒す気はないが報ほう奨しよう金が思ったよりも多い。

　あいつらに隠れて倒して、金を独り占じめにするのもありだな。そうすりゃ、旦だん那なからもギルドからも金がもらえてお得だ。
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　街から少し離れた場所にある目的地にあっさりと到とう着ちやく。

　思っていたよりも大きく美しい湖がそこにある。山から水が流れ込み綺き麗れいな水源を保っているそうだ。

「んー、仕事じゃなかったらお弁当でも食べて昼ひる寝ねしたいぐらいね」

「そうだな。魔ま物ものとの遭そう遇ぐうもなし。平和そのものだ」

「こんな場所にマジで安楽少女いるのかよ。もう水浴びでもして帰ろうぜ」

　仲間達は完全にくつろぎムード。

　キースは大あくびをして、今にも草の上に寝ねころびそうな雰ふん囲い気きだ。

　のどかでいい天気だからサボるのにもってこいなのは認める。俺だって旦那の頼み事じゃなければ投げ出して寝たい。

「とっとと終わらせて帰んぞ。話によると湖の脇わきにある森あたりに生息しているらしいが」

「じゃあ、さっさと行くわよ。交渉するだけなんでしょ」

　湖周辺を散策していると、ちらほらと冒険者達を見かける。

　それも一人や二人じゃなく十人以上いて、森に出入りをしているようだが。

「ここら辺ってなんかお得なモンスターいたか。それとも俺が知らないだけで、この湖では美人の姉ちゃんが全ぜん裸らで泳ぐしきたりがあって、こいつら全員覗のぞき目的とか」

「そんなバカな事あるわけないでしょ。でも、あんたも気になったんだ。冒険者が妙みように多いよね……。テイラー何か知ってる？」

　リーンも知らないようでテイラーに話を振ると、無言で頭を左右に振っている。

「カモネギでもいるんじゃねえか。綺麗な水が好きらしいしよ」

　案外、キースの意見が正しいのかもな。

　カモネギは弱いわりに経験値が大きく、おまけに肉も持っているネギもおいしい。あらゆる意味でお得なモンスターだ。

　冒険者の連中がちらちらとこっちを見ているのも、カモネギを横取りされないように警けい戒かいしているのだろう。無視だ無視。

　他ほかの冒険者達の視線を浴びながら、森へと足を踏ふみ入れる。

　少し進んだ先に木の茂しげってない一帯があり、そこにポツンと生えている木の傍そばに緑髪の少女がいた。

　雑草が生おい茂る中に座り込み、悲しげな瞳ひとみでこっちをじっと見ている瘦やせ細った少女。

　俺ですら守ってやりたいと思ってしまう、庇ひ護ご欲よくを抱いだかせる見た目をしている。

「こんな森の中に女の子が一人で……。もしかして、この子が安楽少女なの？」

「どう見ても人間にしか見えんな。迷子という可能性はないのか？」

「これが擬ぎ態たいなのか。へぇー見事なもんだな。知らなかったら騙されるぞこいつは」

　リーン達が動どう揺ようするのも無理はない。

　こんな街から離れた場所に子供が一人でいるわけがないので判断がつくが、街中ですれ違ちがっても魔物とは気づかないな。

「ええと、お前さんは安楽少女で間違いないか？」

　俺が話しかけると小さく頷うなずく。

　そして涙なみだをたたえた瞳を俺に向けて、小さく口を開いた。

「うん。お兄さんたちは……私を殺しにきたの？」

「いや、そういうわけじゃねえんだが……」

　涙を溜ためたピュアな瞳を向けられて、胸の一部がずきんと痛む。

　うぐっ、そんなところに残っていやがったのか俺の良心……。

　か弱い少女の口からそんな風に言われたら、そりゃ倒たおせなくもなる。

　酒の席ではああ言っておきながら、あわよくば倒してギルドから金をもらう算段だったがやめておくか。

　一匹ぐらいなら殺さないでも、そんなには問題にならないだろう。

「怯おびえなくていいぞ、物ぶつ騒そうな事は抜ぬきだ。今日は話し合いに来ただけだからよ」

「そうそう。何もしないから安心して。この野や蛮ばんそうな男には一いつ切さい手を出させないからね」

　リーンの猫ねこなで声なんて滅めつ多たに聞けないレアものだ。

「話し合い？」

　頰ほおに指をあてて小首をかしげている。

　その仕草にリーンがやられたようで優やさしい目で微笑ほほえむ。

　キースとテイラーは相手を怖こわがらせないように武器を慌てて後ろに隠している。根が優しい連中だから、こうなるのは予想できた。

「あんたが作り出す実が欲しいんだ。あれをいくつかもらえないか？」

「あっ、お腹なか空すいてるんだ。ちょっと待ってね」

　嬉うれしそうに笑うと、体から生えていた実をもぎ取り、俺達全員に手て渡わたしてくれる。

　その時にわずかだが痛そうに顔を歪ゆがめていた。
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「あっ、痛いなら無理しないでいいんだからね」

「そうだぞ、無理にとは言わん。自分の身を大切にするんだ」

　リーンとテイラーがオロオロしながら慌てて止めに入るが、安楽少女は首を横に振る。

「ううん。ありがとう、とっても優しいお姉ちゃん、お兄ちゃん。お腹空いているなら、いっぱい食べてね」

　健けな気げにもそう言って笑う。

　じっと手元の実を見つめていたキースが俺の肩を抱いて、耳に口を寄せて囁ささやく。

「なーんかよ、あいつの話し方って胡う散さん臭くさくないか。従順な振りして俺に貢みつがせるだけ貢がせて、客の男と一いつ緒しよに逃にげた女に似てんだよ」

「ああ。キースもそう思ったのか。あいつらは単純だから見事に騙されちまっているけどよ、どうにも演技っぽいよな。表情がなんつうか……」

　俺もキースと同意見だ。

　媚こびを売る態度が高い酒を飲まそうとする酒場の姉ちゃんと同じなんだよ。

　酔よいが回っていたらいい気分で騙されたりもするが、今は素面しらふだから安楽少女の芝しば居いっぽさが気になってしょうがない。

　ギルドが危険なモンスターと認にん定ていして駆除を推すい奨しようしている理由が分かる気がした。

　今日は見み逃のがすが本気で駆除した方がいいのかもな。

　しかし、あっさりと手に入ったな。実を嗅かいでみると甘い香かおりがする。

　最近ろくなものを食ってないから、やけに旨うまそうに見えるが……旦那から金をもらうまで、我が慢まん我慢。

　話し合いも通用するようだし、今のところは俺達に危害を加える様子もない。……熱心に実を食わせようとはするが。

　もっと苦労するのかと身構えていたが、簡単に終わった。

「おう、ありがとよ。じゃあ持って帰るぜ」

「はあっ!?」

　今の驚おどろいた声はさっきまでと違って、人を小こ馬ば鹿かにしたような感じに聞こえた。

　ずっと儚はかなげな雰囲気と声だったのに驚いて素すが出たのか？

「なんだ、持って帰ったらダメなのか」

「ええと。その実は日持ちしないから、すぐに食べないと美味おいしくないの。新しん鮮せんなうちに食べるとほっぺが落ちそうなぐらい美味しいって評判なの」

　しどろもどろになって懸けん命めいに俺達を引き留める安楽少女。

　これって、この場で食わせて虜とりこにして俺達の養分を吸い取りたいって事だよな。少女に見えても、やっぱり中身はモンスターか。

「いや、だってこれ食ったら病やみつきになって離はなれられなくなるんだろ？」

「そんな事はないです。すっごく美味しいだけです」

「じゃあ、持って帰ってもいいよな？」

　腕うでを組んで「うーん、うーん」と唸うなっている安楽少女。

「なら、あんた食ってみてくれよ」

「へっ？　自分で自分の実を食べるのはちょっと……」

　俺が実を差し出すと顔を歪める。

　そりゃそうか。自分の体の一部を食えって言っているようなものだからな。

　安楽少女は怯えた顔をして、リーンとテイラーの服の裾すそを摑つかんでいる。

「この子に酷ひどい事させないでよ。あのバカは魔ま法ほうで燃やしておくから安心してね」

「か弱い者には優しくするべきだ。安心してくれ、クルセイダーとして何があっても守ってみせるからな」

　二人が俺から相手をかばう様に立ち塞ふさがる。

　簡単に取り込まれてんじゃねえぞ。

「じゃあ、キース食ってみろよ」

「なんで俺なんだよ！　てめえが食えばいいだろ！　金がなかったら残飯漁あさってるダストなら何食っても平気だろ」

「人聞きの悪い事を言うなよ！　残飯なんぞマジでヤバい時に二、三回しか食った事ねえよ！」

　俺がそう言い放つと、仲間がすっと引いた。

　それだけじゃなく、安楽少女が悲しそうな目で涙を拭ぬぐう真似まねをしている。

「お、おい。そんなに驚くような事じゃねえだろ？　金なくて腹減って、食堂のゴミ箱からいい匂においがしてきたら魔が差すよな？」

「差さねえよ」

「あり得んな」

「本当に飢うえた時はパンぐらい買ってあげるから、もうやめよう……」

「私の実、もう二個増やしてあげますね」

　くそっ、こいつらの優しさがやけにムカつく！

　更さらに実をもぎって俺に渡わたそうとする安楽少女を無視して、俺達はとっととその場を後にした。

　今後冒ぼう険けん者が騙だまされるのを考こう慮りよすると退治した方がいいような気もするが、今は旦だん那なの依い頼らいを優先させよう。
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　アクセルの街に戻もどると単独でバニルの旦那に報告へ向かう。

　仲間達はバニルの旦那に若じやつ干かんだが苦手意識があるみたいなので、ギルドで待ってもらっている。

　扉とびらを勢いよく開けて意い気き揚よう々ようと店内に入ると、美人店主が床ゆかでぴくぴくと痙けい攣れんしていた。いつもの事なのでどうでもいいが。

　腕を組んで見下ろす旦那と、その隣となりに普ふ通つうの格好をしたロリサキュバスが寄り添そっている。

「旦那帰って来たぜー。んでもって、なんでお前がいるんだ？」

「私はバニル様に相談事があって今来たところですぅ」

　甘えた媚びた声を出している。俺には一切聞かせたことのない声だ。

　……ロリサキュバスはバニルの旦那のファンだとか言っていたな。

「まずは依頼結果を聞こうではないか。それで構わぬか？」

「もちろん、私は後でいいです。控ひかえめな女ですから」

　ロリサキュバスは旦那の前だと借りてきた猫のように大人しくなるな。実は結構気が強いくせに。

　目を輝かがやかせて旦那を上目づかいで見ているが、興味の一つも示されずにスルーされている。……憐れな。

「まあいいや。四つしかもらえなかったけどよ、依頼完かん遂すいだぜ」

　魔道具店でバニルの旦那に手に入れた実を袋ふくろごと渡す。

「確かに受け取った。残りの金額も今払はらって……。これはどういう事だ？」

　袋の中身を確認して旦那が首をかしげている。

　逆さにして袋の中身を机にぶちまけると、表面がしわしわになった実があった。大きさも半分以下に縮んでいた。

「ドライフルーツですか、これ？」

「元からこういう実であったのか」

「いや、もっとみずみずしくて旨そうだったんだが。たった半日でこんなに乾かん燥そうするなんて妙みようだな」

　皮もドス黒く変色していて、食べる気すら起こらない。

「うおえっ、臭っ！　三日洗ってない靴くつ下したみたいな臭においがしやがるぞ！」

「ええっ!?　それが分かるって事はダストさん靴下洗わないんですか？」

　どうでもいいツッコミを入れてくるロリサキュバス。

　鼻を摘つまんで臭いが来ないように俺に向けて扇あおぐんじゃねえ。冒険に出たら二、三日は同じ服だろうが。

「ふむ。これは時間経過による劣れつ化かが酷いようだ。果実の怪あやしい成分を悟さとらせないために、あえて日持ちをしないようにしているのか。となると、恐おそらく成分も変化していると考えるべきであろうな」

「マジかよ。それじゃ無む駄だ足あしじゃねえか。……あのー、旦那。前まえ払ばらいでいただいた依頼料を返せとか言わないよな？　もう一エリスも残ってねえんだけど」

　実を持って来たのだから達成という事で、このまま金をもらって立ち去りたいんだが。

「そんなケチな事は言わぬが、これでは何の意味もない。安楽少女を直接連れてくるなりするしか手はないのかもしれん」

「お話し中すみません。それって安楽少女から採れる実なのですか？」

「おう、そうだぜ。旦那に依頼されて安楽少女の実をパクってきたんだよ」

　俺がそう言うとロリサキュバスが眉まゆ根ねを寄せて実をじっと睨にらんでいる。

　なんでいきなり不ふ機き嫌げんになってんだ、こいつ？

「おい、どうした。便秘か？」

「なんでそうなるんですか。ええとですね。安楽少女関連の相談事がバニル様にあったので、偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎかなと」

「ほう、それは少し興味が湧わいた。話してみるがいい」

　そう言いながら果実を袋に戻して口をきつく縛しばろうとしている。

　このまま放置していたら魔道具店が悪あく臭しゆうで満たされるからな。

　旦那は袋の紐ひもに手をかけたところで手を止めて顔をしかめる。どうやら袋から漂ただよう悪臭を嗅いだようだ。

　顎あごに手を当てて何か考えていた旦那はポイッと、床で痙攣したまま動かないウィズの眼前に投げ捨てた。

　その悪臭をもろに吸い込んだウィズがびくんっ、と一度跳はねるように痙攣すると動かなくなる。

　……今度は何をやらかしたんだ。そっちも気になるが、まずはロリサキュバスの話を聞くのが先決か。

「実は最近、常連のお客さんが何人もお店に来なくなってしまったのですよ。それで少し気になって調べてみたら、お客さんは冒険者ギルドにも顔を出してなくて。他ほかの冒険者の方に訊きいてみたら『最近羽は振ぶりがいいから、みんな冒険をサボってギルドにいなくても不思議じゃない』って、取り合ってくれなかったんです」

　あー、魔ま王おう軍の幹部やヒュドラ退治といった高額の賞金首を立て続けに倒たおしているから、依頼を頻ひん繁ぱんに受けなくても贅ぜい沢たくに暮らしていけるんだよな。

　俺の場合は金をすぐに使い切っちまうから、常に金がないけどよ。

　そういや言われてみれば、最近はギルドの酒場で姿を見かけない連中がいるな。

「そこでもう少し詳くわしく調べてみたら、お店に来なくなったお客さんに共通点が見つかりました。全員が過去に安楽少女駆く除じよを引き受けていたのです！」

「にしては、普通に安楽少女いたぞ？」

「全員が依頼を果たせなかったと考えるべきであるか」

　アレを倒すには実力よりも勇気と非情さが必要となるが、十人以上が挑いどめば一人ぐらいはやりそうな気もするが。

　そんなに厄やつ介かいな事になっているなら、安楽少女の駆除は賞金が跳ね上がってそうだ。そこのところをギルドで聞いた方がいいか。

「ちょっくら詳しい話をルナから聞いてくるぜ。依頼も完かん遂すいしてねえしな」

「珍めずらしく殊しゆ勝しような心こころ掛がけである。こちらでも新鮮な果実を手に入れる対策を考えておくとしよう」

「私はバニル様のお手伝いをしますね！　できる女ですから！」

「ならば、床の粗そ大だいゴミを倉庫にでも放ほうり込んでもらおうか。接客の邪じや魔まである」

　旦那に命じられるままにウィズをずりずりと店の奥へ引きずっていくロリサキュバス。

　少し憐あわれに思わなくもないが、旦那の稼かせぎを毎回無む駄だにしているらしいので同情の余地はないか。
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「あいつら待ってないのかよ。薄はく情じようなヤツらだ」

　ギルドに戻ると仲間はいなかった。部屋に引っ込んだか、街にでも繰くり出しているのか。

　真ま面じ目めに仕事をしているのがバカらしくなったから、酒の一いつ杯ぱいでも飲もうかと思ったが旦那から金をもらい損そこねたので一エリスすらない。

　酒場は珍しくガラガラで、たかる相手もいやしねえ。

「金ねえけどツケで一杯飲ませてくれや」

　店員の一人に声をかけると、眉根を寄せて鼻で笑われた。

「はっ、冗じよう談だんは顔と日ひ頃ごろの行いだけにしてくださいね。先月のツケも払ってもらっていませんよ。そろそろ、入店禁止にしようかとみんなと相談していたところです」

「冗談……だよな？　冗談だって言ってくれよ！　ギルドに入れなくなったら、依頼も受けられねえじゃねえか！」

　そんな事をされたら冒険が出来なくなる。

「知りませんよ、そんな事。ちょっと、どさくさに紛まぎれて変なところ触さわらないでください！　払うものさっさと払ってくださいね！」

　店員の腰こしにしがみついて訴うつたえると、手にしたお盆ぼんで頭を叩たたいてきやがった。

　くそっ、お客様だぞ！　毎回滞たい納のうしているからって調子乗りやがって。まあ、俺が悪いんだけどよ！

　いきり立ったところでどうしようもないので、カウンターを拭ふき掃そう除じしているルナに話しかける。

「こう、ケツを突つき出した後ろ姿も悪くねえよな」

「ほんと、そろそろ本気で訴えますよ」

　振ふり返ったルナが半眼で睨んでくる。

「おいおい、まだ手を出してない自制心を褒ほめるべきじゃねえか？」

「犯罪者の心理って怖こわいですよね。邪魔をするなら向こうに行ってください」

　虫でも追い払うように「しっしっ」といって手を振るルナ。

　ギルドの受付じゃなければ説教の一つでもしたいところだが、こいつを敵に回すと冒ぼう険けん者としてやっていけなくなる。

「邪じや険けんにすんなよ。安楽少女についてもうちょい詳しく教えて欲しくてな」

「あっ、そういえば駆除はどうなりました!?」

　おっと、前回よりも食いつきがいいぞ。

「それがよ。いるにはいたんだが、仲間が手を出したくねえって怖おじ気けづいてな」

「あー、やっぱりそうなりましたか。あの容姿と話し方ですので心しよう根ねが優やさしい人は手が出せずに困っているのですよ。ダストさんならいけると期待していたのですが」

「おい、どういう意味だ！」

「言葉通りの意味ですが？」

　こ、こいつ、笑え顔がおで返しやがった。

　ルナが俺の事をどう思っているのか、一度はっきりさせねえとな。だが今は、そんな事よりこっちの話が優先だ。

「あー、せっかく安楽少女の駆除をやってやろうかと張り切ってたんだが、気が変わったなー。あー、やる気出ねえなあ」

「ちょっ、ちょっと待ってください！　さっきの失言は謝りますので、お願いできませんか!?　本当に困っているんですよ！　最近は冒険者の皆みなさんがただでさえサボり気味で依い頼らいが溜たまっているのに、駆除に向かった方々が帰ってこなくて困り果てているんですよ！」

　本気で切せつ羽ぱ詰つまっているようで、デカい胸を押し付けてぐいぐい迫せまって来る。

　あっ、しばらくこのままでもいいかも。

「そんなに困ってんのか？」

「ええもう！　帰ってこない人の様子見も兼かねて送り込んだら、戻もどってこない人が増えていく一方で……。女性冒険者はかわいそうと言って受けてもくれませんし」

　ロリサキュバスの話していたのは噓うそじゃなかったのか。駆除に向かった連中は安楽少女に取り込まれたのか？

「リーンもそうだったけどよ、あれは女には倒せねえな」

　俺の仲間も見た目と口調で手が出せなかった。アレをやれるのはよほど心が強いか、非道な人間かの二択たくだろ。

「安楽少女の駆除に実績がある冒険者の方に頼たのんだのですが、残念ながら断られてしまいました。心が折れるから二度と関かかわりたくないと……」

「あの外見のモンスターを倒すのはきっついよな、やっぱ」

　前に話していたアルカンレティア近くの安楽少女を倒した冒険者の事だろう。

　鋼はがねの心臓なのかと思ったらさすがにダメになっちまったか。

「湖にいる個体はかなり厄介らしくて、言こと葉ば巧たくみに心の隙すき間まに入り込むそうなのですよ。本当にどうしましょう……」

　悩なやみながら上目づかいで俺をじっと見つめてくる。

　こいつ胸を押し付けているのもわざとか？

　おいおい、そんなあからさまな誘ゆう惑わくに負ける俺じゃねえぞ。

「もしも、駆除依頼を受けてくださるのなら……」

　更さらに体を密着させるから、豊満な胸に俺の腕うでと体が包まれていく。

　ぐおおおおっ、これはやべえぞ。この柔やわらかさは男をダメにする。理性が吹ふっ飛びそうだ！

「受けるなら……」

　ごくりと唾つばを飲みこんで次の言葉を待つ。

「ギルドの酒場のツケを一か月延長するように交こう渉しようしてあげます」

「引き受けた」

　即そく答とうした。
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「あーくそっ、どうすんだよこれ」

　旦だん那なの依頼もあるので今度こそ一挙両得でいこうと、仲間達に提案したのだが全員が断りやがった。

　安楽少女と一度会ったのが悪かったようだ。何を言っても聞く耳を持たずに部屋に引っ込まれた。

　それから知り合いの冒険者共に話を持ち掛かけたが、誰だれ一人ひとりとして話に乗ってこない。

　理由は──

「ダストの美味おいしい話は信用ならないし」

「見た目が少女なんだろ。無理だっての」

「そんな事より借金返せよ」

　と散々で、最後のヤツとは話し合いじゃなく殴なぐり合いになったが。

　酒を飲んで憂うさを晴らそうにも金もなけりゃこれ以上のツケもできない。奢おごらせる相手を探してギルド内を物色するが、カズマ達もいない。

　一人でも安楽少女は倒せるだろうが、問題は道中だ。ゴブリン程度ならどうとでもなるが、初心者殺しや他の魔ま物ものが集団で現れると面めん倒どうな事になる。

　と考えたところで仕方がないので、椅い子すに座って店員を呼ぶ。

「おーい、注文いいか」

「お金払はらうならいいですよ？」

「ちっ、水くれ水。それはタダだろ」

「まあ、それぐらいなら」

「アルコールの入った水でいいからな！」

　そう言うと舌を出されて立ち去られた。

　する事もないから机に脚あしを載のっけて天てん井じようを眺ながめる。

「一いつ緒しよに冒険に行ってくれるヤツねぇ……」

　俺がそう呟つぶやくと視界の隅すみで動く物体があった。

　窓まど際ぎわの特等席に住み着いているボッチの紅こう魔ま族がちらちらこっちを見ている。

　他のヤツを勧かん誘ゆうしている時はいなかったようだが戻っていたのか。いつものようにカズマのとこの爆ばく裂れつ娘むすめにちょっかいでもかけてきたんだろうな。

　……一人確保か。駆く除じよ相手が安楽少女なのを黙だまっておけば確実についてくる。

　ゆんゆんがいれば安全は確保されたようなもんだな。一応確かく認にんだけしてみるか。

「どこかに困ってる人を助けてくれる、優しくて強くて格好良い魔ま法ほう使つかいがいねえかな～」

　聞こえるように大声で言うと、ゆんゆんがニヤニヤしながら立ち上がる。

　獲え物ものが釣つれた。あまりにも簡単すぎてあくびが出るぞ。

　当人は俺の魂こん胆たんに気づいてないようで、堂々とした歩みで寄ってきている。

　苦笑いを嚙かみ殺して気づかない振りをしていると、

「私を呼びましたか！」

　視界に割り込んできたのは爆裂娘だった。

　最悪のタイミングでギルドにやって来たのか。

「お呼びじゃねえよ！　おい、カズマ。これ邪魔だぞ！」

「これとは何ですか、これとは！　紅魔族随ずい一いちの魔法使いである──」

「おう、すまんな。おらっ、人様に迷めい惑わくかけるなって言ってんだろ」

　爆裂娘の首根っこを摑つかまえてカズマが引っ張っていく。

　杖つえを振り回して暴れようとしていたが、急に力が抜ぬけたかのように大人しくなった。

「ドレインはずるいですよ！」

「うっせえ！　無駄にレベルが高いからこうでもしないと大人しくならないだろ！　おい、ダクネス。羨うらやましそうに見んな」

「罵ば倒とうしたいのであれば、私に思う存分していいんだぞ？　遠えん慮りよはいらん。なんならバインドで動きを封ふうじてからでも……」

「ねえ、この一番高いお酒頼んでいい？　ねえってば。ねえねえ、無視しないで話を聞いてよおおおおっ！」

　相変わらず騒さわがしい連中だな。

　さっきまで静かだったギルドが一気に賑にぎやかになった。

　少し離はなれた席に着いたカズマが疲つかれ果てた表情で何か注文している。後でたかりに行くとしよう、そうしよう。

　カズマ達にも手伝ってもらおうかと一いつ瞬しゆんだけ考えたが……やめておくか。

　女が多いから倒たおせないだろうしな。それに、あいつらに同行されたら酷ひどい事になるという確信がある。

　勧誘をあきらめてカズマ達から視線を外すと、話すタイミングを失ってぼーっと突っ立っているゆんゆんが目に入った。

　いい加減、俺にぐらいは気軽に話しかけろ。なんでこっちが気をつかわねえといけねえんだよ。

「どうしたんだ、ゆんゆん。なんか用か？」

「あの、ええと、さっき冒険がどうとか言っていたので……あのぅ」

　もじもじしているだけで、そこから先を話そうとしない。

　相変わらず面めん倒どう臭くさい女だ。

「はぁ……。暇ひまなら依頼を手伝ってくんねえか？」

「どーしても付き合って欲しいなら、行ってあげてもいいですよ！」

　満面の笑みを浮うかべながら言われると、意地悪をしたくなる。

「別にどうしてもってほどじゃねえな」

「えっ。で、でも、人がいなくて困っているってさっき」

「まあ、一人で出来ない事もないからよ」

「ぐ、偶ぐう然ぜん暇なので手伝いますよ！　遠慮はしないでいいですから！」

　必死になるぐらいなら初めから素す直なおになればいいのに。

　こういうところが爆裂娘にからかわれる原因か。

「そこまで言うなら手伝ってもらうぜ。じゃあ、パーティーを組む記念にパーッとやるか！　お前の奢りで！」

「嫌いやですよ！　お金がないなら水でも飲んでいたらいいじゃないですか」

「いい加減、味のある物を口に入れさせてくれよっ！　知ってるか、氷って歯ごたえあるけど腹は膨ふくれねえんだぞ！」

「知りませんよ、そんな事！」

「分かります、分かりますよ！　せめて砂糖でもまぶしたら、おやつ感覚で誤ご魔ま化かせるのですが」

　不意に湧わいて出た爆裂娘が大きく頷うなずいている。

　また話に割り込んできやがった。

「めぐみん!?」

「頭の中身も爆裂しているのかと思ってたけどよ、話が分かるじゃねえか！」

「紅魔族きっての常識人である私をバカにするとはいい度胸です。あなたの頭も爆裂して差し上げましょうか！」

「ねえ、なんで話に割り込んできたの!?　室内で爆裂魔法はやめて！」

　杖を振ふり上げて暴れるめぐみんを、ゆんゆんが後ろから羽は交がい締じめにしている。

　それを眺めてカズマとアクアが吞気のんきに酒を酌くみ交かわしているのが見えた。

「カズマ。問題児が暴れてんぞ、なんとかしてくれ！」

「安心していいぞ。今日はもう爆裂魔法を撃うつ魔ま力りよくが残ってないからな」

　カズマがそう言うなら大だい丈じよう夫ぶか。こいつの事はゆんゆんに任せておこう。

　夜も更ふけてきたから続きは明日あした考えるとするか。ちょうどカズマもいるから、どさくさに紛まぎれて酒を頼たのんでもバレねえよな。

　バニルの旦那と組んで大おお儲もうけしているそうだからな、酒代ぐらい軽いもんだろ。
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「バニルの旦那、おはようさん」

「我わが輩はいの全すべてを見通す目には、太陽が真上にあるように見えるのだが」

「こんにちは、ダストさん」

　昨日の晩は飲み過ぎて遅おそめに起きた俺は、その足で魔道具店に向かうとエプロン姿のバニルの旦那と今日は無傷なウィズがいた。

「カズマの奢りで飲み食いして久々に腹が膨れたら爆ばく睡すいしちまってよ。んで、安楽少女の実はどうすんだ、旦那」

「一つ考えがあるのだが、それよりもまずギルドでの話をするがいい」

「いいぜ。ルナの話によると──」

　詳くわしい説明をすると旦那は腕うで組ぐみをして「ほう」と呟く。

「厄やつ介かいな事になっているようではないか」

「小さいサキュバスさんの話とも一いつ致ちしますね」

「ロリサキュバスがなんか言ってたのか？」

　俺の純じゆん粋すいな問いに対して旦那が大きなため息を吐ついた。

「昨日、冒ぼう険けん者が店に来ぬようになったと言っていたであろう。酒と女の事で埋うめ尽つくされた脳を持つチンピラよ」

「旦那、褒ほめんなよ。照れんじゃねえか」

「褒めてませんよ、ダストさん」

　苦く笑しようしてウィズが否定してきた。

　そういやロリサキュバスがそんな事を言っていたな。酒を飲んで記き憶おくがかなり薄うすれているけど。

「あれからもう少し詳しく話を聞いたのだが、依い頼らいを受けて帰って来た冒険者がいたらしく、そやつがサキュバスの店に来たそうだ。駆除に向かった連中は安楽少女に腑ふ抜ぬけにされて身辺警護もやっているとの事だ。なんともお粗そ末まつな話ではないか」

「あれか、駆除しようとしたら冒険者のバカどもが邪じや魔ましてくるのかよ……」

「そうなるであろうな。そこで妙みよう案あんが一つある。これからサキュバスの店に行くがいい。そこで貴様は良い想おもいをするであろう！」

　意味深な発言をした旦だん那ながニヤリと笑うと、サキュバスの店にいくように指示をしてきた。

　何か策があるのだろうと大人しく従う事にする。

　魔道具店を後にして、いつものように表向きは喫きつ茶さ店てんを装よそおっている店に入ると、サキュバス達が暇そうにしていた。

　冒険者が来ないのでろくな食事にありつけていないのか、少しだけ頰ほおがこけているヤツもいるみたいだが。

「あっ、ダストさん！　お待ちしていました！」

　珍めずらしくロリサキュバスが歓かん迎げいしてくれると席に誘ゆう導どうされ、頼んでもないのに飲み物と食事が並べられる。

　それだけではなく他のサキュバス達が俺を取り囲み、お酌しやくをして肩かたを揉もんで甲か斐い甲が斐いしく接待をしてきた。

「何のつもりか知らねえが、金はねえぞ？」

「奢おごりですから、気にしないでくださいね」

　ロリサキュバスが今まで一度も見た事のない優やさしい笑え顔がおで俺を見ている。

　……目が笑ってないから不気味でしょうがない。

　周りのサキュバスも笑顔を絶やさずにあれやこれやと世話を焼いてきた。

　頼んでもいないお酒を注ぎ、巨きよ乳にゆうのサキュバスが飲まそうとする。

　隣となりに寄り添そうサキュバスは俺を両りよう脇わきから胸で挟はさみ込むように体を密着させてきた。

　……いざという時の逃にげ道を確保するために辺りを見回しておく。

「この店では比ひ較かく的てき、大人しくしてるよな？　迷惑もあんまかけてないよな？　マジで金ないぞ？　なんなら財さい布ふの中身を見せてやろうか？」

「なんで挙動不ふ審しんなんです？」

「だってよお。世の中、悪だくみもせずに美味おいしい話は転がってねえんだぜ？」

「警けい戒かいしないでくださいよ。温泉で裸はだかの付き合いをした……私とダストさんの仲じゃないですか」

　頰を挟み込むように両手を当てて照れた素そ振ぶりをしている。

　だから、目が笑ってねえんだよ。

　周りの同どう僚りようが「ひゅーひゅー」「やるじゃない」とわざとらしくはやし立てているのが、マジで怖こわい。

　周囲を取り囲むサキュバスの吐と息いきが頰や首筋に当たって妙みような気持ちになるが、こっちを見つめる目を見て冷静になる。

「お前ら目が笑ってないから怖えんだよ！　妙な駆かけ引きはいらねえから！」

「そうですか？　実はお願いがあるのですよ」

　ぐいぐいと迫せまって来るサキュバス達。

　露ろ出しゆつ度どの高いべっぴんに迫られたら普ふ通つうは嬉うれしいが、どう考えても裏があるよなこれは。
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　あれからギルドに戻もどると、早めに駆く除じよをしたら報ほう奨しよう金を弾はずむとルナに言われたので、翌日の早朝に出発する事になった。

　同行するメンバーは俺以外だとゆんゆんとロリサキュバス。それに──

「ダストさん！　あの人達は何なんですか!?」

「お前も何度か会ってるだろ。ロリサキュ……ロリーサだ」

「ロリーサさんは知ってますよ！　でも後ろのローブ着ている一団は!?」

　俺の肩を摑つかんで激しく揺ゆらしてくるから酔よいそうだ。

　こいつは想定外の事があるとすぐに取り乱すな。

　フード付きのローブを目ま深ぶかに被かぶったサキュバスが十数人いるだけじゃねえか。

「すみません、ゆんゆんさん。この人達は私の職場の同僚なのですよ。あの湖の近くの村に帰郷する予定だというのを耳にして、魔ま法ほう使つかいとして頼たよれる先せん輩ぱいのゆんゆんさんがいてくれたら道中も安全かなって……。迷めい惑わくでしたよね？」

「そ、そんな事ないですよ！　た、頼れる先輩かー。めぐみんも言われた事ないだろうなー。後で手紙に書いて、ふにふらさんと、どどんこさんにも教えないと！」

　にやけた顔で体をくねらせて喜んでいる。

　ころっと懐かい柔じゆうされやがった。ロリサキュバスはゆんゆんの扱あつかいが上手うまくなったな。

　俺一人でこれだけのサキュバスを守るのはきついが、ゆんゆんがいれば安心できる。それにこの状じよう況きようは、

「正しよう真しん正しよう銘めいのハーレムパーティーじゃねえか！」

　これはカズマが見てもうらやむだろうな。後で自じ慢まんしてやろう。

　俺以外は女ばかり。それも美人でスタイルがいいのしかいねえ。……ロリサキュバスは除くが。

　こいつにもっと胸と尻しりがあれば少しは欲情するんだが、どっからどう見てもガキにしか見えねえからな。

「今、不快な視線を感じました」

「気のせいじゃねえか？」

　あぶねえ、他ほかのサキュバスと比べていたのがバレそうになった。

　美女に囲まれているのに残念なのが、全員がスタイルを隠かくすようにローブを羽織っているので目の保養ができないことだ。いつもの格好だったら冒険の最中も天国なのに。

　昨日の夜はどんな無理難題を押し付けられるのか気が気でなかったが、予想外の申し出を快く引き受けてよかったぜ。

　客をこの手で取り戻したいから同行させて欲しい、と頼まれた時は驚おどろいたが、自分以外のモンスターに客を魅み了りようされるのはサキュバスとして恥はじらしい。

　俺としては護衛の冒険者をどう対処するかで悩なやんでいたので都合もよかった。

「あっ、ダストさん。前まえ払ばらい代わりに頼まれていた、お酒を渡わたしておきますね。アルコール度数が高いですから道中で飲まないでくださいよ」
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「おう、ありがとよ。これで今晩はいい夢を見られそうだ」

　手て渡わたされた酒を鞄かばんの中に入れておく。

「モンスターが出たら任してください！　みなさんに傷一つ負わせませんので！」

　ゆんゆんがサキュバス達にちやほやされて調子に乗っている。

　これなら機き嫌げんよくモンスターを掃そう討とうしてくれる。道中は楽できそうだ。







「『ライト・オブ・セイバー』ッッッ！」

　いつもより気合いの入ったゆんゆんの魔ま法ほうが炸さく裂れつする。

　一いち撃げきで敵を粉ふん砕さいするとサキュバス達の拍はく手しゆ喝かつ采さいが飛び、上機嫌で照れながら戻って来た。

　何度かモンスターに遭そう遇ぐうしているが、ゆんゆん以外は誰だれも戦おうとすらしていない。

「いやー、楽だな、ホント」

「ダストさんも少しは働いたらどうですか？」

　隣に並ぶロリサキュバスがバカな事を言ってきた。

「おいおい、分かってねえな。あいつは常にボッチで独りで寂さびしく遊んでいるか、読書ぐらいしかしてないんだぜ。こうやって日の当たる場所に連れて行って、多くの人に感謝される場面を提供してやってんだ。ゆんゆんのために俺は活かつ躍やくの場を譲ゆずってんだぞ」

「びっくりするぐらい噓うそくさいです」

　菓か子しを食いながら言っても説得力がなかったか。

　サキュバス達から解放されてにこやかに歩み寄ってきたので、一応俺も褒ほめておこう。楽させてもらっているのは事実だからな。

「お疲つかれさん。良かったらこれでも食ってくれや」

「ありがとうございます。ダストさんにしては気が利きく……これ私のおやつですよね!?」

「そこにある袋ふくろから取り出して食っただけだぞ」

「私の荷物じゃないですか！　女性の鞄を勝手に開けるなんてどういう神経しているんですか!?　着き替がえの服とか下着とかも入っているんですよ！」

「日帰りで下着も着替えもいらねえだろ。それにガキの下着に興味はねえよ」

　文句をぶーたれるので適当にあしらいながら歩いていると湖が見えてきた。

　今日は湖のほとりで水を汲くんでいる三人組の男がいるな。遠目だから細かいところまでは分からないが冒ぼう険けん者というよりは山さん賊ぞくのような格好をしている。

「んー、どっかで見た事があるような」

　目を細めて注視してみるが遠すぎてこれ以上は分からないか。

　三人組は水を桶おけに溜ためると、それを担かついで森に向かって歩き出す。

「ちょっと、話を聞いてます!?　……面おも白しろい顔をしてどうしたんですか？」

「あそこに見える三人組、どっかで見た事があるような気がしてよ」

「森の中に入って行った人ですか。後ろ姿なので分かんないですね」

「私はちょっと引っかかりましたけど……うーん」

　ゆんゆんは見覚えがないがロリサキュバスは俺と同じような感じか。

　サキュバスの店の常連冒険者あたりか。

　周辺に目を走らすと他にも何人かちらほらと見える。向こうも俺達に気づいてこっちを見ている。

　ぎょっとした顔をしているのは、ローブを着込んだサキュバスの団体が異様に見えるからだろう。どう見ても冒険者とは思えない集団。格好だけなら怪あやしげな宗教団体に思われそうだ。

「まずは前に会った場所に行ってみっか」

「あっ、そう言えば浮うかれていて聞くのを忘れていましたけど、どんなモンスターを駆除するのですか？　こんな綺き麗れいな湖にいるモンスターなんて……ま、まさかカモネギじゃないですよね!?　めぐみんみたいな事をやらないですよね！」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情でゆんゆんが俺に詰め寄る。

　そこで動どう揺ようする意味が分からないが、とりあえず落ち着かせよう。

「カモネギが目当てじゃねえよ。その、なんだ、あれだあれ。植物系のモンスターだ。人を誘ゆう惑わくして養分にする邪じや悪あくな相手でな」

　噓は言ってない。

「そ、そんなに恐おそろしい敵なのですね」

「見た目に騙だまされたらダメですよ。あれは商売敵がたきの性しよう悪わる女ですから！　清純ぶっているビッチですよ！」

　意気込むロリサキュバスの背後でサキュバス達が大きく頷うなずく。

　こいつらにしてみれば客を奪うばい合うライバルのような存在だからな。

「商売敵？　性悪女？」

　ゆんゆん一人だけが意味が分からずに軽く混乱している。

　説明すると文句を言い出すのは目に見えているから、このまま連れていくか。

　湖の外周に沿ってぐるっと半円を描えがくように回り込み、森の入り口に入ろうとすると目の前に飛び出してくる人ひと影かげがあった。

「ここから先は通行禁止だぜ」

　鎧よろいを着込んだ男達が十人以上、俺達を遮さえぎるようにずらりと並ぶ。

「何やってんだお前ら」

「あれ？　ギルドで見た事がある人ばっかりですよ」

　ギルドに居座っているゆんゆんが覚えているのも当たり前だ。駆く除じよに向かってから帰ってこない冒険者ばかりだからな。

　ロリサキュバスの言っていた事は噓じゃなかったのか。

「げっ、チンピラのダストじゃねえか」

「こいつなら容よう赦しやなくやりやがるぞ。絶対に」

「女子供が相手でも金さえ払はらえば殺しそうな顔をしてやがるぜ」

「本人を目の前にして、好き勝手に悪口言ってんじゃねえぞ！」

　その顔は覚えたからな。今度ギルドでありもしない噂うわさ話ばなしを広めてやろう。

　怒いかりに任せて殴なぐりかかりそうになったが、さすがに数の差があり過ぎる。サキュバス達は戦力にならない。ここはうちのボッチ娘むすめをけしかけるか。

「よっし、ゆんゆん。得意の魔法で、こいつら吹ふき飛ばしてくれ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　皆みなさん、冒険者ですよね？　あの、私達はモンスター退治に来ただけなので通してもらえませんか？」

「それを聞いたら余計に通すわけにはいかねえな。どうしてもってなら、俺達を倒たおしてからにするんだな」

　こいつら完全に安楽少女に利用されてやがる。

　ゆんゆんが魔法をかましてくれたら、あっさり片が付くんだが。

「どういう事なんですか、ダストさん。なんであの人はモンスターをかばって……」

「あいつらは魔法で操あやつられているんだよ。魅了されて、モンスターの手ごまとなって俺達の邪じや魔まをしてんだ」

「な、なんて卑ひ劣れつな！　許せません！」

　いとも簡単に騙されたゆんゆんの将来が心配にはなるが、今は都合がいいので放ほうっておこう。

「お前らさ、モンスターに利用されて恥はずかしくねえのか？　仮にも冒険者だろ、駆除する対象の言い分を信じて……はぁー、冒険者の恥だな」

　ため息を吐ついて、肩かたをすくめてバカにしてみた。

　俺の挑ちよう発はつに反応した何人かが顔を赤くして声を荒あらげる。

「てめえにだけは言われたくねえよ！」

「お前はギルドの汚お点てんだろ！」

「セクハラと問題行こう為いばっかで、職員のルナさんが大きな胸をどれだけ痛めているか！」

　こいつら自分の事を棚たなに上げて声を揃そろえて罵ば倒とうしやがって。

「穏おん便びんに済ませてやろうと思ったがもう構わねえ。やれボッチ紅こう魔ま族！　薙なぎ払え、ライトニングセイバーだ！」

「変な呼び方しないでください！」

　バカどもを指差して命令したのに、ゆんゆんが言う事を聞きやがらねえ。

　おどおどしているだけのゆんゆんは役に立たず、睨にらみ合うだけで膠こう着ちやく状態だ。

　俺が仕し掛かけて混戦に持ち込んで、敵も味方も巻き込んで嫌いやでも魔法を使う状じよう況きように持っていくか？

　覚かく悟ごを決めて踏ふみ込もうとすると、肩に手を置かれて振ふり返る。

「ここは私達に任せてください。ゆんゆんさんを連れて先に！」

　ロリサキュバスが覚悟を決めたきりっとした顔で言い放つ。

　そうか、こいつらは冒険者を連れ帰るために同行したのだった。

「任せて、大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

「はい！」

　そこまで言うのなら自信があるのだろう。

　こいつらもサキュバス達に手を出すような馬ば鹿かな真似まねはしないはずだ。

「よっし、ここはこいつらに任せていくぞ、ゆんゆん！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　あの人達は戦えないって言ってませんでしたか!?」

　手を摑つかんで走り出すが抵てい抗こうしやがる。

　ここで説明して説得するのも面めん倒どうだ。適当に噓でも吐くか。

「あー実は、あいつらが帰ってこなくて心配している嫁よめさんや恋こい人びと達でな。相方を連れ帰るのが目的だったんだよ。家の恥はじだからお前さんには言えなかったが、すまなかったな」

「そうだったのですか……。分かりました。じゃあ、早く操っているモンスターを倒して、洗脳を解かないと！」

　俺の手を振り切って全力で森に突つっ込んでいくゆんゆん。

　正義感が強いのは結構だが、もう少し疑い深くないと変な男に騙されるぞ。俺のような善良な男だからいいものを。

　慌あわてて後を追おうとしたが、また冒険者達が進路方向に飛び出してきて邪魔をしやがる。

「あの子は優やさしそうだから大丈夫だと思うが、お前は通さねえよ」

　確かに、ゆんゆんだけなら手を出せずに懐かい柔じゆうされる未来が鮮せん明めいに見える。

　こいつらをどうにかして追いつかないとヤバいぞ。目の前のヤツだけ叩たたきのめして隙すきをつくか？

　そう考えているとばさっと布が擦こすれるような音が背後からする。

「なっ!?」

　……何でこいつら大口を開けて俺の背後を凝ぎよう視ししてんだ。

　釣つられるように振り返ると、そこには──極ごく小しようの布切れで大事な部分を辛かろうじて隠かくしているサキュバス達がいた。

「「「「うおおおおおおおっ！」」」」

　野太い歓かん声せいが響ひびく。俺も自然と声が出ていた。

　色っぽい格好で艶なまめかしいポーズを取るサキュバス達から目が離はなせねえ。

「皆さーん。安楽少女なんて守らずに、私達と一いつ緒しよにアクセルの街に帰りましょ～。今なら半年間三割引きの割引券もプレゼントし、ま、す、か、ら」

「もしこのまま帰ってくれたらー、夢だけじゃなくて、いーっぱい、サービスしてあげますよ～」

　腰こしや胸を振りながら甘い言葉で誘さそうサキュバス。

　ああ、くそっ、俺が全部投げ出して帰りてえ。

　冒険者連中はサキュバスの誘惑に対して、唇くちびるを嚙かみしめて必死になって抵抗している。

「い、いや。俺達はあのかわいそうな少女を守らなければならないんだ！」

　こいつらもしかして、安楽少女の本ほん性しようを詳くわしく知らないのか？

「お前ら守るも何も、ここにいたら死ぬんだぞ？」

「はっ、何をバカな事を言ってんだ。ちゃんと果実を食べているから健康そのものだ」

「おいおいまさか、安楽少女の実には栄養がちっともなくて、それだけじゃエネルギーが不足して衰すい弱じやくするのを知らないのか？」

　きょとんとした顔で俺を見つめるバカ共。

　あの実の幻げん覚かく作用と安楽少女の話術にまんまとはめられていたようだ。

「バカ言うなよ。そんな噓うそに騙されるほど愚おろかじゃねえぞ」

「愚かなんだよ、お前らは。安楽少女について知らねえのかよ」

　全員が同時に首を傾かしげる。おっさんがやってもかわいくもねえぞ、不気味なだけだ。

　知らないのも無理はないか。安楽少女の名はそれなりに有名だが遭そう遇ぐうした例が少ないからな。

　俺も今回の一件に関かかわるまでは詳しい事は知らなかった。騙されても無理はない。

「そういや、最近瘦やせてきたような……」

「体が軽いのにだるいのが不思議だったけど、これって体重が減って体が軽くなっていただけだったのか？」

「ベルトの穴が一つ減ってラッキーかなって」

　今になって自分達の異変を察したようで顔を見合わせて戸と惑まどっている。

　本気でどいつもこいつも今まで気づいてなかったのか。

　それでも同情と実の幻覚成分が残っているのか踏ん切りがつかないらしく、慌てふためているだけで動こうとしない。

　それでも男の本能が勝まさるのか、サキュバスの方へと徐じよ々じよに体が傾かたむいていく。

　ここで禁欲生活が続いていただけあって、誘惑の効果は抜ばつ群ぐんだな。

　よっし、これなら放っておいてもいける。

「ちょーっと待った！　お前ら、そんな簡単にあの少女を見捨てるというのかっ！」

　大声を張り上げて引き留めたのは、むさ苦しいおっさんとその仲間らしき二人の三人組。

　って、こいつらは……。

「またてめえらか！」

「それはこっちのセリフだっ！　なんで毎回毎回、美幼女との癒いやしの一時を邪魔しやがるんだ！」

　怒ど鳴なり返した髭ひげ面づらのオッサンは最近なにかと因いん縁ねんのある、特とく殊しゆ性せい癖へき持ち集団の親分だ。

「おい、ロリコン共。話がややこしくなるから、邪魔すんじゃねえよ。前に共きよう闘とうした仲だ、今回は特別に見み逃のがしてやるから、しゃしゃり出てくんな」

「はっ、てめえのようなババア好きには用はねえ。みんな、早まるなよ！　あんな水を弾はじかないで吸い込むような肌はだの熟うれ過ぎた女よりも、純じゆん粋すいで穢けがれを知らない少女の方が魅み力りよく的だろ！」

　ロリコンの親分が叫さけぶとサキュバス達がざわつきだした。

「なにあの失礼な男！　嚙み千切ってやろうかしら！」

「未熟な果実より、熟れた方が美味おいしいのよっ！」

　サキュバス達が三人組に殺気をぶつけている。

　あいつらは睨みつけられているというのに動どう揺ようもしないで鼻で笑う。

　いい根こん性じようしてやがるな。

「ほら見た事か。年寄りは余よ裕ゆうがねえから、すぐに怒おこりやがる。これが若い子なら『おじちゃんたちぃ、おもちろーい』とか言って笑ってくれるんだぞ。お前達も幼女の方が魅力的だって分かっただろ！」

　唾つばをまき散らしながら熱弁を振るう三人組から、すーっと冒ぼう険けん者達が離れる。

「いや、別に俺達ロリコンじゃねえしな」

「ああ、ノーマルだよな」

　三人組の親分の説得は逆効果だったようで、冷静になった面々がサキュバスの方に歩いていく。

　何人かの冒険者は三人組と一いつ緒しよにいるようだが、これで半分以上は消えたな。

「残ってくれたか、同志よ！」

「あんたの熱い気持ち伝わったぜ！」

　あれに同調するなんて頭がどうかしてるだろ。

「あっ、ダストさん。あの人達は私をいつも指名してくれる常連さんです！」

　俺の肩をバンバンと叩いて残った連中を指差すロリサキュバス。

「どうりでな！　スッキリしたよ！」

　そりゃサキュバスの誘ゆう惑わくに負けないわけだ。ロリサキュバス以外はスタイル抜群だから、あいつらの性癖だと論外になるのか。

　だったら話が早い。

「おい、お前ら。敵に回るならサキュバスに頼たのんで、これから毎晩お前らの夢が熟女と濃のう密みつに絡からみ合う内容になるぞ。覚悟しとけや！」

「「「すみませんでしたっ！」」」

　その場で土下座してあっさりと屈くつした連中を放ほうっておいて、俺はゆんゆんの後を追った。

　急いでいるのに、つまらない事で時間を取らせやがって。早く行かないと話がややこしくなりそうだからな。
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　冒険者達を退けて森を突き進むと、前回と同じ場所に安楽少女がいる。

　ここまではまあいいが、俺の前に立ちはだかる面倒なヤツが一人。

「ダストさん！　こんなかわいそうな子を駆く除じよするなんてどうかしてます！　前からゲスでクズだとは思っていましたけど、そこまで非道だったなんて！」

「散々だな、おい！　お前が日ひ頃ごろから俺をどういう目で見ていたのか、よ──く、分かった！」

　涙なみだ目めで訴うつたえてくるゆんゆん。

　予想通りの展開過ぎて驚おどろく気すら起きない。

　あの騙だまされやすく情に流されやすいゆんゆんだったら、そりゃこうなる。

「はあー。お前さんもこのボッチ騙すの簡単だったろ？」

「…………ナンノコトデショウ」

　安楽少女が片言で返す。

　赤子の手をひねる方がまだ難しかったんだろうな。

「この少女はモンスターでありながら人に安らぎを与あたえているんですよ！　安らかな死を求めてやってきた人と終末を共に過ごしてあげているだけじゃないですか！　悪い事なんて何もしていません！」

「それだけでも自殺ほう助って立派な罪なんだぞ？　それにだ、本当に死にたい連中だけを殺しているのか？　さっき会ったバカ共がお前さんの目には死にたがっているように見えたか？」

「えっ、その、酒場でいつも楽しそうに騒さわいでましたけど……。で、でも、違ちがいますよね？」

　ゆんゆんは振ふり返って安楽少女に助言を求めている。

　安楽少女は目をウルウルさせて私を信じてと言わんばかりに見つめ返している。あの涙っぽいのは樹液か何かなんだろうな。

「お姉ちゃんは、私が噓を吐ついていると思うの……。あんな荒すさんだ目をしたチンピラっぽい人の方を信じるの……」

「そ、そんな事はないよ！　ダメ人間なダストさんの言葉に騙されそうになった私がバカだったわ。信じてるから、泣かないで！」

　俺に背を向けてオロオロしながら懸けん命めいに慰なぐさめている。

　付き合いのある俺よりもモンスターの言う事を信じる方がどうかしてるだろ。

　色々と言いたい事はあるが無言でゆんゆんの背後に近づくと、若じやつ干かん強めの当て身で気絶させておく。

「はひっ」

　さっきの発言に苛いら立だったわけじゃない。

　地面に崩くずれ落ちたゆんゆんを少し離れた場所に運ぶ。

「な、何をしているんですか!?　えっ、仲間の女の子に手を上げたの!?」

「こいつがいると色々面めん倒どうだから気絶させただけだ。さてと、これで二人っきりだな」

「ひいっ、か、か弱い女の子に何をする気ですか！　モンスター相手でもいける口なんですかっ！　女にモテないからって血迷わないでください！」

「ねえよ！　それにてめえはガキに擬ぎ態たいしたモンスターだろうが。俺は他ほかの連中と違って情に訴えかけようが無む駄だだぜ」

　見た目が人間に似ていようが化け物である事は変わりない。

　全すべてが芝しば居いだと分かっていれば動揺もない。

「た、助けてー！　このクズの見本市みたいな男に犯おかされるー！」

「誰だれがクズの見本市だ！　泣こうが叫ぼうが無駄だってえの。お前が魅み了りようしていた連中は、全員サキュバスと一緒に夢の国でいちゃいちゃしている頃ころじゃねえか」

「えっ、サキュバスも来ているの!?　あいつら男の事になると目の色が変わるのよ！」

　怯おびえたように辺りを見回している。少し舌足らずだった幼い話し方ではなくなっているが、そんな芝居をしている余裕もなくなったみたいだ。

　サキュバスが安楽少女を毛け嫌ぎらいしているように、こいつも苦手意識があるのか。

　この反応は連中がサキュバスの客だって事を知っているっぽいな。じゃあ、この手が使えるな。

「サキュバスの客を奪うばっちまったのは悪手だったな。ここにあいつらがやって来たら、お前さんはどうなるのかねえ。ドン引きするぐらい腹立ててたなー」

「ひいいいぃ！　そ、そこの素す敵てきなお兄さん。お知り合いならやめてもらえるように交こう渉しようしていただけませんか？」

「どうすっかなー。まあ条件を吞のむなら考えなくもねえが」

「わ、私にできる事ならなんでも仰おつしやってください！」

　今なら何を言っても大人しく従いそうだ。

　まずは旦だん那なの依い頼らいを先に終わらせるか。

「それじゃあ、まずはお前さんからもらったあの実。もっと日持ちするようになんねえか？　持って帰ったら干ひ涸からびてたんだが」

「あっ、その件ですか。それはこちらで調整したら一週間ぐらいは長持ちするようにできますよ。何個必要ですか？　最近、養分を大量に得たばかりなので二十ぐらいなら軽くいけますよ！」

「……じゃあ、そんだけもらえるか？」

「はい、承うけたまわりました！」

　体から生えた実をぽいぽいもいでいく。前は少し痛そうにしていたが、そんな素そ振ぶりは微み塵じんも見せない。あれも芝居だったか。

　旦那から渡わたされたクーラーボックスとかいう食料品が日持ちする魔ま道どう具ぐに全部放り込んでおく。

「では、私を見逃してくれるように口くち添ぞえをお願いできますか？」

「んー、何の事だ？」

「えっ、さっき約束したじゃないですか！　騙したのねっ！」

「人聞きの悪い事を言うなよ。俺はサキュバスに黙だまっておくのを考えるって言っただけだぜ？　それに騙すのはお互たがい様だろ。お前さんも倒たおせば駆除の報ほう酬しゆうももらえるからな、一挙両得ってやつだ」

　剣けんをすらっと抜ぬき、呆ぼう然ぜんとしている安楽少女に歩み寄る。

「ひ、卑ひ怯きよう者！　変態、クズ、ダニ、ゴミ、くそ！　女にもてた事なんて一度もなさそう！　枕まくらから変な臭においしてそう！　生理的に受け付けない顔！　存在そのものが変質者！　近所の人にいつか犯罪を起こしそう、とか言われてんでしょ！」

「じゃかましいわあああっ！」

　本ほん性しようを現して罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる安楽少女に容よう赦しやなく剣を振り下ろした。







「ふああっ。あれ？　私は何をして……ああっ、あの少女は!?」

　目が覚めて早々に騒がしいヤツだ。

　ゆんゆんは寝ね起おきで口元に涎よだれの跡あとがある顔で、首がもげそうなぐらいせわしなく安楽少女の姿を捜さがしている。

「駆除したぞ？」

「えええええっ！　そ、そんなっ！　モンスターとはいえ、本当にやるなんて……。人の心をどこに置いて来たんですかっ！　最近はちょっと見直してきていたのにっ！　前に貸したお金返してください！」

「お前なあ……。あいつは人を騙して衰すい弱じやく死しさせてから、死体に根を張って養分を吸って生きているんだぞ。安楽少女の下には死体が埋うまってんのを知ってんのか。見た目としゃべりにころっと騙されるんじゃねえよ、ったく」

「でも、だって……。あれ、ダストさん、こんなところに空の酒瓶びん落ちてました？」

「前祝いにさっき俺が飲んだからな。もうここには用はないからな、ほら行くぞ」

　まだ文句を言い足りないゆんゆんを引っ張り上げて、サキュバス達のところへ帰ろうとした。

「あれ、ここの地面が濡ぬれていません？　それに、ダストさんからお酒の臭においしないような」

　湿しめっている地面に視線を落としてから、鼻をクンクンさせている。

「寝起きで鼻がいかれてんじゃねえか」

　安楽少女の下で眠ねむる冒ぼう険けん者が自ら死を望んでいたのかどうかは知らねえが、手た向むけの酒ぐらいは飲ませてやってもいいだろう。
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「カズマー、暇ひまだから酒でも飲みに行こうぜ！　もちろん、お前さんの奢おごりでな！」

　屋や敷しきの扉とびらを開けてカズマの姿を捜すがコタツとか言う暖だん房ぼう器具に潜もぐり込んでいるアクアと、黒くろ猫ねこを撫なでている爆ばく裂れつ娘むすめしかいなかった。

「ちょっと、寒いじゃないの、早く扉閉めてよ！　ええと……ゴミカスだったっけ？」

「ダストだよっ！　いい加減覚えろよ！　最近は接点あるよな!?」

　一いつ緒しよに冒険やら蘇そ生せいやらで付き合いはあるのだが、この宴えん会かいプリーストは人の名前を覚える気がないらしい。

　扉を閉めて前から気になっていたコタツに足を突つっ込んでみる。

「な、なんだこりゃ。これはやべえな……」

　じんわりと脚あしが温まっていく心地ここち好よさ。一いつ瞬しゆんにして動きたくなくなったぞ。

「は、はーん。あんたもコタツにやられたわね。この誘ゆう惑わくに勝てる者なんていないのよ」

「ああ、これは無理だ。もう、ダメだ……」

　コタツの天板に上半身を投げ出していると、何もかもがどうでもよくなってくる。

　このまま一生だらだら生きていてえなー。

「ところでカズマを誘さそいに来たのではないのですか？」

「そんな事もあったな。でもまあ、どうでもいいや」

　今はこのコタツの魔ま力りよくに抗あらがえない。俺もこれが欲しいが高いだろうし、リーンが怒おこりそうだよな。ますます働かなくなるからって。

「このコタツは私のテリトリーだから本来ならあんたみたいなのは入れないのだけど、何か面おも白しろい話をするなら考えてあげてもいいわよ」

「これってカズマの物だって聞いたぞ」

「カズマの物は私の物よ！　仲間の物はみんなの物、私の物は私の物なの！」

「おう、分かるぜ、その考え！」

　俺が同意して頷うなずくとアクアが嬉うれしそうに笑っている。

「そんなの分かり合わないでください。用がないならとっとと帰るように。最近、カズマがあなたの影えい響きようを受けて悪い遊びを覚えているみたいなので、あまり近づかないように」

　爆裂娘が呆あきれて俺をジト目で見ている。

　こいつは爆ばく裂れつ魔法と紅魔族特有の奇き行こうを除けばまともな方なんだよな。その欠点が何よりも大きいわけだが。

「おいおい、人聞きの悪い事を言うのはやめてくれよ。酒場を教えたりはしたが、悪い遊びの才能は俺よりもカズマの方が上だぜ！　ああいう事に関してはダチは天才だな！」

　物覚えがいいのか手先が器用なのか、カズマは何でもそつなくこなすところがある。

　運もいいから博打ばくちも強い。俺なんて運が悪いからマジであやかりたい。

「だからこそ、余計に心配なのですよ……」

「お前はオカンか。男のする事にいちいち口出しすると嫌きらわれっぞ」

「うぐっ」

　口うるさい自覚があるのか爆裂娘が大人しくなった。

　よーし、これでまったりとだらだらできるぜ。

「でさー。早く、面白い話をしなさいよ。私は退たい屈くつしているのー」

　コタツの中で足をバタバタさせんな。子供か。

　理り不ふ尽じんでワガママなのは知っていたが、こんなヤツの相手を毎日カズマはしてるのか、ご苦労様なこって。

　無視してもいいがこいつなら本気で追い出すよな。

「んな事を急に言われてもな。そうだな、最近ふと思ったんだがよ、エリス教徒の胸って小ぶりなのが多くねえか？　教会のヤツらもそうだし、カズマにパンツ取られた盗とう賊ぞくのクリスもあるかないか分かんねえぐらいだろ。あれって実は理由があるんじゃないかって思ってよ」

「面白そうな話じゃないの！　それで、それで！」

　想像以上に食いついてきた。

　アクシズ教とエリス教は仲が悪い事で有名だから予想はしていたが、ここまで反応がいいとは。

「俺は一度、女め神がみエリスに会ったから言えるんだが、あの胸は詰つめ物くせえんだよ。自然に育った胸ってのは服越ごしでも柔やわらかさが伝わってくる。こう、がしっと摑つかんでみてえっ！　って思えるような躍やく動どう感があるんだ」

「それはドン引きだけど、まあいいわ。続けて」

「あの胸は柔らかさも温かみも感じねえ。肖しよう像ぞう画がの女神エリスは豊かな胸に描かいてあるがあれは詐さ欺ぎだな。エリス教の信者はそれを心のどこかで感じているんだよ。小さくてもいい、胸を偽ぎ装そうしても許されるってな。だから自然と胸の小さいのが集まるってわけだ」

「なるほど、それは間ま違ちがいないわね！　じゃあ、アクシズ教に入ったら胸が大きくなるって宣伝したら信者奪うばえるかも！　今度アクシズ教の集会でその説を広めておくわ！」

　話の分かるアクアが手を伸のばしてきたので握あく手しゆをする。

　今日は有意義な話ができてよかったぜ。

「でもエリス教の熱心な信者でもあるダクネスは胸おっきいですよ？」

　話がまとまったのに余計なツッコミを爆裂娘が入れてきた。

「なんだって例外はあんだろ。まともな思考をしている紅魔族だっていりゃ、胸が寂さびしくて頭のおかしい紅魔族だっているんだしよ」

　人付き合いが苦手でボッチが染しみついている紅魔族が頭に浮うかぶ。

「ほう、誰だれの胸が寂しくて何がまともでないのか聞かせてもらおうじゃないですか！」

「ちょっと、めぐみん！　屋敷でエクスプロージョンはやめてっ！　秘蔵のお酒が消しよう滅めつしちゃう！」

　目が赤くなり詠えい唱しようを始めためぐみんを見て、これは逃にげた方がいいと賢けん明めいな判断をした俺は速そつ攻こうで屋敷から飛び出した。

　安全な場所まで逃げて振ふり返ると爆裂魔法が放たれた形けい跡せきはない。

　さすがにアレでも自重したか。もう少しコタツを堪たん能のうしたかったが、まあいい。次の機会にするか。

「さーて、カズマはいねえし暇だな」

　金もないので暇ひま潰つぶしに大通りを歩いていると、俺好みのスタイルをした女がいた。

　最近は個性の強すぎる連中とばかり触ふれ合っているから、たまには普ふ通つうの女と飯でも食いたい。

「久しぶりにナンパすっか。金はねえのに忙いそがしかったからな。真ま面じ目めそうな女だからナンパの手段はあれで行くか」

　俺は相手の進路方向を予想しながら正面から向かっていく。

　何か別の事に気を取られているようでこっちを見ていない。すっと体を横にずらしてぶつかり大おお袈げ裟さに転がる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「いってえええっ！　今ので足の骨が折れやがった！　おいおい、どうしてくれんだよ」

「えっ、でもそんなに強く当たってませんよね……」

　動どう揺ようしてはいるが意外と冷静だな。

　ここはもう少し強めにアピールしておくか。

「こりゃもう動けねえな。こうなったら慰い謝しや料りようとして飯を奢ってくれや」

「えっ、骨折なのにご飯でいいんですか？」

　かかったな。悪い事をしたという罪悪感に付け込んで大袈裟に訴うつたえておいて、大したことのないお詫わびを求めると意外とすんなり要求が通ったりする。

　このまま上手うまく話をもっていけば……。

「そこの不ふ埒らち者！　何をしているのですかっ！」

　急に聞こえてきたガキの声に振り向くと、庶しよ民みん的な服を着た少女が俺をビシッと指差している。

　それだけなら正義感の強いガキで済む話だが、そうじゃないらしい。

「こんな感じで間違ってないわよね、クレア」

「はい、イリス様。完かん璧ぺきです」

　拍はく手しゆをしてガキをおだてているのは、隣となりに寄り添そう白いスーツを着た髪かみの短い女。

「ですから二人とも、目立つ真似まねはやめてください！」

　更さらにもう一人いるのか。そいつは魔ま法ほう使つかい風の格好をした地味目で気苦労が多そうな女。

　三人とも金きん髪ぱつで蒼あおい目をしている。こいつら貴族なのか。

　それにこの偉えらそうなガキはどこかで見た覚えがある。それがどこなのかは思い出せないが。

「厄やつ介かいな連中に絡からまれた……」

「絡んでいるのはあなたではないですか！　天下の往来で非道な行い！　このチリメンドンヤの娘むすめである私の目の黒いうちは許しませんよ！　あっ、目は青いですけどこれは物のたとえですから。それでは、クレア、レインやってしまいなさい！」

「チリメンドンヤって、なんだ？」

「チリメンドンヤはチリメンドンヤです！」

　こいつ俺の言い分も聞かずに何言ってやがるんだ。

　白スーツもなに当たり前のように剣けんを抜ぬいてんだよ！

「ちょっと待て！　俺はただ食事に誘って……えっ、旦だん那な!?」

　よく見ると三人の後ろに見慣れた仮面をつけたタキシード姿の旦那がいた。

　なんでバニルの旦那がこの三人娘と一緒にいるんだ？

　よく分かんねえが、ここは利用して助けてもらうしかねえ。貴族に逆らうと面めん倒どうな事になるからな。

「これはただのナンパなんだ！　旦那、こいつらに説明してくれよ！」

「ハチベエはこの無法者とお知り合いなのですか？」

「いえ、赤の他人ですな」

　珍ちん妙みような呼び方をされたバニルの旦那があっさりと否定した。

　すると、それ見たことかとガキが再び俺に指を突き付ける。

「悪を成敗して、お兄様に認めてもらうのです！」

「ちょっ、ちょっと旦那、それはないだろ！　おい、くそっ、覚えてろよ！」

　旦那が向こう側についているのは分が悪いと判断して、その場から全力で逃げ去ろうとしたが旦那に気を取られていたのが悪かった。

　クレアとか呼ばれた女の一いち撃げきがいいところに入って転んだところをボコボコにされる。そして気が付けばいつもの場所に居た。つまり──牢ろう屋やだ。

「お前が牢屋に居ない方が違い和わ感かんを覚えるようになってきたぞ……」

「俺が居なくて寂しかったんじゃねえのか？」

　いつものように看守に軽口を叩たたくと鉄てつ格ごう子しを蹴けられた。

　そんなもんでびびる程ほどやわじゃないので無視して床ゆかに転がる。

「おーい、昼飯はまだか。数日まともなもんを食ってないから、旨うまくて量の多い飯で頼たのむぜ！　食後のデザートも忘れんなよ！」

　返事はなかったがこう言っておくと少しだけ料理の質と量が上がるのは把は握あく済みだ。

　もうする事もないのでとりあえず寝ねる事にした。どうせ明日あしたには釈しやく放ほうされるからな。
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「ほんっと、このバカがいつもすみません！」

「ははは、いつも大変だね」

　警察署の前で何度も頭を下げるリーンに警察官が苦笑いを浮かべている。

　毎度おなじみの光景だな。

「世話になったな、また来るぜ」

「二度と来るんじゃねえよ！　ここは行きつけの料理屋じゃねえぞ！」

「あ、ん、た、も、頭下げなさい！」

　リーンに後頭部を鷲わし摑づかみにされて強ごう引いんに頭を下げさせられる。

　ここで抵てい抗こうすると二度と身元保証人になってくれないので、一応は従っておいた。

　不満顔のリーンの隣に並んで歩く。ここは少しおだてて機き嫌げんを良くしておくか。

「おいおい、そんなしかめ面つらしてっと綺き麗れいな顔が台無しだぜ？」

「お世辞を言うにしても、もっとうまく言いなさいよ。まったく……はぁ。で、今度はなんで捕つかまったの？」

「それがよ、金髪の三人娘がナンパの邪じや魔まをして、いきなり殴なぐられて警察呼ばれたんだよ。俺は何も悪い事なんてしてねえのに」

　ありのままを話すと眉まゆ根ねを寄せてじっと俺の顔を見つめ……睨にらむリーン。

　これっぽっちも信用してないな。

「マジだって！　その場に旦那もいたから噓うそだと思うなら聞いてみろよ！」

「旦那ってバニルさんよね。あたしあの人ちょっと苦手なのよ。なんでも見み抜ぬかれそうな気がして」

　本能的に旦那の能力を感じ取ったのか、リーンが気味悪そうに眉をひそめている。

　確かに旦那は見抜く力があるから言っている事は間違いじゃない。

「なら、しゃーねーな。昨日の事とついでに前の安楽少女の追加報ほう酬しゆう貰もらいに行くんだが、一人で行ってくんぜ」

　基本的にお金の受け渡わたしはテイラーかリーンが担当しているが、今回はそういう事情なら俺が行くしかない。

　ちょっとぐらい中身を抜いてもバレねえだろう。あっ、これを元手に博打ばくちで数倍にして返してやったらリーン達も喜ぶか。

　どの賭と場ばに行くか考えていると、がしっと肩かたを摑つかまれた。

「それなら話は別よ。あんたとキースにお金を預けるのはメスのオークに男を一晩預けるのと一いつ緒しよよ。あたしも行くわ」

「信用してねえな。まあ、別に構わねえぜ」

　昨日の濡ぬれ衣ぎぬについても旦那に説明してもらいたいからな。

　俺の言う事は信用しなくても旦那からなら納なつ得とくするはずだ。







「旦那ー、金もらいに来たぜ」

「あんた、もうちょっと礼れい儀ぎとかあるでしょ!?」

　通いなれた魔ま道どう具ぐ店の扉とびらを開けると、店内にいたウィズがびくりと体を震ふるわせて怯おびえた目を向ける。

　そして、俺の顔を確かく認にんするとほっと安あん堵どの息を吐ついた。

「なんだ、ダストさんですか。びっくりしました。それに可愛かわいらしい方もご一緒なのですね」

「は、初めまして。リーンと言います」

　いつもと違ちがって大人しく挨あい拶さつするリーン。

　口調もそうだが少し頰ほおが赤いのが気になる。

「おい、暴ぼう虐ぎやく無人ないつもの態度はどうした」

「それはあんたでしょ！　もしかして知らないの？　ウィズさんは冒ぼう険けん者時代に凄すご腕うでのウィザードで氷の魔ま女じよと呼ばれていたのよ。モンスターを容よう赦しやなく無む慈じ悲ひに狩かりまくって、単独で魔ま王おう城にまで乗り込んだって伝説があるぐらいなのに！」

「冒険者だったのは知ってるけどよ」

　いつも旦那に叱しかられている情けないところしか見ないので、そんな事はすっかり忘れていた。

　そういやデストロイヤー戦で爆ばく裂れつ娘むすめと一緒に爆裂魔法をぶっ放していたな。

「昔の話ですよ。何かご用ですか？　借金取りかと思って身構えてしまいました」

「この店ってバニルの旦那のおかげで今は儲もうかってんじゃねえのか？」

「ええ、カズマさんが考えてくださった商品のおかげで儲かっていますよ」

「じゃあ借金取りに怯える必要はねえよな？」

　そもそも借金取りに怯える感覚が俺には分からないが。

　あんな連中は適当に期限を引き延ばして、力ちから尽ずくで脅きよう迫はくしてきたら返り討うちにすればいいだけの話だしな。

「昔の癖くせみたいなものですよ。以前は経営が悪化していて借金も多かったですからね。今はバニルさんが稼かせいでくれますので安心です」

　そう言って嬉うれしそうに笑うウィズに一いつ瞬しゆんだけドキッとした。

　美人でスタイルも良くて人当たりもいい。好条件が揃そろっているウィズが未いまだに独り身なのが不思議でならない。

　胸なんてリーンとは比べ物にもなんねえのによ。

「……何、バカみたいな顔してんのよ」

「ぐはっ！　脇わき腹ばらに肘ひじ入れんじゃねえよ！」

　突つき刺ささった肘を振ふり払はらう。こいつはツッコミに手加減もできないのか。

　暴力の代わりにケツの一つでも揉もんでやろうかと思っていると、

「我わが輩はいが苦心して稼いだ売り上げをどこにやった、廃はい品ひん回収店主よ！」

　店の奥に繫つながる扉が開き、不ふ機き嫌げんな旦那が姿を現した。

　いつものように怒ど鳴なられた店主は怯えた視線を彷徨さまよわせている。

「な、何の事ですかー？」
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　とぼけるのへったくそだな。また何かやりやがったに違いない。

　挙動不ふ審しんの態度を見ていれば誰だれだって分かる。

「稼いだ金をどこにやったと聞いておるのだ。今から十秒以内に答えなければ、今まで買い付けてきた廃品と共に土に埋うまる事となる。覚かく悟ごするがよい」

「落ち着いてください、バニルさん。私だっていつまでも同じ過あやまちは繰くり返しません」

　いつもならここで余計な出費を暴ばく露ろして旦だん那なに折せつ檻かんされる流れなのに、今日は凛りんとした態度で向かい合っている。

　予想外の展開に旦那も少し戸と惑まどっているようで、無言でじっと見つめ返している。

　こんなにも自信満々の姿は初めて見るぞ。今回は間ま違ちがいのない儲け話なのか？

「では申してみるがいい。納得のできる内容であれば謝罪しようではないか」

「分かりました。バニルさんを見ていて私は学びました。一人で買い物をするから失敗するのだと。頼たよりになる人と一緒に考えて買えば間違える事はない……と！」

　拳こぶしを握にぎりしめて熱く語っている。

　この考えは間違いじゃないよな。その証しよう拠こに旦那も感心したのか、うんうんと頷うなずいている。

「ようやく、気づいたか。それで誰と一緒に選んだのだ？」

「はい！　最近よくいらっしゃるアクア様──」

「灰となるがいい！」

　旦那の目から謎なぞの怪かい光こう線せんが飛び、ウィズが煙けむりを上げて痙けい攣れんしている。

　これは怒おこるのも無理はない。あの破は天てん荒こうで宴えん会かい命のプリーストがまともな物を選ぶはずがない。

　カズマも無む駄だ遣づかいが酷ひどいとこぼしていたからな。

「以前もあの自じ称しよう女め神がみにそそのかされて詐さ欺ぎまがいの土地を購こう入にゆうした一件を忘れたのか！　金輪際、アレと口をきくでないわ！」

　怒鳴り散らしているが、ウィズは気を失っているので返事ができるわけもない。

　旦那は怒いかりが収まらないようで箒ほうきでウィズを隅すみの方に掃はいていく。

「ね、ねえ、ウィズさん大だい丈じよう夫ぶなの？」

「いつもの事だ、気にすんな」

「いつ、もの……事？」

　まだこの光景に慣れていないリーンは俺の背後に隠かくれて怯えている。

　旦那の事がますます苦手になりそうだな。

「やっとゴミが片付いたか。さて、報ほう酬しゆうの件であったな、受け取るがいい」

　金の詰つまった袋ふくろを投げ渡してきたので落とさないように摑む。

　中身を確認しなくても信しん頼らいしているから大丈夫だ。……いや、旦那なら何かしらのいたずらを仕し掛かけている可能性も高いか。後で調べておこう。

「これでツケも払えるぜ。ところで旦那、あのダイエット食品はどうなったんだ？」

「一応は完成しておるが副作用があってな……ちょうどいい。そこの下腹部の膨ふくらみが気になってきた娘むすめよ。試供品をくれてやろうではないか」

「気になってなんかないわよ！」

　両こぶしを振り下ろして文句を言うリーン。

「お前がサラダばっか食ってるのはそういう事か!?　瘦やせたいならベッドの上で夜の運動に付き合ってやるぞ？」

「『ライトニング』！　吹ふっ飛ばすよ！」

　俺の顔の横を雷らい撃げきが通り過ぎて、開いていた扉から飛び出していく。

「うっ、撃うってから言うな！」

　あっぶねえ。今の当たっていたら顔が吹き飛んでいた。

　リーンは今も杖つえの先せん端たんを俺に突き付けたままで睨んでいる。これ以上からかうと本気でヤバそうだ。話を切り替かえないと命に係かかわるぞ。

「そ、そうだ。そのダイエット食品ってのは効果はあんのか？　いや、旦那を疑っているわけじゃねえんだけどよ」

「疑うのも無理はない。それならば試ためしに食べてみてはどうだ。今回は特別に無料で構わん」

「無料って言葉には惹ひかれるけどよ、さっき副作用がどうとか言ってなかったか？」

　バニルの旦那は腕うでを組んで天てん井じようを見上げている。

　言い淀よどむのはやめてくれよ、心配になるじゃねえか。

「覚えておらぬな。なーに、ちょっと気持ちよくなってもっともっと食べたくなるだけだ。心配はいらぬぞ、食っても太らぬからな」

「マジで大丈夫なのか、それって……」

「でも太らないのは魅み力りよくよね……」

　ちょっと心が動いているリーンを信じられない思いで見る。

　怪あやしいって分かっているのに、それでも興味があるのか。

「まあ俺はいいかな。商売がうまくいったら俺も手伝わせてくれよ。それじゃ、旦那またな」

　必要なものは手に入れたので帰ろうと思ったのだが「待つがいい」と旦那に引き留められた。

　前もこんな感じで頼たのみ事されたよな。

　嫌いやな予感しかしねえ。金が手に入ったから、この後は仲間とぱーっと騒さわぐ予定なんだが。

「身構えるでない。なーに、簡単な仕事だ。この袋を何も言わずに運んでくれればよい。そこで待っている、頰に刀傷のある黒服の男に手て渡わたすだけの簡単なお仕事である」

「なんだ、そんな事かよ」

「いや、怪しいって！　胡う散さん臭くさいって言葉しか思いつかないわよ!?　袋の中身とか気にならないの!?　犯罪絡がらみかもしれないでしょ！」

　リーンが切せつ羽ぱ詰つまった顔で俺を摑つかんで激しく揺ゆらしてくる。

　普ふ通つうに考えたら楽な仕事じゃねえか。

「安心確実にもうかる仕事であるぞ。気軽に仲間も誘さそうといい」

「それって詐欺とかの常じよう套とう文句でしょ!?」

「物が多いのでな。一人で運ぶには苦労すると思うが？」

　怪しい意味ではなく、荷運びの人員が必要という事らしい。

　詳くわしく話を聞くとウィズが以前大量に高品質のマナタイトを買い取ったのだが、そんな高価な物が駆かけ出し冒険者の街アクセルで売れるわけもなく、倉庫を圧あつ迫ぱくしていて邪じや魔まらしい。

　全部売るにしては多すぎるのでせめて少しだけでも、と他ほかにもウィズが買ったどうしようもないガラクタとまとめて売り捌さばく事にしたそうだ。

「本当は我輩が行きたいのだが、この愚おろか者を見張っておかねば何をしでかすか分からないのでな。王都までの代金は全すべてこちらが持とうではないか」

　と言って忌いま忌まし気に店の隅に転がっているウィズを睨にらんでいた。

「ちょっと怪しいけど、それなら別にいいんじゃないの？　テレポートの代金も出してもらえるみたいだし」

「あー、王都か。俺はいいや。お前らで行ってくれ」

　王都と聞いていく気が失うせた。

　貴族が多い場所にはできるだけ近づきたくない。貴族嫌ぎらいなのもあるが万が一の可能性を考こう慮りよしておくべきだ。

「そういう事か。心配せずともよい、危き惧ぐしておる人物との再会はないと宣言しよう」

「何の事やら、これっぽっちも分かんねえな」

　だからバニルの旦那は怖こわいんだ。あの全てを見通す目が何もかも見み透すかしてくる。

　とぼけて旦那の視線から逃のがれるように目を逸そらすと、今度はじっとこっちを見上げているリーンと目が合った。

「なんだ俺に惚ほれたのか？」

「バニルさん、この仕事受けるわ。あんたも一いつ緒しよに来なさいよ」

「受けるのは勝手だが俺はいいって」

「来ないなら、今回の報酬を全部ツケと借金返済に使うわよ」

「一エリスも残らねえじゃねえか！」

　俺がどれだけ文句を言おうとリーンが譲ゆずろうとしないので、渋しぶ々しぶながら俺も王都へ同行するはめになった。
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　あれからすぐにではなく数日後に商談の話が片付いたらしく、俺達は王都に向かう事になった。

　その間にあの金きん髪ぱつのイリスと呼ばれていたガキを街中で何度か見かけたが、なぜか爆ばく裂れつ娘むすめとゆんゆんと仲が良くなっていた。どういう関係なのかさっぱり分からん。

「うわー、ここが王都なのね！　初めてだけど、やっぱり活気があるわね」

　テレポートの光が消えると真っ先にリーンが飛び出していった。

　辺りをキョロキョロと見回して、感かん嘆たんの声を漏もらしている。

「俺も初めてなのだが、やはりアクセルとは違ちがうな」

「バッチリ化け粧しようしたオシャレな女がごろごろいやがるぞ。たまんねえな」

　テイラーもキースも王都は初めてらしく観光客気分で落ち着きがない。

「お前ら、まずは仕事が先だ。荷物を目的の場所まで運ぶぞ」

　俺が後ろを指差し、仲間達に忠告する。

　人が引っ張るタイプの荷車には木箱が山積みになっていて、これを今日中に相手に引き渡わたさなければならない。

　木箱の中身の大半はガラクタ同然の魔ま道どう具ぐらしいので売り値もしれているそうだ。

「おい、ダスト。どうした、何か悪い物でも食ったのか？」

「なんだ、真ま面じ目めぶりやがって。気分でも悪いのか？」

「やっぱり、あんた変よね？」

　仲間が心配してきた。

「俺が真面目な事を言うのがそんなに変か？」

「「「変」」」

　くそう、声を揃そろえやがって。

　俺だってたまには積極的に働く事もあるだろ。……あれっ、あったか？　一回か二回はあった気がする。あった筈はずだ。あったに決まっている。

「とっとと行くぞ。観光したいなら後にしろよ」

「ダストに正論言われると、もやっとするな」

「分かる分かる。なんかイラつくぜ」

「素す直なおに従いたくなくなるわよね」

　こいつら好き勝手言いやがって。

　ここは我が慢まんだ。手早く仕事を終わらせて王都からはおさらばしないとな。

「こっちにいなかったのか!?」

「すみません、こちらにはいませんでした！」

　大人数が走る足音がしたので振ふり向くと騎き士しの一団がいた。その先頭には白いスーツを着た男装の女、クレアがいる。もう一人の幸薄うすそうなのはレインだったか。

　俺のナンパを邪魔した連中だ。

　すっと荷物の後ろに隠れて、あいつらが通り過ぎるのを待つ。

　騎士達を連れて慌あわてて駆けていく一行の後ろ姿を見送り、ほっと息を吐ついた。

「騎士があんなにいっぱいいるなんて、重大な事件でもあったのかな」

「焦あせってはいたが、そんな物ぶつ騒そうな感じはしなかったぞ」

　リーンとテイラーが不思議がっているが、正直どうでもいい。

「誰だれかを捜さがしているみたいだったけどな。その先で分かれて散ったみたいだぜ」

　目を細めてキースが騎士達の向かった先を見ている。たぶん『千里眼』で様子を観察しているのだろう。

「どうでもいいだろ。仕事を先に終わらすぞ。……黙だまんなよ、俺はまともだ！　かわいそうな人を見るような目でこっちを見んな！」

　涙なみだも出ていない癖くせに目元を拭ぬぐいながら、そっと額に手を当てて熱を測ってくるリーン。

「病気じゃねえよっ！」

「これでも飲んでおけ」

　テイラーが肩かたを叩たたいてすっと差し出したのは二日酔よいの薬。

「酔ってもねえよ！」

　キースも続いて紙を俺に渡そうとしてきたから手で払はらおうとしたが、サキュバスの店の割引券だったので、それはありがたく受け取っておく。
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　体調が悪いのかと心配した仲間が仕事を優先してさっさと終わらせたので、受け渡しはあっさり終しゆう了りよう。

　あいつらは観光に向かったが俺は宿屋に先に帰るといって別行動になった。

「街をぶらつくのもありだが、あいつらに再会すると面めん倒どう過ぎるしな」

　人捜しをしていたらしいクレアとレインに会ったら厄やつ介かいな事になるに決まっている。やっぱ宿屋で寝ねていた方が安全か。

　酒とつまみでも買って部屋に引きこもろうと通りの屋台を覗のぞいていると、後ろにグイッと引っ張られた。

　振り返るとリーンが人の服の袖そでを摑んでいる。

「観光じゃなかったのか？」

「あんたこそ何してんのよ。体調悪いってのもやっぱり噓うそだったの？」

「心地ここち好よい睡すい眠みんを得るための酒盛り一式を買いに来ているだけだぜ」

「あんたね……はあ。まあいいわ、今日だけは買い物に付き合ってあげる」

　何の気まぐれかリーンがそんな事を言い出した。

　文句を言いながらも一応心配してくれているのか。

「おう、ありがとうよ。んじゃ、うまそうな食い物をとっとと……」

　近くの屋台で買い物をしようとすると先客がいた。

「これは一体なんの肉ですか？　串くしに見た事もない肉が刺ささっているようですが」

　金髪のガキが串焼きを物もの珍めずらしそうに眺ながめている。

　その後ろ姿と声に覚えがあるぞ。おいおい、何でこんな場所で遭そう遇ぐうするんだ。

「お嬢じようちゃん。これはとっても高級な肉を焼いた高価な逸いつ品ぴんでね」

「まあ、そうですの。よろしければ、一本頂けますか」

「まいどー。いやー、お嬢ちゃんついてたね。この肉で最後だったんだよ、一本十万エリスな」

「あら、お安いですわね」

　このオッサン、世間知らずの貴族の娘むすめを騙だますつもりか。

　桁けた外はずれの値段を吹ふっかけられて、こいつも疑いもせずに払おうとしている。

「あれって、ジャイアントトードの肉だよね」

　リーンが耳元で囁ささやく。

　観光客や物を知らない連中を騙して儲もうけるのは定番の手口だ。俺もたまにやったりするから文句を言う筋合いもない。

　放ほうっておけばいいんだが、自分以外のヤツが楽に稼かせごうとするのは純じゆん粋すいにイラつく！

「待てや、オッサン。ぼったくってんじゃねえぞ。おい、お前も簡単に引っかかんな」

　金を受け取ろうとしたオッサンの腕うでを摑つかみひと睨みすると、慌てて手を引いて愛あい想そ笑いを浮うかべている。

「あら、また騙されかけたのですか。どこのどなたかは知りませんが、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げたガキが顔を上げると、俺に気づいたようで指を差してきた。

「あの時の犯罪者の方では？」

「犯罪者……」

　ガキの一言で隣となりのリーンから刺すような視線を感じる。

「あれは誤解だって言ったろうが！」

「犯罪行こう為いもそうですが、団員を募ぼ集しゆうしていた皆みなさんの期待を裏切ったのも許せません」

「それもお前らが勝手に誤解したんだろうが！」

　頰ほおを膨ふくらませて怒おこっているが俺は何も悪くない。

　こいつは爆裂娘とゆんゆんと遊び仲間で、そのグループの人員を増やしたかったらしくその時にこいつらとひと悶もん着ちやくあった。

「なんでこんな人と間ま違ちがえたのか……迂う闊かつでした。あの御お方かたに失礼でしたわ」

「先に俺に謝罪しろや」

　なぜ？　と言わんばかりに首を傾かしげている。

「ねえ、この子は誰？」

「前にお前に警察署に迎むかえに来てもらった一件だよ。あの時に勘かん違ちがいして白スーツをけしかけてきたイリスって言うガキだ」

「そうなんだ。こいつが迷めい惑わくかけたみたいで、ごめんね」

「いえ、その説はこちらこそ失礼しました」

　二人が同時に頭を下げて謝罪をしている。

　俺と話す時とは真逆の穏おだやかな口調だ。

「ちょっと気になったんだけど。さっき言っていたこいつと間違えたあの御方って誰なの？」

「貴族の間では有名なとある元貴族ですよ。隣りん国ごくの希少な職業であるドラゴンナイトに最年少で選ばれた優ゆう秀しゆうな騎士であり、槍やりを持たせたら王国一の腕うで前まえ。おまけにイケメンで誠実、騎士の鑑かがみのような人だったそうです」

　うっとりとした表情で語るイリスを眺めながら鼻をほじる。

　リーンは顔をイリスに向けたままだが、視線は俺を捉とらえて離はなれない。

「前にその噂うわさ話ばなしを聞いた事があるわ」

　ドラゴンと遭遇した一件の後で、ゆんゆんが熱心に語っていたからな。

「ご存じでしたか！　その騎士は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日々を過ごしていたというのに、地位も名めい誉よも投げ捨て、婚こん約やくの決まった姫ひめの願いを叶かなえるためにドラゴンの背に姫を乗せて国を出しゆつ奔ぽんしたそうです……」

　べらべらとよくしゃべるガキだ。

「姫を誘ゆう拐かいか。後で身みの代しろ金きんでも要求したのか？」

「してません！　その方は結ばれるはずのない恋こいと分かっていながら姫の望みを叶え、少しの間だけでも恋人として共に過ごそうと思ったのです！　きっとそうに違いありません！」

　そこまで感情移入する意味が分からんが、願望がふんだんに盛り込まれている話なのは確かだ。

　あと、さっきから睨にらむように俺を凝ぎよう視ししているリーンの視線が気になって仕方がない。

「それが本当なら物語の主役のような騎士ね」

「ですよね！　自分の立場が危あやうくなるのを覚かく悟ごの上で愛の逃とう避ひ行こうですよ！　このシチュエーションに憧あこがれない女子はいません！　私もいつか……」

　虚こ空くうを見つめながら目を輝かがやかせているイリスの顔は恋する乙女おとめそのものだ。

　俺はその話を聞くだけで背中がむず痒がゆくなるけどな。

「ふーん、それでそのイケメンのドラゴンナイトはどうなったの？」

「連れ戻もどされた後に命までは奪うばわれませんでしたが貴族の位をはく奪だつされて、今は冒ぼう険けん者としてアクセルの街で暮らしているという噂でしたが……」

「だから、イケメンで誠実な俺をそいつと間違えたのか」

「いえ、金きん髪ぱつの男という点のみで選んだそうです」

　きっぱりと断言するな。

「うーん、でも私はまだ少し疑っています。あなたの名前は確か……ゴミさんでしたか？」

「ダストだよ！　なんでお前らは人の名前を間違えるんだよ！」

「失礼しました。ダストさんは剣けんを使用されているようですが、本来の武器は違いますよね？　幼い頃ころから武芸を嗜たしなんできたのである程度は知識があるのですが、足運びがどう見ても槍をメインに戦っていた人のものとしか思えないのです」

　俺の全身をまさぐるような視線を向けてくる。

　女をじろじろ見るのは好きだが、見られるのは好きじゃないんだよ。

　あとリーンの前で余計な事を言うな。疑いの眼まな差ざしがきつくなってきたぞ。

「槍か……。あれだ、股こ間かんの槍を頻ひん繁ぱんに使っているからだろ？」

「股間に槍？　そんな場所に武器を隠かくされているのですか？」

「バカッ！　子供に何言ってんの!?」

　小首を傾げて考え込んでいるイリスとその隣で怒るリーン。

　こいつ……下ネタを理解していないだと。ガキとはいえ、どれだけピュアな世界で生きてきたんだ。

　ダクネスなら一いつ瞬しゆんで理解して少し興奮しながら怒ど鳴なる場面だぞ。

　このガキの方がまともな貴族として正しい姿なのだろうが、周りの貴族が変なのばっかだからな。

「そのドラゴンナイトの元騎き士しについて、もっと詳くわしく教えてもらってもいい？」

「はい、いいですよ！　お姉さん！　……あれっ、どこかでお会いした事がありましたか？」

「えっ、初対面の筈はずだけど？」

　二人が見つめ合っている。

　リーンの顔に引っかかったという事は……ややこしくなる前に引き剝はがした方がいいな、こいつらは。

「てか、もういいだろ。俺は宿屋に行きてえんだよ」

「ちょっと待って。あたしはこの子と話をしているの。それとも、そのドラゴンナイトについて聞いたら何か都合の悪い事でもあんの？」

「別に……」

　リーンが妙みように食いついてきたな。イリスもそいつについて語り足りないのか喜んで話を続けている。

「では初めから詳しくお話ししますね。王ぞ……貴族の間では結構有名な話でして、隣国の下級貴族の少年が、ドラゴンナイトという超ちようレア職業に最年少で就ついたのです。その少年はドラゴンナイトとして素す晴ばらしい才を見せ、生まれながらにドラゴンに好かれ……」

　さっき言っていた事の繰くり返しをぼーっと聞きながら二人の様子を観察している。

　イリスはこの話題を何度か口にしているのか、すらすらと淀よどみもなく饒じよう舌ぜつに語っている。それをリーンは真しん剣けんに聞いているな。

　脚きやく色しよくされた物語に聞き入っているみたいだが、こんな話の何が面おも白しろいのやら。

「ファンクラブもあったぐらいの人気者。そして堅かた物ぶつで真ま面じ目めな騎士……ね。そんな騎士に恋こい心ごころを抱いだいていた姫と逃避行か」

「素す敵てきなお話だと思いませんか！」

　胡う散さん臭くさそうな顔を隠そうともしないリーンと対照的に目を輝かせて興奮しているイリス。

　夢見がちなお子様には素敵な話に思えるのだろうな。

「はっ、いけ好かねえ男だな。だいたい俺は貴族に対していい思い出がねえんだよ。敵を見たら特とつ攻こうして殴なぐられると興奮するだけの女騎士やら、その女騎士に手を出そうとしていた悪あく趣しゆ味みの領主もいたな。他ほかにも俺に対して性的に迫せまってきたヤツもいたぞ」

　最悪だったのが最後のヤツだ。リーンの事が好きなのかと誤解していたら、実は俺の事が好きだったという貴族の……男。

　あの時は本当にヤバかった。俺の大事な後ろの処女が奪われそうになったがなんとか逃にげられた。……今思い出しただけで寒気がする。

　俺の心底嫌いやそうな顔を見て同情したリーンが肩かたに優やさしく手を置く。

　あの時、カズマと一いつ緒しよに助けもしないで立ち去ったのを覚えてんぞ。

「そんな貴族がいるわけないです。侮ぶ辱じよくするのはやめてください！」

「全部、本当なんだけどね……」

　リーンがイリスに聞こえないように呟つぶやく。

「世間知らずだな、お前さん。世の中ってのは安全な屋や敷しきの中の世界とは違うんだぜ？　もっと混こん沌とんとして自分の常識が通用しない世界が広がってんだぞ」

　外の世界は思っていた以上に広く、そして面白い。

　汚きたないものに蓋ふたをするように大切に育てられてきたお嬢じよう様さまには分からねえ世界だろうが。

「う、うー。それはお兄様にも言われました。でも、私はその世間知らずを克こく服ふくするために抜ぬけ出して街を散策しているのです！　あっ」

　慌あわてて自分の口を手で塞ふさいでいるが遅おそすぎる。

　やっぱりこいつは屋敷から抜け出してきた貴族か。

「白スーツの女……クレアだっけか。あいつらが捜さがしているのはやっぱお前か」

「それって、街中で騒さわいでいた騎士達の事よね？」

「会ったのですか！　まさか私を連れ戻しに」

　怯おびえた表情で後ずさるイリス。

　これで疑ぎ惑わくが確信になった。やっぱ捜し人はこいつか。

「大通りで見かけただけだ。いや、待てよ。あんな大おお掛がかりな捜そう索さくをしているって事は、こいつを捕つかまえて引き渡わたせば謝礼もらえるんじゃねえか？」

　騎士を何人も従えるような貴族なら金は腐くさるほどあるだろう。

　あのクレアとか言う女の必死さからして、謝礼は期待できそうだ。

「気が変わった。お前さんを保護して突つき出す。悪いが酒代になってもらうぜ」

「お金はともかく、家の人が心配しているんじゃないかな。戻った方がいいと思うよ」

　俺とリーンが説得するが頑かたくなに首を縦に振ふらない。

「それは勘かん弁べんしてもらえませんか。抜け出したばかりでまだ街を散策してないのです。もし見み逃のがしてくれるのでしたら、換かん金きん用に宝物庫から持ち出してきた、この指輪を差し上げますので！」

「お嬢様、何なりとご命令ください」

　イリスの手を取り恭うやうやしく跪ひざまずいた。

　あんな巨きよ大だいな宝石が輝く指輪を見たら誰だれだって従うに決まっている。

　おい、リーン。そんな蔑さげすんだ目でこっちみんな。
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「あの二人は恋人なのでしょうか。少し羨うらやましいです」

　イリスの見ている方向を確かく認にんすると、恰かつ幅ぷくのいい男に化け粧しようの濃こい女が腕うでを組んで何やら話している。

　男は緩ゆるみ切った顔で女に連れられるまま、店の中へと入って行く。

「あれはいかがわしい酒場に男が引き込まれただけだぜ、お嬢様」

「いかがわしい酒場？」

「まず店の前で金を持っていてスケベそうな男を物色する。そして手て頃ごろなカモを見つけたら体を密着させて冷静な判断力を失わせて店に誘さそい込む。そして有り金を全部奪う」

「これが何度も同じ目に遭あっているから間ま違ちがいないわ」

　余計なツッコミ入れんな。

　毎回騙だまされないように気をつけているんだが、酒が入ると判断力がスカスカになるからな。

「そういう営業方法なのですね。お兄様にも注意するように忠告しないと」

　イリスの言うお兄様がどんなヤツかは知らないが、注意されたところで引っかかるヤツは引っかかる。男のスケベ心を甘く見過ぎだ。

「入場料一万エリスの絵画展のチケットを特別に、特別に、今回は無料配布しています！　中で個展をやっていますので、見るだけ見て行ってください」

「絵画展のチケットが無料ですか。これはお得ですね、ちょっと見ていきましょうか」

　路上で客寄せをしている女にふらふらと近づこうとするイリスの肩を摑つかんで止める。

「あれは罠わなだ」

「罠？」

「あんな小さな個展の入場料が一万もするわけがねえだろ。人ってのはお得や無料って言葉に弱いんだよ。釣つられて中に入ったらそこに飾かざられている高額の絵を強ごう引いんに買わされる、ってオチだ」

「それは巧こう妙みような手口ですね。これは犯罪行こう為いではないのですか？　もしそうなら、お父様に相談しなければなりませんが」

「無む駄だ無駄。客が自分の意思で入店して、店の商品を売り込まれただけだぜ？　世の中ってのは騙された方が悪いんだよ」

「う、うーん、ですが……」

　本当に甘ちゃんだ。

　純じゆん粋すいなのは悪い事じゃねえが、いつか悪い男に騙されそうだな。

「ちょっとここで待ってろ」

　言っても分からない輩やからには実際に見せる方が早い。

　あの呼び込みの女、慣れてやがるな。

　道行く人に片っ端ぱしから声をかけているようで、実は押しに弱そうなカモを探している。

　そんな女に自ら近づいていく。

「おう、姉ちゃん。その入場券がタダって本当か？」

「はい、もちろんです！　今なら……一万エリスを無料で」

　媚こびるような笑え顔がおが俺を見た途と端たんに消えていく。瞬しゆん時じに俺は獲え物ものとして適さないと判断したのだろう。

「それって期限ないんだよな、じゃあ一枚くれや」

「あのー絵画に興味があるようには見えないのですが」

「あーん、人を見た目で判断するのはどうかと思うぞ。まあ、興味はまったくねえけどな！　だけどよ、元は一万エリスもする券なら換金すれば五千エリスぐらいにはなんだろ？」

　道行く人に聞こえるようにわざと大声を出す。

「えっ、いや、ちょっと。転売目的は禁止でして……」

　しどろもどろになって俺から離はなれようとするがそうはいかねえ。こういうグレーゾーンの商売をしている連中は強気な相手に弱いからな。出すもの出してもらうぜ。

　それから穏おん便びんに交こう渉しようすると、涙なみだ目めの女から茶ちや菓が子しと金の入った封ふう筒とうを渡され追い出された。

「とまあ、ざっとこんな感じよ。菓子食うか？」

　戦利品を手に意い気き揚よう々ようと戻もどると、二人はすっと俺から離れる。

「どうしてあの人は泣いているんですか……」

「あんたって本当に悪党よね」

「俺は入場券くれって言っただけなのに、相手が勝手にくれたんだぜ。この程度の交渉なんてアクセルの街じゃ日常茶さ飯はん事じだろ。王都はちょろいぜ」

　もしアクセルで同じ事をしたら店員に力ちから尽ずくで追い出される。

　そもそも、こんな商売はあの街では通用しない。タダと聞いて住民が押し寄せて、飾られている絵にケチをつけるか安く買い叩たたいて店側が大損をする。

　アクセルの街の住民は逞たくましいからな。

「しかし、こういった事情にも精通しているのですね。私の知らない事をいっぱい知っているところは、ほんの少しだけお兄様に似ています」

　お兄様とやらはこいつと違ちがって世間を知っているのか。

　俺と似ているお兄様ね。きっといい男だろうな、そうに決まっている。

「ダストと似てると言われるなんて、お兄さんがかわいそうね」

　うっせえよ。

「ところで街ん中をうろつくだけで楽しいのか？」

「はい、とっても。こうやって普ふ通つうの女の子として街を散策するのって楽しいですよね」

　屈くつ託たくなく笑うイリスの顔に俺もリーンも思わず見とれる。

「お、おう。そりゃよかったな」

「なーに、柄がらにもなく照れてんのよ」

　胸に当てた拳こぶしをぐりぐりしてくるリーンの腕を払はらう。

「自由って素敵です。誰の目も気にせず、自由気ままに生きる。お兄様も毎日こんな感じで過ごしているのでしょうか」

　そんな事を呟くイリスとあの方の姿が重なる。

　あの方はワガママし放題で困らされてばかりだったが、イリスと同じように自由を求めていた。

　──もしかして、イリスも。

　リーンと楽しそうに露ろ店てんを見て回っているイリスを眺ながめていると、過去の出来事が頭をよぎる。

　……ダメだ。この二人の組み合わせは俺にとってよくない。

「お嬢様よ、そろそろ帰ったらどうだ。指輪の礼に家まで送ってやんぜ」

　陽ひが半分落ちて辺りも暗くなり始めているので、お開きにするにはちょうどいいだろう。

「まだ帰りたくありませんっ。最近は私が逃げ出さないようにと警備が厳重になってしまったので、こんなチャンスは滅めつ多たにないのです」

「お前、常習犯かよ」

「いつもは脱だつ走そうを手伝ってくれるお頭かしら様がいるのですが、最近は忙いそがしいようなので自力で頑がん張ばってみました。お兄様が色々と知ち恵えを授さずけてくださったので上手うまくいきましたわ。クレアは『あの男の悪い影えい響きようが出ています！　もう近づいてはいけませんよ！』と嘆なげく事が増えましたが」

　イリスの兄なのに酷ひどい言われようだな。

　お兄様とやらは貴族にありがちな腹はら違ちがいの兄妹きようだいという関係なのか？　兄の方は母親の身分が低い妾めかけの子。……まあ、どうでもいい事だ。

　俺としてはこれ以上の子こ守もりは勘弁して欲しいんだが。こいつはあの方とは見た目も性格もまるで違うのに姿がちらついてしょうがない。

　それにずっと気になっていたイリスの顔。

　──今になって誰なのか分かってしまった。イリスってのも偽ぎ名めいか。

「ところでゴ、ダストさん」

「ゴミって言いかけただろ」

「何の事でしょうか。ダストさんはくすんでいますが金きん髪ぱつですよね」

　こいつ連れ戻されたくないから話題をまたそっちに持っていこうとしてやがるな。

「それがどうしたんだ。貴族じゃなくても金髪のヤツはいるだろ」

「確かにそうですね。あのドラゴンナイトは貴族の証あかしである金髪に蒼あおい目をしていると聞いていますが……」

　そう言ってイリスは何を思ったのか俺の顔を挟はさみ込むように摑むと、すっと顔を引き寄せて覗のぞき込んでくる。

「ちょっ、何をしてるの！」

「失礼しました。やはり目は赤いですよね、私の勘かん違ちがいだったようです。すみません、ダストさん」

「分かりゃいいんだよ」

　手を放したイリスは深々と頭を下げる。

　話がまとまったのはいいが、辺りがかなり暗くなってきた。

「マジで帰らないと、そろそろ大問題にならな──」

「いましたああああっ！　そこの見るからに犯罪者面づらの男を捕つかまえなさい！　抵てい抗こうするようでしたら斬きり殺しても構いません！」

　前方から大声を張り上げて走ってくる団体の先頭に、剣けんを振ふりかざしている白スーツがいる。

　怒いかりの形相でこっちの話を聞く気は毛頭もなさそうだ。

「ってくそ！　あばよ、お嬢じよう様さま！　ちゃんと誤解だって話しておいてくれよ！」

「あっ、ダストさんと……恋こい人びとの方も今日はありがとうございました！」

「恋人じゃないわよ！」

　ここで捕まると命がヤバいと素す早ばやく判断して、手を振ってお礼を言うイリスに背を向けてリーンと一いつ緒しよに全力で逃にげる。

　日々の生活で鍛きたえ上げたこの逃げ足に追いつけると思うなよ！







　王都から帰って数日が過ぎた。
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　イリスからもらった指輪を売ろうとしたが王家の紋もん章しようが刻まれているらしく、買い取りを拒きよ絶ぜつする店ばかりで話にならず手元に残ったままだ。

　やっぱりあのガキ、この国の第一王女アイリスだったか。

「結局、宝の持ち腐ぐされかよ」

　人に自じ慢まんするのも危険な代しろ物ものなのでどうしようもない。

　今度会う機会があれば現金と交こう換かんしてもらえないか交渉してみるか。だけど王都に二度と行く気はないから会う事もないだろうが。

「ふあああっ、暇ひまだねぇ」

　大あくびをしてベッドの上で伸のびる。

　旦だん那なから貰もらった金もそろそろ底をつきそうだから、依い頼らいでも受けるか。

　仲間もギルドにいるだろうと久しぶりにギルドに顔を出すと、場ば違ちがいな格好で目を血走らせて周囲ににらみを利きかせている短たん髪ぱつ白スーツがいた。

　すっと半回転してギルドを背にして出て行こうとする。

「ダストさんは、あの方ですよ」

　ルナが俺の名を誰だれかに告げたのが聞こえると、慌あわただしく駆かけてくる足音が二人分迫せまってきた。

　……ああ、逃げてえな。
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「聞いているのか、ゴミクズよ！」

　白スーツの短髪女が酔よった勢いで俺に絡からんでくる。

「呼んでるわよ、ゴミクズさん」

「てめえ、張り倒たおす振りして貧相な胸揉もむぞ！」

　クレアに便乗してリーンまで妙みような呼び方をしてきたので忠告しておく。

　てか、なんでリーンも一緒に飲んでんだよ。

「クレア様、声を抑おさえてください！　悪目立ちしてます！」

　隣となりであたふたしているのは魔ま法ほう使つかい風の地味女だ。

　ギルドで俺を捜さがしていた二人から詳くわしい話を聞くために酒を頼たのんだのだが、クレアが愚ぐ痴ちをこぼしながら酒を飲み始めてこのざまだ。

　リーンはいつの間にか俺の横に座っていて、一緒になって話を聞いている。

「昔は純じゆん粋すい無む垢くでまるで天使か妖よう精せいかと見み紛まがうほどの、それは可か憐れんで愛いとおしい……今も美しく健けな気げでとてもかわいらしいがな！」

　こいつさっきからイリスの事ばかり熱く語るから、話が前に進まない。

「最近はあの男に毒されて悪い影響が出てきてしまった。おてんばでワガママになり、変な知恵もついて我々の裏をかいて脱走する事も度たび々たび……。そういう無む邪じや気きなところも可愛かわいらしいが。そんな事よりも、あの男をお兄様と呼ぶのが納なつ得とくいかん！」

「日に日に脱走の手口が巧こう妙みようになってきていますよね」

　二人揃そろって大きなため息を吐つく。

　口ぶりからしてお兄様というのは血の繫つながりもない、イリスが慕したっている相手の呼こ称しようなのだろう。

　王女にお兄様と呼ばれる関係か。そりゃクレアも頭を痛めるわけだ。

「出会った頃ころは私もイリス様に冷たく当たったりもしたが、それは仕方がないではないか！　本当はジャティス様の教育係をしたかったのに……」

「ああっ、ジャティス様に似ていると評判の！　イリス様のお兄様ですよね！」

　とんでもない事を口にしたクレアの発言を誤ご魔ま化かすように、地味な女が大声でフォローを入れている。

「ジャティスってベルゼルグ王国の第一王子よね。確か今も前線で活かつ躍やくしているイケメンって噂うわさらしいけど」

「けっ、イケメンで王子で最強ってか。あー、やだやだ」

「僻ひがまない、僻まない」

　しかめ面つらの俺の頰ほおをリーンがツンツン突つついてくる。

　こいつもイケメンに弱いのかね。そもそもリーンは恋れん愛あいに興味があるのかも謎なぞだが。

　そういや前に貴族から迫られていると勘違いした一件以外、浮ういた話の一つも聞かねえな。

「でも私はあの純粋無垢な愛らしさにやられてしまったのだ！　もう、あの方無しでは生きていけぬ！」

　熱弁を振るうのは勝手だがクレアの危ない発言の数々に、周囲で聞き耳を立てていた連中がかわいそうな子を見るような目でこっちを見ている。

「それで、俺に何の用なんだよ」

「実はアイ……ごほんっ。イリス様に最近の行いを少しだけ、ほんの少しだけ強めに咎とがめたのだ。あの男に二度と近づいてはいけません、と。そしたらへそを曲げられてしまって、私と口を利きいてくれなくなってしまって……ちがうんですうううう！　私はよかれと思ってええええっ！」

　そこまで話すと手にしたコップを机に叩たたきつけ、額を机に載のせて号ごう泣きゆうを始めた。こいつ泣き上戸か。

「コップ半分しか飲んでねえのに、酒弱えなこいつ」

　そんなクレアの背を撫なでている……この地味な方の名前なんだったっけな。

「あー、白スーツじゃない方」

「レインです……。やっぱり地味で存在感薄うすいですよね」

　あきらめきった表情で視線を床ゆかに向けてボソッと呟つぶやいている。

「悪かったよ。でだ、結局何しに来たんだ？」

「実はイリス様は冒ぼう険けん者に憧あこがれていまして、一度そういう経験がしたいと前々から仰おつしやっていました。あの方達と共に過ごしてから冒険者への憧れが強くなってしまったようで。そこで私達がまず冒険者の活動を経験して、どういったものか理解してからイリス様を冒険にお誘さそいしたら、機き嫌げんが直るのではないかと思ったのですよ」

「そうなのだ！　王都は魔ま王おう軍の襲しゆう撃げきがいつあるか分からぬので危険だ。なので、このような初心者冒険者しかおらぬ田舎いなか町にやってきたのだ！」

　大声でアクセルの街をバカにするクレアに周りの冒険者から冷ややかな視線が飛ぶ。

　酔っぱらっているクレアは気づいていないが、レインは立ち上がると周りに向かってぺこぺこと頭を下げている。

「あんた、あんまり貴族っぽくねえな」

「そうよね。ダクネスは例外としても、貴族ってもっと威い張ばるものだから。アルダープなんて酷ひどかったし」

　普ふ通つう貴族は庶しよ民みんに対して簡単に頭を下げたりはしない。

「ええと、一応は貴族の端はしくれですが、クレア様のシンフォニア家やダスティネス家と比べたら足あし下もとにも及およばない、地位も低い小さな家の出なのです。ですから気軽に接していただけると助かります」

　レインの方は話が分かる貴族のようだ。

　クレアは典型的な常識知らずで高飛車な貴族様といった感じだが。

「私はあまり乗り気ではなかったのですよ。冒険は危険がつきものだと言いますし、我々はよくてもイリス様を危険に晒さらすのはどうかと思いまして」

　イリスのご機き嫌げん取とりにクレアはやる気だがレインはそうでもない、と。

「初めはイケメンのミツルギ殿どのに頼もうと思っていたのだが！　どこを捜してもだらしなく汚きたならしい冒険者ばかりで、見つからずに困り果てていたのだ！」

　こいつは余計な事ばかり言いやがるな。この酔っ払ぱらいはそろそろ黙だまらせた方がいい。周りの連中がイライラしだしている。

「なんだあの金きん髪ぱつの女。金髪って事は貴族か！　……貴族かー」

「ああ、貴族なのか。そっか、ならまあ、しゃーねえよな……」

「元領主のアルダープもあれだったし、ララティーナもああだしよ。貴族ってのは奇き人じん変人の集まりだから……」

　クレアが貴族だと分かると、途と端たんに冒険者達の怒いかりがしぼんでいく。怒おこるのがバカらしくなったらしい。

　ダクネスの日ひ頃ごろの奇行とアルダープのクズさのせいで、この街での貴族の権けん威いは地に落ちているからな。

「あんた最近、やたらと貴族と縁えんがない？」

「ろくでもないのばっかだけどな！」

　昔から貴族連中にいい思い出は少ないが、アクセルの街に来たら奇人変人のオンパレードだ。

　目の前の二人は貴族としては比ひ較かく的てきマシな方なのは分かっているが、それでも貴族とはできるだけ関かかわりたくない。

「もう、クレア様は黙っていてください！　本当に申し訳ありません！」

　レインが平謝りすると、全員が気にすんなと手を振ふっている。

　この女は苦労人ポジションか。地味で不幸が似合いそうな見た目をしているから納得だ。

「ええと、つまり、ミツルギ殿が無理となるとこの街に知り合いの冒険者は、あの方以外はいらっしゃらなくて」

「あの方って誰だれだ」

「ちょっと前に色々と、その、関わりがあった方でして。ですが少しだけ問題がある方なので、イリス様に近づけるわけにはいかないのですよ」

　奥歯に物が挟はさまったような言い方をする。

　その冒険者と揉め事でもあったのか。

「そこで思案に暮れていたのですが、前にイリス様がこの街で仲良くなった紅こう魔ま族の女の子がいるという話題を思い出しまして、その方に声を掛かけたら知り合いがいないと不安らしく……」

　その説明で誰の事かピンときた。

「だから、ずっとこっちを見ているのね」

　リーンの視線を追うと、さっきから少し離はなれた場所で、こっちの様子をちらちら窺うかがっているゆんゆんがいた。手招きして呼び寄せる。

「何で俺を巻き込みやがった」

「違ちがうんです！　先にめぐみんとカズマさん達はどうかって言ったら『それだけは勘かん弁べんしてください！』って声を揃えて二人が土下座したから、もう他ほかにはダストさんしか知り合いがいなくて渋しぶ々しぶ……」

　こいつボッチをこじらせて人付き合いができないからって巻き込みやがったな。

　しかし、土下座するぐらい苦手なのかカズマ達は。

　前に王都に行って王女と仲良くなったってカズマが酒の席でほら吹ふいていたが……いや、まさかな。さすがにそれはねえか。

　実際はどうであれ、貴族や王族の連中とは関わり合いたくない。

「悪いんだがよ、俺みたいなのが貴族様と一いつ緒しよに行動すると、礼れい儀ぎ作法とか色々問題あんだろ？」

「その点はご安心ください。冒険中は身分関係なく普通に接していただければいいので」

「あんたはいいかもしれないが、そっちは無理だろ」

　レインはため口や少々無礼な物言いをしても笑って許すだろう。

　だがそこで酔い潰つぶれているクレアは文句を言うに決まっている。

「恐おそらく大だい丈じよう夫ぶですよ。クレア様はイリス様のためなら辛しん抱ぼうできます。それに最近まであの方の相手をしていたので、少々の無礼やワガママも受け流せると思いますよ」

　自信満々にそう言われると、あの方とかいう謎の人物がますます気になってきた。

　イリスに余計な事を教え込み、悪わる知ぢ恵えをつけさせて、無礼でワガママなヤツか。

　それでいてお兄様と呼ばれるぐらい慕われている。……どんな相手なのか想像もつかない。

「受けるにしてもこっちには何かメリットがあるのか？」

「十分な報ほう酬しゆうを支し払はらいます。それではダメでしょうか」

　金か。こいつらなら金に糸目をつけないだろうから報酬は期待できる。

「貴族を毛け嫌ぎらいするのも分かるけど、借金まみれなんだから受けたらどう？」

「ダストさん。どうせ暇ひましていてお金もないんでしょう。だったら引き受けてあげましょうよ。かわいそうじゃないですか！」

　リーンとゆんゆんはそう言うが、どうすっかな……。

　こんなにもゆんゆんが積極的なのは、ボッチにとってイリスは貴重な知り合いなのだろう。

　……何度か世話になったしな。たまにはゆんゆんのために動いても罰ばちは当たんねえか。

　それにイリスがいないなら、ややこしい事にもならない筈はずだ。

「分かったよ。引き受けりゃいいんだろ。金もねえからな」
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　後日、ギルドの前で待っているとまずは、ゆんゆんがやってきた。

「えっ、なんで待ち合わせの時間より早いのにダストさんがいるんですか!?　えっ、時間を半日間ま違ちがえました？」

「俺が早く来たら悪いのかよ」

「どうしたんですか。体調が悪いんですか？」

　こいつ本気で俺の心配をしてやがる。

　遅ち刻こくの常習犯だからって驚おどろきすぎだ。

「昨日、貴族の姉ちゃん達の奢おごりでしこたま飲んで、気が付いたらさっきここで目覚めただけだ。それよりも、なんで待ち合わせの時間よりも異様に早く来てんだ」

「人を待たせたら失礼じゃないですか。私はダストさんと違って、いつも待ち合わせ時間よりも一時間は前に来ますから！」

　そんな事を言っているが、どうせ大人数での冒険に興奮して落ち着かなかっただけだろう。

「前も言ったけどよ、荷物が多すぎねえか。日帰りなんだぞ？」

「何があるか分からないじゃないですか。着き替がえと携けい帯たい食しよくとー、ああ、そうでした。ウィズさんから売れ残りの魔道具もらったんですよ。元々は二個あったのが一つ壊こわれて残りも売れないからって。ええと、どこに入れたかな」

　大きな背負い袋ぶくろを地面に置いて中に手を突つっ込んで、あれやこれやと荷物を取り出している。どんだけ物を入れてんだ。

「別に興味はねえから見せなくていいぞ。もうそろそろ時間だが……はあっ？　おい、何でここにいるんだよ」

「あたしも一緒に依い頼らい受けるわ。あたしがいないと貴族相手にとんでもない粗そ相そうをやらかしそうで心配だし」

　しばらくは仕事を受けないと言っていたリーンが、むすっとした顔でやって来た。

「リーンさんも参加されるんですね！　よかったー。ダストさんの面めん倒どうを見る人がいなくて心配だったんですよ」

「こいつが余計な事をしたら、問答無用で魔ま法ほうを撃うち込むのがポイントよ」

「とんでもない事をさらっと教えるのはやめろ！　そいつは紅魔族だから魔法の威い力りよくがシャレになんねえんだぞ！」

　そんな俺の叫さけびを無視する二人。ゆんゆんは顔見知りが同行するのが嬉うれしいみたいで、リーンの手を取って歓かん迎げいしている。

　俺がどうこう言っても無む駄だなのは重々承知しているので何も言わないでおいた。

「はあー、信用ねえな。それよりも、あいつらは……お、来たか」

　二人が揃そろってやってきた。

「今日は、よろしく頼たのむ」

「よろしくお願いしますね」

　クレアは胸を張ったまま頭も下げていないが、レインは礼れい儀ぎ正ただしく深々とお辞じ儀ぎをしている。

　レインは杖つえとゴテゴテした指輪を装着している。ローブも着ているので一応冒ぼう険けん者らしくはある。だがクレアは白スーツに剣けんを携けい帯たいしているだけで鎧よろいすら着ていない。

　こんな格好で前衛をやるつもりか。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

「あたしも手伝う事になりましたので、よろしくお願いします」

「適当に頼むわ」

　ゆんゆんはいつも通り何度も頭を下げて腰こしが低い。

　リーンは貴族相手だからなのか猫ねこを被かぶっていて気持ち悪い。

　俺は軽く挨あい拶さつをしておいた。

　一いつ瞬しゆんだけ苛いら立だった顔をしたクレアだったが、レインに脇わきを突かれ「ふんっ」と顔を逸そらす。

「ダストさん。相手は貴族様なんですよ、ちゃんとしないと！」

「あんた調子に乗っていると処しよ刑けいされるわよ」

「いいんだよ。なあ、レイン」

「はい。普ふ通つうに接してください。今日、私達は冒険者見習いですので。ねえ、クレア様」

「そうだな。これもイリス様のためだと思えば耐たえられる。特別扱あつかいは無用だ」

　そう言いながら俺に殺気をぶつけんな。

　イリスを溺でき愛あいしているのは、昨日の酔よっぱらった姿を見れば理解できる。

「ところでダストさん、今日の予定はどのようになっているのでしょうか」

「冒険者ごっこが出来りゃいいんだろ。定番のゴブリン退治かジャイアントトードにでも行こうと思ってるんだが、構わねえか？」

　ちなみにギルドでゴブリン退治の依頼は受けている。こいつらのお守もりをするついでに依頼もこなせるからお得な仕事だ。

　ジャイアントトードは肉がいい値段で売れるので酒代にでもなってもらえばいい。

「ゴブリンとジャイアントトードか。少々物足りぬが、致いたし方ない」

「冒険者の定番ですからね。きっとイリス様も興味を持って話を聞いてくれますよ」

「そ、そうか。ならば気合いを入れて行こう！」

　クレアのヤル気がぐんと上じよう昇しようしたのが見て分かる。

　なるほど、こいつを操あやつるにはイリスを引き合いに出せばいいのか。レインはクレアの手た綱づなの握にぎり方を心得ているようだ。

「んじゃ、行くぞ。遅おくれんなよ」

　俺が先頭に立って進んでいくと、両りよう隣どなりにゆんゆんとリーンが並んで後ろから残り二人がついてくる。

　ゆんゆんは二人が気になるのか何度も後ろをちらちらと見ているが、声を掛ける勇気があるわけもなく、全員が無言で空気が重いんだが。

　ここは俺が切り出すべきか。

「一応聞いておくけどよ、二人とも腕うでは確かなんだろうな」

「魔法の腕はそれなりだと自負しています。問題はないかと」

「当たり前だ。イリス様をお守りするのが私の役目だぞ！　ゴブリンごとき斬きり捨ててくれるわ」

「おい、バカ野や郎ろう！　むやみやたらに剣を振ふり回すんじゃねえよ！」

　自分の腕をアピールするように素す振ぶりを始めたクレアに怒ど鳴なると、俺を睨にらんできやがった。

　こいつの機き嫌げんを損そこなうと後ろから刺さされそうなんだよな。レインの方は心配いらないが。

　前衛は俺とクレア。後衛は魔ま法ほう使つかいのレインとゆんゆんとリーン。パーティーとしてバランスは悪くない。

　クレアの性格はあれだが素振りを見た感じでは筋はいい。王女の護衛を任せられているのだから、二人とも腕は立って当然か。

　それに貴族ってのは経験値が貯たまる高価なモンスターの肉を食ってレベル上げをしているからな。レベルだってそれなりに高いはず。

　実戦経験は乏とぼしいみたいだが、そう簡単にやられたりはしないだろう。

「先にジャイアントトードを狙ねらうか。ここら辺のは毎日叩たたき起こされているから、ろくに冬とう眠みんもできねえで年中元気だしな」

「ちょっと待ってくれ。冬眠ができないとはどういう事だ？」

「んなもん、決まってんだろ。毎回毎回……っと、そろそろ時間か？」

「あー、いつもの爆ばく裂れつ時間よね、ゆんゆん」

「そうですね。今日はアクアさんと行くって言ってたから、面倒がって近場でやると思いますよ」

　ゆんゆんに訊たずねると辺りを見回しながら答える。

　同族の幼おさな馴な染じみなので暇な時は毎回付き合わされているらしく、どこであいつが暴れるか把は握あくしているそうだ。

「だから、何のこ──」

　クレアの疑問は進路方向から少しそれた平原での爆ばく発はつ音と爆風に遮さえぎられる。

　結構距きよ離りがあるというのに、ここまで爆風が押し寄せてくるのか。

「なななななななっ!?　何事だっ！」

「今のは一体!?」

　剣と杖を構えてうろたえている二人を無視して、俺達は立ち上る爆ばく炎えんを眺ながめていた。

　そんなに驚くような事じゃないんだがな。

「おー絶景だな。久しぶりに結構近くで見たが、前よりもデカくなってねえか」

「いつもの事だけど近くで見ると大だい迫はく力りよくねー」

「またポイントを無駄に消費して威力を上げたのね。それに今日は調子がいいのかな。いい加減他の魔法を覚えたらいいのに……」

　ゆんゆんは頻ひん繁ぱんに同行させられているので、爆発の威力だけで相手の体調も分かるらしい。

　カズマに至っては爆ばく裂れつ魔ま法ほうの威力に対して点数をつけて評価しているって言ってたな。

「いやいや！　何で三人とも落ち着き払はらっているのですか!?　街からそれ程ほど離はなれていない場所で爆発騒さわぎですよ！　テロか魔王軍の襲しゆう撃げきかもしれません、警けい戒かいしてください！」

「街に戻もどってララティーナ殿どのに知らせなければ！」

「落ち着けって。あれはただの爆裂魔法だっての。アクセルでは日常のありきたりな光景だぞ？」

　妙みように慌あわてている二人に対してため息を吐ついて、やれやれと肩かたをすくめる。

　この程度の事で騒さわぐなんてどうかしているな。

「何でそんなにも冷静なんですか!?　それに爆裂魔法は大量に魔力を消しよう耗もうする、一発撃ったら何もできなくなるネタ魔法なんですよ！　あんなのを覚えるのはポイントが余っている熟練の魔法使いぐらいです！　そんなのを毎日ポンポン意味もなく撃つ魔法使いなんているわけがないです！」

　唾つばをまき散らしながら叫ぶレインの言い分を聞いて「そうですよね、うんうん」と、ゆんゆんが何度も頷うなずいている。

「でもよ、アクセルの街には爆裂魔法の使い手が二人もいるぞ？　貧びん乏ぼうなのと頭のおかしいのが」

「えっ……？　駆かけ出し冒険者の街なのに？」

　あんぐりと大口を開けてレインが呆ぼう然ぜんとしている。クレアも爆裂魔法を知っているようでレインほどじゃないが驚おどろいている。

「お前さん、こんな事でいちいち驚いていたら冒険者なんてやってられねえぞ。常識をわきまえないと、この先辛つれえぞ？」

　優やさしく微笑ほほえんで肩に手を置く。

「なんで私の方が間ま違ちがっているみたいな扱いなんですか！　この街の住人がおかしいんです！　バニル殿も前に私の事を常識知らずみたいに扱っていましたが、絶対に変なのはこの街の人です！」

「そうだ！　貴族の権けん威いも通用しない、この街の住民はどうかしている！」

　アクセルの街で他ほかにも何か体験したのか、二人は髪かみを振り乱して否定している。

　ゆんゆんとリーンが苦く笑しようして顔を見合わせていた。

「わーった、わーったって。んな事は今どうでもいいだろ。冒険者らしい事をやんのが目的なんだろ。ほら、出番だぜ」

　俺が親指でくいっと背後を指差すと、後方から大きな巨きよ体たいを跳はねさせてジャイアントトードが迫せまってきていた。

　このモンスターは寒さに弱い個体で、肌はだ寒ざむくなってきたこの時季だと普通は冬眠を控ひかえて活動が鈍にぶくなるが、どこぞの頭のおかしい爆ばく裂れつ娘むすめが毎日魔ま法ほうをぶっ放すのでおちおち眠ねむれないらしく元気いっぱいだ。

「あれがジャイアントトードか。初めて目にするが、確か戦士や騎き士しにとって容易な相手だと耳にした事がある。貴様ら手を出すなよ」

　クレアがそう言って剣を抜ぬいて敵の前に進み出た。

　レインも一応は杖を構えてはいるがクレアに任せるつもりか。手伝わなくていいなら俺も楽できて助かる。

「クレアさんはモンスターとの実戦経験あるのかな」

「あの、手伝わなくていいんですか？」

「いいんだよ。やるってんだから任せりゃ」

　仲間の二人は心配しているようだが放ほうっておけばいい。

　やられそうになったら手を貸せばいいだけの話だ。

「ふっ、ゲスなモンスターごときが私に指一本触ふれられると思うなよ！」

　自信満々なクレアに向かっていくジャイアントトード。

　クレアの腕なら問題なく対処できる相手なのは確かだ。……ただし、一いつ匹ぴきならだけどな。

　爆裂魔法が炸さく裂れつした場所から逃にげるように、五匹ひきのジャイアントトードがこっちに向かってやってくる。

「おーい、食われる前に手伝ってやろうか？」

「必要ない！　レインもそこで黙だまって見ているがいい。知っているのだぞ。ジャイアントトードは家か畜ちくや人を食う事はあっても、騎士や戦士は食わないと！」

　その情報は間違いではない。だけど、正しくもないんだよな。

　ジャイアントトードの群れに勇ましく向かっていくクレアの体に長く伸のびた舌が迫るが、避よける必要もないと高をくくっていると……胴どう体たいに巻き付いた。

　そのまま軽々と持ち上げられると頭からパクリと食われる。

「もがーふぐうううっ！」

　口から足が出た状態でクレアが暴れている。

「こうなるわな」

　ジャイアントトードが戦士や騎士を食わないのは金属鎧よろいが苦手なだけだ。そんな白スーツ姿だったら問題なく食われる。

「クレア様！　魔法で助け……撃うったら巻き込まれる！　あっ」

　ためらっている間にレインもぱっくりいかれる。

　おー二人揃そろってあっさりやられやがった。

「ぬ、ぬるぬるするぞ！　お前ら見てないで助けろ！」

「ひいいいっ、気持ち悪いです！　あっ、そこは舐なめたら！」

　ジャイアントトードの口の中で暴れてどうにか上半身は出せたようだが、ああなったら自力ではどうにもなんねえな。

「すぐに消化されたりはしないけど、助けてあげないとね」

「今、助けます！『ライト・オブ・セ』」

「ちょっと待った！　もう少し待て」
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　魔法を放とうとしたゆんゆんを手で制す。

　俺のいつもより真しん剣けんな声に戸と惑まどったのか、こっちを驚いた顔で見つめている。

　こうやっている間にも二人は徐じよ々じよに飲みこまれているが、どうにか逃げようと足搔あがくたびに唾だ液えきまみれの体をくねらせ「うっ、やめろおおっ！」「ああっ、変なところ舐めないで！」と声が漏もれている。

「いい感じに服が透すけてたまんねえな！」

　暴れたせいで服が乱れ、唾液で濡ぬれた服から下着や肌はだが透けて見える。

　こういうシチュエーションもありだな！

「ばっかじゃないですか！　『ライト・オブ・セイバー』！」

　ゆんゆんが手刀の先から光の剣けんを伸ばし、ジャイアントトードを薙なぎ払う。

　あー、良い具合にエロくてよかったのによ、もったいねえ。

　助け出された二人は唾液でぐしょぐしょの状態で地面に座り込んでいる。

「私とした事が油断したっ！」

「ぎもぢ悪いです」

「臭くせえから、お前ら近寄んなよ」

　鼻を摘つまんであっち行けと手を振ふる。

　クレアは屈くつ辱じよくで顔を真っ赤にしているが、レインは自分の乱れた格好に気付いたようで恥ち辱じよくで身もだえしているな。

「ダストさん。このままじゃかわいそうですから、どこか水辺に行きませんか。唾液を洗い流さないと……それに臭くさいですし」

「すまないが、私からも頼たのめるか」

「お願いします」

　見た目はこのままの方が興奮するが、俺もこの臭においが続くのは勘かん弁べんして欲しい。

「ここってあの湖の近くじゃなかった？　かわいそうだから連れて行ってあげなよ、臭いし」

　女としてリーンも同情しているようで声が優しい。

　しゃあねえな。安楽少女とやりあった湖がここから近いはずだ、そこに行くか。

「湖に行くぞ。そこでいいか？」

　本当に気持ち悪いみたいだな、クレア達は大人しく付いてくる。

　少し面めん倒どうだとは思うが水浴びか……悪くないな。

「ダストさん、何か変な事考えていませんか？」

「大体は予想つくわ」

「ただの親切心に決まってんだろ」

　両りよう脇わきから睨にらんでくる二人に、ニヤついた顔を見られないよう先頭に立って進んでいく。
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　前にも見た湖こ畔はんにたどり着いてから、俺は大きな岩に背を預けて湖が見えない位置に座っている。

　違ちがうな、座らされている。……体をロープでぐるぐる巻きにされた状態で。

　湖に着くと同時にリーンとゆんゆんに取り囲まれて、問答無用で捕ほ縛ばくされた。

「なあー、解ほどいてくれよ！　俺が信用できねえのかよ！」

「ダストさんのどこに信用できる要素があるんですか？　野や獣じゆうの群れに裸はだかで突つっ込んだ方がまだ安心できます」

「うまい事言うわね。ほんと、その通りよ」

　叫さけんで頼み込むが返ってきたのは拒きよ絶ぜつと冷めた目線。

　ゆんゆんとリーンは俺の隣となりで見張りを担当しているのだが、モンスターを気にもしないで俺だけを注視している。

　このままでは眼福タイムを逃のがしてしまう。

　打開策を考えて黙り込むが聞こえてくるのは楽しそうにはしゃぐ二人の声だけ。

「ねばねばがやっと取れた。くっ、下着までぐしょぐしょではないか」

「服を乾かわかさないと」

　なんの拷ごう問もんだこれは。振り返れば裸ら体たいの女が二人いるってのに見られないなんて。

　美女が水浴びをしているんだぞ。これは覗のぞかない方が失礼ってもんだろ！

「リーン、俺がそんなヤツじゃないって分かってるよな。お前とも色々あったよな。仲間として苦難を共に乗り越こえ……」

「前に手を出そうとしたの、今も忘れてないわよ」

　腰こしに携けい帯たいしていたダガーをちらつかせて、暗い笑えみを浮うかべるリーン。

　かなり前の話を未いまだに持ち出すのかよ。

　リーンが今手にしているのは……ムラムラが抑おさえられなくてちょっといたずらしようとした時に、俺の大事な息子むすこを切り落とそうとしたダガーじゃねえか。

　迂う闊かつな真似まねをしたら本気でやりやがる。そういう女だこいつは。

　当時は日ひ頃ごろから欲よつ求きゆう不満でもんもんしてたからな。今はそういう欲求が薄うすれたのもサキュバスの店のおかげだ。……ロリサキュバスにはもうちょい優やさしくしてやろう。

　今もジト目で睨んでいるリーンを説得するのはあきらめるとするか。となると狙ねらうのはちょろい方だ。

　ロープに巻かれた状態で器用に立ち上がり、大岩に背を預ける。

「なあ、ゆんゆん。俺とお前はダチだよな」

「友達じゃないです、知り合いです。あとぐるぐる巻きで格好つけても変なだけです」

「つれない事を言うなよ。裸の付き合いもした仲じゃねえか」

「あ、あ、あれは、変な事を思い出させないでください！　近頃は金きん髪ぱつのチンピラと仲がいいって妙みような噂うわさが立っているんですからね！　ギルドでもかわいそうな子を見るような目で、みんなが遠巻きに見ているんですよ！　責任を取ってください！」

　涙なみだ目めで腕うでを振り回して迫せまってくるから避けようとしたが、バランスを崩くずして地面に倒たおれる。

「ぐおおおおっ……。痛ええええっ！」

　頭に走る激痛に地面をのたうち回る。

　倒れた先に運悪く大きな石があって、それで頭を打ったのか。

「ああっ、すみません！　大だい丈じよう夫ぶですか、ダストさん！」

　いつもなら怒ど鳴なりつける場面だが、ここは心こころ穏おだやかに話し合いをしないとな。

「いいって事よ、気にすんな。それよりも、マジでロープ解いてくれねえか。さもないと、とんでもねえ事になっちまうぜ？」

　凄すごみを利きかせて言うと、ゆんゆんが少しだけ怯おびえた顔をする。

「そ、そんな脅おどしになんて負けませんからね！　その状態で何ができるというんですか」

「言いやがったな……。どうなるかだと？　このまま俺を放置したらここで盛大に漏らすぞ？」

「えっ!?」

「それもしょんべんだけじゃねえぞ。酒の飲み過ぎで腹の調子も悪いからな、ダムが決けつ壊かいして土ど砂しや崩くずれになっちまっても……いいんだな」

　決め顔で口にした俺の宣言に声も出ないようで、じりじりと後ずさっていく。

　俺はぐるぐる巻き状態でゆんゆんへにじり寄ると、怯えた顔で逃にげていく。あっ、ちょっと面おも白しろい。

　芋いも虫むしのような動きで追いかけると「や、やめて、来ないで！」と慌あわてて逃げながら足がもつれて何度も転んでいる。

　実際は腹の調子はすこぶるいいがリアクションが楽しいから、もうちょいからかってやるか。

「こうなったら、盛大にやらかした状態でお前に組み付いてやるからな！」

「やめて変態！　こっちこないでええええ！」

　逃げ惑まどうゆんゆんをこの状態で追い回す。

　転がっている最中にちらっとリーンを見ると呆あきれた顔で傍ぼう観かんしているだけだ。

「えっ、きゃあああああっ！」

　何の前まえ触ぶれもなくレインの叫びが湖畔に響ひびいた。

　振り返ってみたが大岩が邪じや魔まで見えない。

「どうしたの!?」

「えっ、えっ、何が!?」

　リーンとゆんゆんが俺を置いたまま湖の方に走っていく。

「おい、こら！　俺も連れて行け！」

　縛しばられた状態で立ち上がろうとしたが、どうにもならないので転がっていく。

　視界がぐるぐる回って酔よいそうだが、なんとか湖の近くまで転がると貴族の二人がゴブリンに襲おそわれていた。

　膝ひざから下は湖に浸つかったまま武器を構えているが、その姿を見て俺の視線は止まる。

　二人とも残念ながらパンツは穿はいているが、上には何もない。片かた腕うでで胸を隠かくした半はん裸ら状態でゴブリンの相手をしている。

　クレアは武器を持っているがレインは杖つえも指輪もないので攻こう撃げき手段がない。

　湖の中で足を取られ、更さらに激しい動きをすると胸が露ろ出しゆつするので思うとおりに動けないみたいだな。

「くそっ、ゴブリンごときが我々をバカにするつもりか！」

　ゴブリンも相手が本来の力を発揮できないのを分かっているのだろう。バシャバシャと二人に水をかけては嘲あざけるように跳はねまわっている。

　こんな状態だからクレアの攻撃も当たらず、動くたびに大事な部分が見えそうで見えない。

　あと寝ね転ころがっているので湖畔の雑草が視界に入って見えにくい！

　おまけにリーンがわざと間に入って邪魔をしやがる。

「お前ら、もうちょっとうまく立ち回れや！　そうだ、てめえは後ろに回ってその隙すきにお前が邪魔な右腕を引き剝はがせ！　あとこの雑草を誰だれか刈かってくれ！　リーンも邪魔だ、どきやがれ！」

　思わずゴブリンを応おう援えんすると、殺意の込められた視線が俺を射い貫ぬく。

「こいつ、我々ではなくゴブリンを応援していないかっ!?」

「カズマ様のご友人と聞いて嫌いやな予感はしてましたが、やっぱり！」

「分かっていましたけど、やっぱり最低です！　すぐに助けますから！」

　ゆんゆんの魔ま力りよくを感じたのか、ゴブリン共が身の危険を感じて一いつ斉せいに俺の方へと逃げてきた。

　リーンが慌てて逃げると、俺の周りにはゴブリンしかいなくなる。

　ゆんゆんの向けた手のひらに光が収束していき、今にも魔法が放たれそうだ。

「おい、ちょっと待てや！　ゆんゆん、俺を巻き込むぞ！　おい、こら、あの、ゆんゆん様。ちょっと、聞いていらっしゃいますかっ！　ダクネスじゃねえんだぞ、俺にそっちの趣しゆ味みはねえぞおおおおっ！」

　あっ、こいつ聞こえない振ふりをしている。

　俺が追いかけ回したのを根にもってやがるな！

「『ライトニング・ストライク』！」

　俺とゴブリンを一いち網もう打だ尽じんにする、無数の雷かみなりが頭上から降って来た。
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「目が覚めたようだな」

「生きてるって、素す晴ばらしい……」

　未だに縛られたままだが、どうやら生き延びたようだ。

　どうやら気絶している間に二人の水浴びが終わったようで、濡ぬれた髪かみで俺を見下ろしている。

　服が乾いているのは魔法で火でも起こしたのか。くそっ、俺とした事がミスっちまった。

　しかし、あの上級魔法を喰くらってよく無事……無事ではないが思ったよりもダメージがない。

　一応は俺に命中させないように気をつかったのか。

「この男はこのまま放置しておいた方が良いのではないか？」

「賛成」

「むしろ、害にしかならないので置いていきましょう！」

　なんで、リーンとゆんゆんが乗り気なんだよ！

　そう文句を言おうとしたが、こいつらの蔑さげすんだ目を見て言葉を吞のみ込む。

「まあ、待て待て。俺を同行させないとあんたら色々損するぜ？」

「ほう、どうせ噓うそだろうが聞こうではないか」

　腕を組んで見下ろすクレアは疑ってかかっている。

「まず、ギルドで依い頼らいを受けたのは俺だ。報ほう酬しゆうを受け取る手続きが可能な俺を連れて行かねえと、冒ぼう険けんで得た素材や討とう伐ばつの金が入ってこねえぞ？」

「そんなはした金なんぞ惜おしくもない」

「私は少し惜しいかも……」

　クレアはダスティネス家と同等の貴族らしいから金には困っていない。

　だがレインは弱小貧びん乏ぼう貴族らしく金や名めい誉よという言葉に弱いのは昨日の酒場でリサーチ済みだ。

「たまにお宝が手に入る事もあるんだぜ」

「お宝ですか！　どれぐらい価値のある物か詳くわしく！」

　レインの目の色が変わる。貴族なのに相当金に困っているみたいだな。

「価値は……そ、それなりじゃねえか？　それによ。貴族がお忍しのびで庶しよ民みんのために働いたって情報が人々に知れ渡わたったら、評判も良くなるんじゃねえか？　ダクネス……ララティーナなんて奇き行こうが目立つけどよ、なんだかんだいってアクセルの住民に好かれているのは、冒険者として活かつ躍やくしているのが大きいぞ」

「あの、ララティーナ様の奇行がとっても気になるのですが」

　どうでもいいところにレインが食いついてきた。

「それは今度じっくり教えてやるよ。それによ、人々を陰かげから支えるってのはイリス好きそうだよなー」

「縄なわを解ほどいてやろうではないか」

　あっさりとクレアがロープを解いてくれた。

　ちょろい。こいつはイリスを引き合いに出すと何でもやってくれる。

「ふぃーようやく解放されたぜ。でよ、一応ジャイアントトードとゴブリン退治は終わったんだが、どうするよ？」

　俺としては依頼もこなせたから帰って金を受け取って、どんちゃん騒さわぎをやりたいんだが。

「まだ帰るわけにはいかん。我々はろくに活躍をしていない。こんなのをイリス様に話しても笑われるだけではないか」

「ジャイアントトードに食べられて、ゴブリンにからかわれただけですからね……」

　確かにこの二人なんも活躍してないな。

　とはいえこの周辺で他ほかにモンスターがいるような場所はあったか？

「でもよ、他に駆く除じよの依頼はこの近くにはなかったと思うぜ。もうあきらめて帰った方がいいって」

「しかしだな。まともな冒険もせずにおめおめ帰るとなると、イリス様に何て言えばいいか」

「魔ま物もの退治でなくてもいいですから、冒険者っぽい何かできませんか？　依頼料は弾はずみますので、なんとかなりませんか？　ダストさんが日ひ頃ごろやっている事で構いませんので」

　冒険の一つでもして帰らないと示しがつかないようだ。

　割増しで金を貰もらえるなら断る必要はないな。相手の要望に応こたえるなら……。

「昨日やったのは……。雑貨屋のオッサンにただ飯食わせてもらおうとしたんだがよ、けち臭くさい事を言いやがったから、店の品を借りて換かん金きんしようとしたら追い出されたな。その後は金がないからギルドでたらふく水だけ飲んで、職員の尻しりを眺ながめてたら追い出されたな。行きつけの喫きつ茶さ店もどきで金がないから店員の胸と尻を観賞してたら追い出……」

「あの、そういうのではなくて冒険者としてやっている事をお願いします」

　冒険者らしい事か。

　俺が今までやってきたのは、モンスター駆除。護衛もやった。他にはダンジョンの探たん索さくがあったな。

「となるとダンジョン探索ってのが妥だ当とうなんだが」

「ダンジョンか！　よいではないか！」

「イリス様はそういう冒険譚たんお好きですからね」

　二人とも乗り気だな。

　この近くのダンジョンとなると……前に小型デストロイヤーと戦ったダンジョンは崩くずれて埋うまっている。まだ本が残っているのでもったいないが、あれはもうどうしようもない。

　そうなるとキールのダンジョンに行くのもありか。初心者用ダンジョンで敵もアンデッドやグレムリンがいるぐらいだ。

　あーでもな。前にバニルの旦だん那なが住み着いて何かやったらしく、今は立ち入り禁止になっているって話だったな。

「適当なダンジョンがあればいいんだが。ゆんゆん……は聞くだけ無む駄だか。ボッチがダンジョン探索なんてするわけねえよな」

「どういう意味ですか！　確かにダンジョンは暗くてちょっと怖こわいので一人で入ったりはしませんけど」

　間ま違ちがってねえじゃねえか。

　他にもダンジョンはあるにはあるが、ここからだと半日じゃたどり着けない距きよ離りだ。ここから近場なんて都合のいい場所が……。

「ダスト、あそこはどう？　ほら、魔ま王おう軍の幹部が拠きよ点てんにしていた」

「あー、それでいくか。とっておきの場所があるぜ。魔王軍と関かかわりのあった特別なところだ」

「そんなダンジョンがあるのか。是ぜ非ひ、連れて行ってくれ！」

　あそこなら見た目だけで納なつ得とくしてくれる。

　ダンジョンじゃないが話のネタとしては役に立つだろう。
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「ここが魔王軍の幹部が居座っていた古城か」

「確かデュラハンのベルディアでしたか。カズマ様達が倒たおした相手……」

　二人が古城を見上げて感かん嘆たんの声を上げている。

　夕暮れの赤い光を浴びて浮うかび上がる古城は雰ふん囲い気きがあって、デュラハンの棲すみ処かとしてはぴったりだ。

「遠くから見た事はありましたけど、これがあの……」

　ゆんゆんも近くで見るのは初めての様でしきりと感心している。

「思ったよりも形が残っているのね」

　古城の壁かべを軽く叩たたいて崩れないか、リーンが確かめているようだ。

　この城はいつしか誰だれも住みつかなくなった廃はい墟きよで放置されていたのだが、魔王軍の幹部ベルディアがいつの間にか住み着いていた。

　アクセルの街には直接害を与あたえる事がなかったので冒険者も手を出さずにいたのだが、どこぞの頭のおかしい爆ばく裂れつ娘むすめが魔法の標的に毎日、この城に爆裂魔法を撃うち込んで怒いかりを買ったんだよな。

「話によるとカズマ殿どのの仲間である紅魔族の娘が魔法でベルディアを街まで誘おびき出し、そこを全員で協力して倒したそうだが」

　感心して唸うなるクレアの発言は間違いではないが正しくもない。

　あの一件は討伐の金をもらってないどころか、宴えん会かいプリーストの大水で大損したからな。苦い思い出だ。

「魔王軍の残党が残っているかもしれないから、気を付けろよ」

　と言ってみたものの、そんなのは残っていない。

　この場所に何か残ってないかと、お宝目当ての冒険者が何組もやってきている。それだけではなく魔王軍の情報がつかめないかと、ギルドからの依頼が掲けい示じ板ばんに張り出されていた。

　隅すみから隅まで探索しつくされた後なので安全は確保されている。

　今では住民のちょっとした肝きも試だめしのスポットになっているぐらいだ。雰囲気だけはあるから、こいつらも満足するだろうよ。

「なんだか、こういうのはワクワクしますね！」

　探索を始めてから一番楽しんでいるのが、ゆんゆんなんだよなぁ。

　落ち着きなく古城の部屋を覗のぞき込み、天てん井じようを見上げては嬉うれしそうに話しかけてくる。

　特に問題もなく探索は続いているが、クレアとレインは古城を探検するだけでもそれなりには満足しているようで、今のところ文句の一つもない。

「しかし、この古城は作りがしっかりしているようだ。外がい壁へきが焦こげて破は壊かいされた跡あともある。周辺の地面が抉えぐれているのは、熾し烈れつな戦いがあった名残なごりか」

「そうでしょうね。大規模な魔ま法ほうの跡に見えましたので、アクセルの冒険者と魔王軍の生き残りがここで争ったのでしょう。かなり強力な魔法を操あやつるウィザードがいたのではないでしょうか」

　妄もう想そうをするのは勝手だが、それはすべて爆裂娘のやらかした痕こん跡せきだ。

　毎日爆裂魔法を撃たれたら頑がん丈じような城だって無残な姿になる。それをやらかした元げん凶きようの幼おさな馴な染じみが、自分の事のように恥はずかしそうに身を小さくしているぞ。

　そういや、バニルの旦那は大だい悪あく魔まだからデュラハンのベルディアと知り合いだったりするのだろうか。

　魔王軍の賞金首として旦那に似た人相の絵が掲示板に貼はられていた気もするが、たぶん気のせいだよな。たまたま仮面が似ていただけだろう。

「しかし、外側とは違ちがい内部は意外と綺き麗れいではないか。魔王軍のアンデッド共が拠点にしていたとは思えぬな」

「地面に踏ふみ荒あらされた跡はありますが、それ以外は清潔に保たれていたみたいですね」

　俺達が入った部屋は応接間のようで古ぼけたソファーと長机が置いてある。

　今は薄うっすらと埃ほこりが積もっているが、それはデュラハンが居なくなってから時間が経過したからだ。

　確かに言われてみれば廃城なんてもっと汚よごれているのが普ふ通つうか。

　よく見ると部屋の隅にバケツと雑ぞう巾きんがある。

　……アンデッドがこまめに清せい掃そうをしていたのか？　もしそうならシュールな光景だな。

「ベルディアは自分は元騎き士しとか言ってたらしいから、デュラハンになっても清潔好きだったのかもしんねえな。見たところ大事に扱あつかっていたみたいだしよ」

「アンデッドなのにですか。あり得ないですよ。あの、そろそろ休きゆう憩けいしませんか？　部屋が思ったより綺麗ですから、ここでお茶でも……」

　お城でお茶を楽しむというシチュエーションに憧あこがれがあるんだろうな。ゆんゆんは背負い袋ぶくろからお茶のセットを取り出している。

　ティーカップや茶ちや菓が子しが次々と机の上に並べられていく。

　そんな物を入れていたから背負い袋がそんなにデカかったのか。

「動き詰づめだったからな。お言葉に甘えさせてもらおうか」

「ゆんゆんさん、私もお手伝いしますよ」

　クレアはソファーに深々と腰こしを下ろし、レインはゆんゆんと一いつ緒しよにお茶を入れている。

　リーンは机の上を拭ふいて手伝っているみたいだ。

　俺はやる事がないのでソファーに座ろうとしたが、クレアの近くは避さけたい。机を挟はさんだ対面側に座り黙だまって待つ。

　準備が終わると、クレアとレインが並んで座り、俺の両りよう隣どなりにはゆんゆんとリーン。

　黙もく々もくと茶菓子を食べている対面の二人を、ゆんゆんがちらちら見ている。何か言いたいならハッキリ言えばいいのに、それが気軽にできないんだよな、このボッチは。

「このお菓子は美味おいしいですね」

「よかったー、アクセルの街で評判のお店で」

「この茶葉は高かったのではないですか。いい香かおりです」

「は、はい。ちょっと高級なお店の……」

　外交的なレインが話し掛かけてくれたおかげで、少しだけ和なごんだ空気になる。

　が、親しくないヤツら同士の会話ってなんでこう、聞いている方がむず痒がゆくなるんだろうな。気をつかっているのが見え見えの会話は面おも白しろくもなんともない。

　リーンは特に何も言わずに菓子を食っている。今回はやけに大人しいな、進んで誰だれかと会話をしようとしていないようだが人見知りか？

　それとも貴族相手に緊きん張ちようでもしているのかね。らしくないが。

　暇ひまだったのでソファーの脇わきにあった、ゆんゆんの背負い袋に手を突つっ込んで、まさぐっていると小さな箱が見つかった。

　四角い木の箱で俺の拳こぶしがすっぽり入るぐらいの大きさだ。

「なあ、これってなんだ？」

「それは、ウィズさんからいただいた魔道具……。って、また勝手に人の鞄かばんを！」

「んな事はどうでもいいだろ。これがタダでもらった魔道具か」

　顔を真っ赤にして文句を言っているが無視して木箱の蓋ふたを開ける。

　箱の中には丸くて青いガラス玉みたいなのが入っていて、中心部には小さな星を大量に封ふうじ込めたような光の粒つぶが見える。

　そのまま机の上に置いたら安定が悪いので、近くのバケツに掛けてあった雑巾を敷しいてから、その上にガラス玉を置く。

「で、何なんだこれ。ただのガラス玉にしか見えないが」

「私も中身を初めて見たから知りませんよ。ええと、確か説明書が箱に……ありました！　複数人で魔ま力りよくを注ぐと何かが起こるって書いてます。ん、あれっ？　この水すい晶しよう玉だまは前に見た事があるような。うーん、前にどこかで……」

　ゆんゆんが水晶玉を見つめて唸っている。

「魔道具店で陳ちん列れつしていたのを見ただけだろ。この玉には興味があるけどよ、魔力を注がないとダメなのか。魔法使いじゃない俺は無理だな。ゆんゆんやってみろよ」

「バニルさんじゃなくてウィズさんだから、変なものじゃないと思いますけど……この水晶玉に見覚えが……」

　ゆんゆんは気が進まないようで、変な顔をして水晶玉を見つめている。

「リーンはどうだ？」

「興味ないわ」

　素っ気ないな。今日はいつもと比べれば迷めい惑わく行こう為いも控ひかえているってのに、なんでこんなに機き嫌げんが悪いんだ？

　こういう時は変にいじるともめるだけだ。機嫌が直るまで放ほうっておくか。

「じゃあ、代わりにあんたらやってみっか？　イリスに話すネタぐらいにはなるかもしんねえぞ」

「そうだな。このままではろくな話題がないのでな」

「私も構いませんよ」

　暇ひま潰つぶしになるぐらいのノリで言ってみたら意外とヤル気のようだ。

　二人が水晶玉に手をかざして魔力を注ぎ始める。

　しばらくそうしていると水晶から青あお紫むらさき色の光があふれ出し、辺りが急に暗くなってきた。

「お、おい。ヤバい物じゃねえだろうな!?」

　不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めたので隣となりのゆんゆんに意見を求めると、ゆんゆんが目を見開いて立ち上がり手を叩く。

「思い出しました！　これは、仲良くなる水晶玉です！」

「はあ？」

　いきなりわけの分からない事を叫さけぶゆんゆんを不ふ審しんな目で見ていると、水晶玉を中心にして周囲に長方形の光の板がいくつか浮かび上がってきた。

「なんだこれ。板みたいなのに、なんか映ってんぞ？」

　一番近くにあった板には地味な格好をした女──レインが見知らぬオッサンに怒おこられてぺこぺこ頭を下げているシーンが映っている。

「あっ、これはバニル殿どのに渡わたした報ほう酬しゆうについて、財務にねちねち文句を言われた時の！」

　もう一つの板には、頰ほおが上気して息の荒あらい不審者──クレアが高級そうなベッドの上で寝ねているイリスの寝顔を覗き込んでいる姿が。

「なんだこの映像は！　私の毎晩の日課をどうして知っているのだ！　イリス様の寝顔を見てから眠ねむると最高の夢を見られるという快かい眠みん法を！」

　……毎晩こんな事やってんのかよ。こいついつか一線を越こえるんじゃねえか。

「あの、これは魔力を注いだ人の恥ずかしい過去を映し出して共有する事で、お互たがいの愛情や友情が深まるアイテム……だそうです」

　どうやら板の光景はこいつらの過去を映し出したものらしい。

　他の板を見ると、今よりも若い姿のレインが他の貴族らしき連中と高級そうな店に入り、他ほかの人が注文している最中に財さい布ふの中身を確かく認にんして、

『わ、私、おなかの調子が悪いから』

　と言って水だけ飲んでいた。

　ちらっと見えた財布の中身はコインが数枚しかなかったな。

　こいつは貧びん乏ぼう貴族って言ってたが、ほんとにそこまで追い込まれていたのか。

「見ないでください！　これどうやって止めるんですか!?」

　魔力の放出は止めているようだが映像は消えないみたいだ。

　クレアが映っている板の殆ほとんどにイリスも一緒にいるな。大体は危ない目つきで見つめているか、甘やかしている場面ばかりだが一つだけ蔑さげすんだ冷たい目をしているクレアがいた。

　幼いイリスを見下ろすクレアの顔には笑え顔がおのかけらもない。今の溺でき愛あいぶりからは想像もできない表情だ。

　俺が見ている板に気づいたクレアがその光景を見て小さく息を吐ついた。

「これは初めて出会った時のものか。あの頃ころはイリス様の苦く悩のうも知らず、兄上様の教育係に慣れなかった恨うらみが顔に出ているな。猛もう省せいするばかりだ」

　そういや酔よっぱらった時にイリスの教育係は本意じゃなかった、みたいな事を言っていたな。

　今では甘々なこいつもこんな頃があったのか。

「クレア様はジャティス様……似の兄上様の教育係になるのが夢でしたのですよね」

「そうだ。顔も実力も将来有望なあの方の教育係に任命されたのかと期待していたのだが、いざ蓋を開けてみれば……弱々しい少女が一人。当時の私は目が曇くもっていて、あ……イリス様の素す晴ばらしさに気づく事が出来なかったのだ」

　誰からも期待されている第一王子が相手かと思い込んでいただけに、失望が大きかったみたいだな。

「当時の私はなんて愚おろかだったのだろうか！　常に前線に立つご家族に会うこともできず、その小さな胸を痛めながらも悲しい素そ振ぶりの一つも見せず微笑ほほえむ、あの方の健けな気げさに私は魅み了りようされたのです！」

　大おお袈げ裟さな身み振ぶり手振りが入った語りがうっとうしい。

　他に何か面白そうなのはないかと板を見て回っていると、二人が映っていない板があった。

「なんだこれ。……えっ、これは」

　俺の驚おどろいた声に反応して全員が同じ板を覗のぞき込む。

　そこには首を小こ脇わきに抱かかえた漆しつ黒こくの鎧よろいの騎士──デュラハンが映っていた。

『今日からここが我が居城となるのか。丘おかの上に立つので立地条件も良く見晴らしもいい。まずは引っ越こしの手始めとして城の掃そう除じをするとしよう』

　デュラハンは自分の首を机に置いて、水の入ったバケツから雑巾を取り出して、床ゆかや壁かべを拭き始めている。

　鼻歌を口ずさみながら楽しそうだ。

『人手が足りぬな。アンデッドナイトよ、貴様らも手伝うがいい』

　ボロボロの鎧を着込んだ腐くさった体の騎士達が命令に従って、箒ほうきや雑巾を手にして城の内部の掃除をしている。

　その隣の板に目を移すと、綺き麗れいになった城の中を満足気に歩いているデュラハンがいた。

　掃除が行き届いているようで窓の縁ふちに指を滑すべらせて埃ほこりの確認をしているが、指にはチリ一つ付いていない。

『なかなかに住み心地ごこちが良くなったではないか。拠きよ点てんが整ったからにはそろそろ戦力を集めて……』

　その呟つぶやきは突とつ如じよ響ひびき渡った轟ごう音おんによりかき消された。

　画面が激しく揺ゆれて、天てん井じようや壁からばらばらと破は片へんがこぼれ落ちている。

　デュラハンは驚きの余り自分の首を落としそうになっていた。

『なんだ！　何があった!?』

　慌あわてて古城の窓から顔を出して辺りを見回すと、城じよう壁へきの壁に焼け焦こげたような跡あとがあった。頑がん丈じような城の防ぼう壁へきが崩くずれており、城の内部はさっきの振しん動どうで家具などが倒たおれてしまっている。

　これって、爆ばく裂れつ娘むすめがやらかした跡じゃないのか？

『一体、何なのだ……』

　茫ぼう然ぜん自じ失しつだったデュラハンだったが気を取り直して、アンデッドナイトと共に古城の片づけを始めた。

　デュラハンは自ら板や石を運び城の修しゆう繕ぜんと掃除をしている。

『もしや、アクセルの街の冒ぼう険けん者がちょっかいを出してきたのか。まあ良い、駆かけ出し冒険者が度胸試だめしのつもりで手を出したのだろう。この程度の事で腹を立てるのも大人げない。魔ま王おう軍幹部として寛かん大だいな心で許そうではないか』

　摑つかんでいた頭を、うんうんと頷うなずくように動かす芸の細かさを見せている。

「今の爆発音って、めぐみんが爆裂魔法撃うち込んだ音ですよね。……ライバルとして恥はずかしくなってきました。それに比べてデュラハンさんって紳しん士しですね。魔王軍なのに想像と違ちがっていい人に見えます」

「俺もそう思うが、なんでデュラハンの過去が映ってんだ？」

「恐おそらくですが、この過去を映す魔道具が下に敷いている雑ぞう巾きんの残留思念を読み取って、映し出しているのではないでしょうか」

　理解はしていないが、レインの考察にとりあえず頷いておく。

　そういや水晶玉の下の雑巾は映像でデュラハンが使っていたのと似ているな。

「こちらにもデュラハンの映像があるぞ。これは魔王軍攻こう略りやくの足あし掛がかりになる貴重な情報が得られるかもしれん」

　クレアは自分達の映像は無視してデュラハンが映っている板に注目している。

　この二人の過去よりもこっちの方が面おも白しろそうに見えたから、俺も一いつ緒しよに過去を覗き見する事にした。

　翌日、部屋のツボを磨みがいている最中に轟音が鳴り、ツボを落として砕くだけ散る。

　更さらに翌日、修繕の終わった壁を眺ながめて汗あせを拭ぬぐう振ふりをして古城に戻もどった途と端たん、爆発音と振動がして壁が崩れる。

　その次の日。片付けが終わり疲つかれた様子でソファーに腰こしかけていたデュラハンが、窓の外が赤く染まり振動が始まると同時に外に飛び出す。

　そして壁に大穴が開いているのを見て崩れ落ちるデュラハン。

『俺に何の恨みがあるというのだああああっ！』

　怒いかりのあまり手にしていた頭を地面に投げつけ、自らダメージを受けて悶もだえている。

「「酷ひどい……」」

　クレアとレインが同時に声を漏もらす。

「俺でもここまでえぐい真似まねはできねえぞ」

「今まで深く考えてなかったけど、めぐみんって……」

「デュラハンさんに謝りたくなってきました……」

　魔王軍の幹部に同情する日が来るとは思いもしなかった。

　それから何度も爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うち込まれ、古城の修繕に追われる日々を過ごしていたデュラハンだったが、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

『毎日、毎日、ポンポン魔法を撃ちやがって！　もう、許さんぞ！　駆け出し冒険者の街だからと優やさしくしてやったらつけ上がりやがって！』

　デュラハンは大たい剣けんを担かついで部屋を飛び出していく。

　別の映像では部屋に戻って上じよう機き嫌げんで掃除を始めるデュラハンが映っている。

『死の宣告をしたからには、頭のおかしい紅魔の娘むすめも仲間を率いてやってくるだろう。このまま待ち受けるのも芸がない。バランスのいい部下の配置や罠わなも仕込んでおかないとな。とはいえ難易度は程ほど々ほどにしておこうか。ここまで到とう達たつさせて自ら引導を渡さなければ気が済まぬ』

　そう言ってアンデッドナイトと一緒に指示を出して、罠の作製や作戦会議をしている。

　すっごくノリノリで楽しそうに見えるのは気のせいか？

　次の日も軽い足取りで掃除や罠の設置を頑がん張ばっているデュラハンだったが、またも衝しよう撃げきが古城を揺るがす。

　デュラハンが飛び出すと……そこには新たに崩ほう壊かいした城の壁。そして、さっきの衝撃で配置した罠も壊こわされたようだ。

『ま、まだ凝こりてないだ、と……』

　手からこぼれ落ちた頭がころころと地面を転がったところで映像が消えた。

　俺達は黙だまったままソファーに座っている。全員が俯うつむいて何も言わない。

　ゆんゆんに至っては顔を手で覆おおって、大きなため息を吐いている。

「……魔王軍攻略の参考になったか？」

「「ノーコメントで」」

　魔王軍相手とはいえ爆裂娘の所業に思うところがあったようだ。

「あの、でも、いいところもあるんですよ？　ええと、その、お金に厳しかったり、何でもよく食べたり……」

　ゆんゆんが慌ててフォローを入れているが、どっちが魔王軍か分かったもんじゃねえな。

　リーンは板が浮うかんでいたところを、映像が消えた今も眉まゆ根ねを寄せて睨にらんでいる。

「どうしたんだ？」

「さっきさ、デュラハンがこの部屋にいたんだけど、壁かべ際ぎわの柱の付近で何かやっていたのよ。たぶん、ここの柱だと思う」

　リーンが部屋の隅すみの円柱を念入りに調べている。

　俺も興味があるから後ろから見守っているが、ただの柱にしか見えない。

「こういう時、盗とう賊ぞくが仲間にいると便利なんだけど……。ここだけ埃が積もってないわ。最近誰だれかが触さわったのかな。なんか出っ張りが、えいっ！」

　がたっ、と音がしたかと思うと、柱の手前にあった床が横に移動して下りの階段が姿を現した。

「これは、隠かくし通路か。ここが城ならば、そのようなものがあっても不思議ではないな」

「そうですね。いざという時の避ひ難なん路ろや隠し部屋へ繫つながっている場合も」

　いつの間にか背後に立っていた二人が、隠されていた階段を見て特に驚く事もなく納なつ得とくしている。

「うわー、最近読んだ小説みたいですよ！　焼け落ちる城から姫ひめと近衛このえ騎き士しの二人が手を取り合って決死の逃とう避ひ行こうを！」

　夢見がちなゆんゆんは無視するとして、階段の奥を覗き込む。

　灯あかりがないので殆ほとんど見えないが、かなり深そうだ。

「デュラハンがここを利用していたとなると、魔王軍の資料やお宝が隠してあっても不思議じゃねえ！　金銀財宝が理想だけどよ！」

　思わぬところで臨時収入のチャンスが！

　ここで一ひと儲もうけできれば、暫しばらくは金に困らねえぞ。

「ならば、行くしかあるまい！　ここで貴重な情報を手に入れれば、イリス様もきっとお喜びになる！」

「手て柄がらを立てたら地位向上と、特別な報ほう奨しよう金を国王様からいただけるかもしれませんね！」

　クレアとレインは突とつ入にゆうに迷いがない。

「わ、私もちょっと興味があります！」

　ゆんゆんはおずおずと手を挙げて進むのに賛成と。

「うーん。あんまり危険な真似を貴族のお二人にさせるわけにはいかないんだけど、引きそうにもないわよね」

「そういうこった。ランタン準備して行くぞ」

　リーンが渋しぶ々しぶなのはいつもの面子メンツじゃないからだろう。ここにキースやテイラーがいたら頼たよりになるんだが、今は仕方がない。

「俺が先頭で行くから、あんま音立てんなよ」

　いつもなら重装備のテイラーの役割だが、俺が代わりにやるしかない。

　それに先頭なら金目の物を見つけた時に、真っ先に手に入れられるからな！

　ランタンに火をつけて、照らしながら慎しん重ちように階段を下っていく。

　順番は先頭から、俺、リーン、ゆんゆん、少し離はなれてレイン、クレアと続いている。

　通路の壁や天井は石造りで頑丈そうに見える。らせん状に下に続いているって事は避難路ではなく、隠し部屋の可能性が高そうだ。

　そうなると、やっぱ宝を期待するよな。

「もし、宝があるなら、どんなのがあんのかね」

　ずっと下っているだけで暇ひまだったから、振り返って話題を振ってみる。

「魔王軍の幹部なんだから武器防具の類たぐいじゃないの？」

「かあー、夢がねえなリーンは。ゆんゆんはどう思うよ？」

「えっと、デュラハンさんが人間のお友達を隠しているというのはどうでしょうか。秘密の場所で少女を匿かくまっているというのは……」

　本当にそんな事をデュラハンがやっていたら、怪あやしい事が目的の拉ら致ち監かん禁きんにしか見えねえよ。

　見た目からして地下室に誰かを閉じ込めるのは似合いそうだが。

　らせん階段を下りきると円形にくり貫ぬかれた空間にたどり着いた。壁際には扉とびらが一つだけあって錠じよう前まえも取り付けてある。

　耳を澄すますが扉の向こうから物音は聞こえない。生物はいないようだ。

「盗賊はいねえから、強ごう引いんにいくか。一応警けい戒かいしておけよ、モンスターや罠があるかもしんねえからな」







　錠前を破は壊かいしてゆっくりと扉を開けると、そこには──黒のタキシード姿で仮面を装着した悪あく魔まが玉座のような椅い子すに座っていた。

「フーハハハハ！　よく来たな勇者一行よ！　その予想外の展開に期待を裏切られたガッカリによる悪感情、中々の美味である！」

「バニルさん!?」

「……何やってんだ、旦だん那な」

　椅子から立ち上がってのけ反っている旦那に冷めた視線を注ぐ。

　予想外の展開過ぎて驚おどろきを通り越こして妙みように冷静になっている。

「うむ。この古城は所有者がおらぬ空き家と聞いたので、我わが輩はいの目的である最高のダンジョンに使えないかと前々から何度か見学にやってきていたのだ。この隠し部屋はその際に見つけたものでな。地下室の適度な湿しつ気けと涼すずしさが食料品の保存にもってこいなので、倉庫代わりに利用している」

　だから椅子の周りに宝箱みたいなのが積み上げられているのか。

「ええと、バニル殿どのですよね。お久しぶりです」

「以前は世話になった」

　レインとクレアはそういや旦那と面識があったな。初めて会った時に旦那と一緒にいたのを今思い出した。

「地味で存在感のない娘と、主あるじに手を出したいが忠誠心が邪じや魔まをしてギリギリのところで踏ふん張っている娘ではないか」

「地味……」

「そ、そんな事はないぞ！　私は主として慕したっているだけでやましい気持ちは、み、微み塵じんもない！」
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　落ち込むレインと慌あわてふためているクレア。

　絶対噓うそだ。こいつのイリスに対する接し方は甘いだけじゃなく、色々と怪しい。

「バニル殿は一体何者なのですか？　ただ者ではないと思っていましたが、こちらの方々と面識があるようですが冒ぼう険けん者には見えませんし」

　クレアのもっともな問いに対し、旦那は自分の顎あごを手で撫なでながらニヤリと笑う。

「我輩はハチベエだと我が主が言っていたではないか。それ以外の説明が必要かね？」

「そう、でしたね。失礼しました」

　それで納得するのか。

「旦那、ハチベエって何だ？　それに主って」

「秘密である。誰にも一つや二つ話せない秘密があるものだ。そうであろう……過去を秘ひ匿とくするチンピラ冒険者よ」

　最後の部分は俺だけにしか聞こえない声で囁ささやくように言う。

　そう言われたらもう何も言えねえじゃねえか。

「ここに来たのも何かの縁えんだ。それに娘が多いのも都合が良い。我輩が開発した新商品を買っていかぬか？」

　旦那は宝箱もどきの蓋ふたを開けると小さな紙箱を取り出した。

　箱には大きな文字で『やせ薬』と書いてある。

　これって、あれだよな。安楽少女の実を素もとにした……。

「この商品は食べても食べても太らない夢のような食品でな。太らないのに腹が膨ふくれ美味という最高の食品である！」

「バニル殿は商人なのですか？　騎士を軽々と蹴け散ちらすような力をお持ちなのに!?」

「以前、別れる際に相談屋で魔ま道どう具ぐ店のバイトだと仰おつしやっていたような……」

　レインが過か剰じように驚き、クレアが腕うでを組んで首を傾かしげている。

「ある時はハチベエ、ある時は相談屋、またある時は魔道具屋のバイト。それが我輩である！」

　その説明じゃ、ただの怪しい人としか思えねえ。

　加えて大悪魔とかもつくから更さらに怪しい。

「それはさておき、今ならサービスするので購こう入にゆうしてはどうだ。お茶会と称しようして主から提供される茶ちや菓が子しを食べ、身辺警護で外にあまり出なくなり運動不足でお腹なか周りが気になり始めた者には最適の品であるぞ」

「うっ」

　レインとクレアが同時に声を漏もらして一歩後退する。

　心当たりがあるみたいだな。

「魅み力りよく的ではあるが、本当にそんな都合のいい食品があるとは思えぬ」

「そうですよね。もし本当なら、そりゃ欲しいですけど……」

　魅力は感じているが、購入の一歩が踏み出せないようだ。

　旦那はすっと顔をリーンに向ける。ターゲット変へん更こうか。

「お主らはどうだ。最近、懐ふところに余よ裕ゆうがあって冒険をサボっているというのに、いつもと変わらぬ量の食事をしておらぬか？　ちゃんと食べた量のエネルギーを消費しておるのか？　裸ら体たいを見せる相手がいないからといって油断しているのではないか？」

「はうっ！　そ、そんな事はないわよ」

　よろめきながら腹に目をやったら説得力がねえぞ、リーン。

　旦那は満足そうに頷うなずくと、今度はゆんゆんを見た。

「わ、私は何を言われても買いませんよ！」

「この商品はまだ売り出していないので話題性はないが、瞬またたく間に大ヒット商品になるのは間ま違ちがいない。すぐさま品しな薄うすになり、欲しがる娘むすめどもが街中にあふれる事になるであろう。そんな時にこの商品を所有している者がいたら、どうなると思う？」

「そ、それは、譲ゆずって欲しがると思いますけど……」

「そうであろう！　自分は使わずとも箱買いをして商品を所有しているだけで、娘が群がり大人気間違いなしだ。友達が湯水のように増えるのは疑いの余地がない。今なら友達価格で特別に安く譲ろうではないか」

「と、友達……」

　ゆんゆんがふらふらと旦那の方に歩いていく。

　ありゃダメだな、術中にはまりやがった。

　やっぱ旦那は商売がうまい。あの貧びん乏ぼう店主のウィズと組まなければもっと大おお儲もうけできると思うんだが、何か考えがあるのかね。

「そんな都合のいい物があるのかという疑問も分からぬでもない。ならば試供品を一口食べてみるがいい。さあ、どうぞ」

　箱から中身を取り出すと、一口サイズの饅まん頭じゆうに旦那の仮面が焼き印されている。

　デザインはどうかと思うが別におかしな感じはしない。

　女性陣じんは商品をじっと見つめるだけで誰だれも手を伸のばさない。気持ちは分かる。正直、胡う散さん臭くさいからな。

「やれやれ、警戒をしておるのか。安全性は確保されているから安心するがいい。無能店主に食わせたところ大好評であったぞ。今では毎食前に必ず一個は欲しがる食いつきようでな。全部食べられる恐おそれがあったので、ここに保管する事を決めたぐらいだ」

　旦那の説明を聞いて女どもの眉まゆ根ねが寄る。不信感が増しているようだ。

　今の説明を信じるなら、病やみつきになる効果って安楽少女の実の成分だよな。……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？

　警戒はしているが興味もあるみたいで、差し出された商品を睨にらんで唸うなっているリーン達から離はなれ、旦那の隣となりに立って耳打ちをする。

「……旦那。マジで人体に無害なんだよな？」

「それは実験済みである。これが欲しくて欲しくてたまらなくなるだけで少々依い存ぞん性はあるが問題はない。幻げん覚かく作用の取り除きにも成功しておるぞ。食べたら瘦やせるのも噓ではないが、栄養価は増やしておるので飢うえ死にはあり得ぬ。一週間ほど我が慢まんすれば依存もなくなるので安心するがいい」

　それだったら問題はないのか……いや、あるだろ。

　少し不安が残るが、旦那は人を騙だますのは好きだが人を殺したりはしないからな。そこは信用していい。

「理想としては街中に知れ渡わたり、多くの者が病みつきになった後に品切れを通達。五日後に追加分が手に入ったと触ふれ回り、街中の娘が押し掛かける。そこで商品を山積みにした状態で販はん売ばいを開始しようとした直後に、謎なぞの大だい爆ばく発はつで商品が粉みじんとなる。最高の悪感情が大量に得られるとは思わぬか？」

「悪感情は手に入るかもしれないけどよ、街中の女を敵に回して無事に済むとは思えねえんだが……」

　女の美しくなりたいって執しゆう念ねんは凄すさまじいからな。

　こんな事をやったら殺されても文句は言えないぞ。

　ちらっと商品に目を向けると、あきらめきれないのかまだ迷っている女性陣がいる。

「何を悩なやんでいるのかは知らぬが、買わぬのであれば他ほかの者に売るとしよう。欲しがる者はいくらでもいるのでな」

　旦那が商品を片付けようと手を伸ばすと、がしっとその手を全員から摑つかまれた。

「それは待ってもらえないだろうか。よ、よーし、腹を括くくろうではないか！　私はこれを食べるぞ！」

「わ、分かりました。私もご一いつ緒しよしますよ、クレア様！」

「じゃあ、あたしも食べよっかな」

「そ、それなら、仲間外れは嫌いやですから、私も食べます！」

　手を伸ばして饅頭を手に取ると、全員が顔を見合わせて同時に口にした。

　もぐもぐと咀そ嚼しやくしてごくりと吞のみ込んだ。

「「「「美味おいしい！」」」」

　食べた全員が声を揃そろえて叫さけぶ。

「くどくない甘さと口の中に広がる芳ほう醇じゆんな香かおり。喉のど越ごしもいい！　それに一個しか食べていないというのに適度な満腹感がある！」

　クレアが目を輝かがやかせて絶賛している。

　日ひ頃ごろから良いものを食っている貴族が手放しで絶賛するのだから、相当旨うまいんだろうな。

　俺も興味があるにはあるんだが……。

「ああ、止まらない。美味しすぎて手が手が」

「何これ！　ヤバい、止まんない」

「めぐみんにも食べさせてあげたいけど、まずは私がちゃんと食べて教えてあげないと」

　奪うばい合うように次から次へと商品に手を伸ばす女共を見て、やめた。

　生者に群がるアンデッドのようにしか見えねえ。本当に大丈夫なのかこれ。

「ええい、これ以上は有料だ！　商品を勝手に開けようとするでない！　欲しいのであれば金を払はらうがいい！」

　リーン達は試供品を食べ終えると商品が詰つめ込まれている箱に手を突つっ込もうとして、旦だん那なにけん制されている。

　結局、ゆんゆんとリーンはいくつか購入している。

　クレアとレインに至っては箱買いをした。

「やはり我わが輩はいの目もく論ろ見みは正しかったようだ。お得意様の二人には主あるじが喜ぶであろう、特別製のバニル仮面をプレゼントしようではないか。上客を連れてきた礼に、貴様も受け取るがいい」

　旦那が顔につけている物と同じデザインの仮面を手て渡わたされた。

「あっ、いいなー」

　ゆんゆんが羨うらやましそうに、俺がもらった仮面を見ている。

　これって意外と人気商品って話だったな。金に困ったらゆんゆんに売ろう。

「イリス様はお喜びになるだろうが、渡していいのだろうか。あの一件から義ぎ賊ぞくをやたらと褒ほめるようになったので、悪化しないか心配なのだが」

「そうですよね。立場としても問題がありますが、近ちか頃ごろは好きをこじらせて盗とう賊ぞくの技能を学ぼうとしているみたいですし」

　一国の王女が義賊に入れ込んでどうすんだ。教育係のお前らが本気で止めないとやばくないか。

　……その義賊ってのは最近耳にするようになった、悪い噂うわさのある貴族しか狙ねらわない銀ぎん髪ぱつの二人組だよな。確かバニルの旦那の仮面と似たようなので顔を隠かくしているとかどうとか。

　前に爆ばく裂れつ娘むすめとゆんゆん達がその義賊を応おう援えんする盗賊団を作るとか言って、俺を勧かん誘ゆうしようとした一件があった。

　あの時にもイリスがいたが……なるほど。ようやくこいつらの繫つながりが見えてきたぞ。

　この後は冒ぼう険けんもどうでも良くなったようで、テレポート屋まで商品の詰まった箱を軽々と旦那が運んで依い頼らいは完かん了りようした。

　金はきっちり払われたので文句はないが、あいつらはあれで満足なのかね。旦那の商品の事しか頭にない気がする。

　リーンもゆんゆんも購入した商品をもって、さっさと帰っていく。

　俺も帰ろうとすると旦那に呼び止められた。

「これは爆売れ間違いなしであるな。人手が足りなくなるのは間違いない。給金を弾はずむので手伝う気はないか？」

「あー、旦那には悪いが金もらったからしばらくは遊んで暮らしたいんだよ」

「そうか、それは残念であるな。商品の店員割引や優先的に購入できる権利を与あたえようと思っていたのだが。娘どもに大人気となり売り切れ必至の商品を、いち早く手に入れられる男がいると知れば黙だまっておらぬであろうに。残念だが強制は好まぬのでな」

「水みず臭くさい事はなしだぜ。俺と旦那の仲じゃねえか、手伝うに決まってんだろ！」

　旦那の手を力強く握にぎり、契けい約やくが成立した。

　魔ま道どう具ぐ店に荷物を運ぶのを手伝うと、ウィズが気を利きかせてお茶を入れてくれる。

「どうせなら安物でもいいから酒ねえか？」

「お酒ですか？　ええと、どこかにあったかしら」

「相変わらず図ずう々ずうしいチンピラであるな。酒など出さなくてよい、アルコールが欲しいのであれば消毒液でも与えればよい。それよりも、ここに置いていた新商品がないようだが」

　旦那が商品棚だなの上の方を覗のぞき込んで何かを探している。

　ウィズが視線を彷徨さまよわせて挙動不ふ審しんになってきたところで、全すべてを察して俺は立ち上がった。

　どうせまた何かやらかして今から怒おこられる。

「旦那、商売の話は明日あしたまた聞きに来るぜ」

　巻き込まれる前にさっさと立ち去る事にする。

　ウィズが涙なみだ目めで俺に行かないでと訴うつたえていたが無視をした。美人の頼たのみ事はできるだけ聞いてやりたいが、旦那を敵に回すほど無む謀ぼうじゃねえ。

　扉とびらを閉めると、

「ここの二対ついの仮面をどこにやった！　あれは装着者の精神を入れ替かえる事が可能な特別製の……」

　旦那の怒ど鳴なり声が聞こえてきたので、足早に魔道具店から離れていく。

　背後が一いつ瞬しゆん明るくなったのは、きっと旦那が目から謎の怪かい光こう線せんを出したからだろう。

　心の中で黒くろ焦こげになっているはずのウィズに手を合わせてギルドの酒場へ急ぐ。

　今日は思う存分、飲みまくるぞ。金には困ってねえからな！




　　　　６




　視界がぼやけて見える。

　目の前に靄もやがかかったみたいで、自分がどこにいるのかも分からない。

　それに見える範はん囲いが狭せまい気がする。まるで仮面でも被かぶっているかのような……。

　顔に手をやると硬かたい感かん触しよくがあった。

　あっ、そうか。確かぐてんぐてんに酔よってベッドに寝ねころんだ、までは覚えている。

　灯あかりが眩まぶしかったが消すのも面めん倒どうだったから、アイマスク代わりに旦那にもらった仮面をつけて寝た、ってところか。

「それはアイリス様への土産みやげではないか。レインが被ってどうする。まあいい、それを付けた方がアイリス様も話を聞いてくれるかもしれぬからな。早く行くぞ」

　この声はクレアか？

　何でクレアが俺の部屋に……。それに今、アイリスと言ったよな。俺にばらしたら色々問題にならないか。

　そう思いながらもぼーっとした頭でクレアの後を追う。

　視界が徐じよ々じよにはっきりしてきて辺りの様子が分かり始めた。

　足あし下もとには高価そうなふかふかの絨じゆう毯たんが敷しき詰められた廊ろう下か。

　視線を上にやると天てん井じようが高く、無む駄だに豪ごう華かな飾かざりつけをされたシャンデリアがぶら下がっている。

「はあっ!?　どこだここ？」

「急に間ま抜ぬけな声を出してどうした。酒も飲んでいないのに酔っているのか。説明するのもバカらしいがここは王城に決まっておるだろう」

　……はい？

　一気に血の気が引くと同時に辺りの景色が鮮せん明めいになる。

　廊下に無造作に飾られているいかにも高級な調度品の数々。先が見えないぐらいに長い廊下。

　窓の外は暗いのだが民家から漏もれる灯りが、空に浮うかぶ星のように輝いている。

　あー、城から城下町を眺ながめたら夜景はこんな感じなのか。

　……妙みように生々しいけど夢だよなやっぱ。

「どうしたのだ、レイン。アイリス様がお待ちだ。呆ほうけている暇ひまなどないぞ」

　つまり俺は今、レインになっているという設定か。

　あれだな。覚えてないけど酔っぱらった勢いでサキュバスの店に行って、今日あった事をロリサキュバスに話して淫いん夢むを頼んだ、ってオチか。

　湖でヌードをしっかり見られなかったのが惜おしかったからな。それを悔くやんでこいつらがエロい目にあう夢が見たかったと。

　我ながら名推理じゃねえか。だてに毎回酔っぱらってやらかしてないからな。

　となりゃ、役を演じて楽しませてもらうぜ。ロリサキュバスの淫夢のレベルがどんだけ上がったか審しん査さしてやるか。

「待ってください。クレア……様」

　こんな感じだったよな、レインの話し方って。

　廊下を進んでいくと見るからに高そうな扉の前で足を止めた。ここがアイリスの部屋か。

　しっかし、ロリサキュバスは王城の内装なんてどこで調べたんだ。廊下のデザインや装そう飾しよく品も細かいところまでよくできている。

　あーあれか。今日行った古城みたいな場所を下調べでもしたのか。だとしたら、やるじゃねえか。評価プラス十点だ。

　扉の前に立った状態でクレアは喉のどを擦こすって足あし踏ぶみをしているだけで、それ以上の行動を起こそうとしない。

　アイリスに声を掛かけようとしているようだが、へそを曲げられたと言っていたから躊ちゆう躇ちよしているようだ。

　こういう心境が見て取れる演出にも手を抜ぬいてない。いきなりエロい展開から始まるのも悪くねえが、回りくどい演出も嫌きらいじゃないぜ。プラス五点だ。

　俺が毎回ダメ出しをしてきた甲か斐いがあるってもんだ。弟で子しの成長を喜ぶ師し匠しようってのはこんな感覚なのかね。今日はお前の本気を見せてもらう！

「アイリス様にお声を掛けなくて良いのですか？」

「分かっている！　だが、口を利きいてもらえなかったらと考えると……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。アイリス様も少し拗すねているだけです。クレア様の声を聴ききたいと思っているはずですよ」

　優やさしく微笑ほほえみながらクレアを励はげます。

　……どうだ、この演技！　冒険者にしとくのは惜しい、自然な演技だったろ。

　ロリサキュバスが最高の舞ぶ台たいを提供してくれるなら、俺もレインになりきって最高の演技でもって応こたえてやるよ。

「そ、そうか。そうだな。よっし！　……アイリス様、クレアです」

　扉を叩たたいてアイリスの名を呼んでいる。

　しばらく沈ちん黙もくが場を支配していたが、

「なんですか……」

　少し不ふ機き嫌げんな声が扉越ごしに聞こえた。

　怒っている感じはするが、どっちかというと子供が拗ねているだけだな、これは。

「先日は出すぎた事を言いました。反省しております」

「では、お兄様と会うのを賛成してくれるのですね」

「それはダメです。あの男は教育によくありません！」

「クレアなんて嫌いです！」

　そこはきっぱり断るんだな。

　おいおい、クレアが床ゆかに崩くずれ落ちて絨じゆう毯たんを引っ搔かいてんぞ。

　これはレイン役の俺がフォローを入れて好感度を上げて、後のエロい展開への伏ふく線せんを張っておいてやるか。

「アイリス様。実は今日アクセルの街に行ってきたのですよ」

「えっ、アクセルの街に!?　本当ですか！」

　ドンッと扉に何かがぶつかる音がした。アイリスが驚おどろきすぎて頭でも打ったのか。

「はい。クレア様はいつかアイリス様に冒険者の真似まね事ごと……経験をして欲しいと、私と一いつ緒しよに下調べに行ったのですよ」

「冒険者に！　……噓うそじゃないですよね？」

「本当ですよ。ねえ、クレア様」

「はい、そうですよ！　今は隣りん国ごくエルロードの一件がありますので外出されるのは問題がありますが、それさえ片付いたら少しは自由が利くと思いますので」

　扉が少しだけ開くと、そこから顔を覗かせたアイリスが上うわ目め遣づかいでじっとクレアを見ている。

「絶対に……約束ですよ？」

「もちろんです！　シンフォニア家の名に懸かけて誓ちかいます！」

「じゃあ、許してあげます」

　扉を開いてにっこりと微笑むアイリス。

　無む邪じや気きでありながらどことなく気品を感じる。そんな笑え顔がおを間近で見たクレアはよろめいている。

「はあはあ、このあふれ出る感情はなんだっ」

　……欲情って言うんだよ。

　ほんと貴族ってろくなヤツがいねえな。

「あっ、そろそろお風ふ呂ろの時間ですね。ずっと部屋にこもっていたので、すっかり忘れていました」

　おっとここで定番の風呂イベントか。

　エロい演出にはつきものだよな。脱だつ衣い所で男女が遭そう遇ぐうする展開や、どっちかが先に入っているのに気づかずに混浴する流れになる。

　定番中の定番だが、これはマンネリではなく王道。避さけてはいけない道だ。

　分かっているじゃねえかロリサキュバス。更さらに二十点プラスしておくぞ。
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「そうです。久しぶりに一緒にお風呂に入りませんか。アクセルの街で冒ぼう険けん者の仕事を経験してきたお話をしたいので」

「いいですね！　レインがその素す敵てきな仮面を被っている理由も話してもらえるんですよね」

「バニル様と再会したお話もたっぷりしますので」

「では、早く行きましょう！　クレアも壁かべ際ぎわでプルプルしてないで行きますよ！」

　アイリスがクレアの手を握にぎって引っ張っていく。

　恍こう惚こつとしたヤバい表情のクレアが俺に振ふり返ると、親指を立てて最高に緩ゆるんだ笑顔を見せた。

　これで下準備は整った。これで今はレインである俺も一緒に入浴できる。

　浮かれている二人を追って脱衣所に入ると、もう二人は脱ぬぎ始めていた。

「ちょっ、ちょっとクレア。くすぐったいってば」

「女同士じゃないですか。は、恥はずかしがらずに。ハァハァ、は、早く」

　身をよじって笑っている少女に鼻息荒あらく迫せまるクレア。

　完全に不ふ審しん者以外の何物でもない。が、今は感謝する。

　若い女がくんずほぐれつ脱がし合いをしている現状を、見み逃のがす男はこの世にいないと断言する！

「一人で脱げますから！　じっと見ないでください」

「そ、そうですか。では、私も脱ぎますから！　それなら平気ですよね！」

　アイリスもクレアも俺の目の前で大だい胆たんに脱ぎ始めた。

　白スーツで日ひ頃ごろは体型がいまいち分かんなかったが、いいもの持ってんじゃねえか。

　上着を脱ぐと思ったよりも立派な膨ふくらみが、服をぐっと持ち上げているのが分かる。

　アイリスは脱ぎながらガン見しているクレアを気にしつつ服を脱いでいく。

　傷一つない陶とう器きのような白い肌はだ。ちょい若すぎるが将来有望そうだ。幼女趣しゆ味みのあるヤツらなら興奮するかもしんねえが、俺としてはやっぱ大人の体を優先だな。

　そんな事を考えている間に、二人がタオルを巻いて浴場に繫つながる扉とびらを開ける。

「さあ、これで二人の邪じや魔まをする布切れは消えました。裸はだかと裸のお付き合いですね！」

「目つきが怖こわいのだけど……。何をしているのですか。服を着たままだと一緒に入れませんよ？」

　いつまでも服を着たままの俺を見て、アイリスが早く脱ぐように急せかしてくる。

　俺が脱がないのが気になるというよりは、クレアと二人きりで風呂に入るのが怖いのだろう。

「分かった……りました」

　ここで脱いでおかないと怪あやしまれるからな。今はレインである事を思い出して、丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいを意識して慎しん重ちように発言をする。

　女の服を着た経験がないので脱ぎ辛づらいな。それに旦だん那なにもらった仮面をつけたままだから、視界が限定されてちょっと見えにくい。

　この仮面は話のきっかけで付けているって演出だから外せばいいのか。このレインの体もじっくり観賞したいからな。まずはこの仮面を──
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「えっ？」

　喧けん騒そうが聞こえる。

　見慣れたギルドの酒場でバカ面づらをした連中が酒盛りをやっていた。

　はあああっ!?　あの場面で夢から覚めたのか？

　ちょいちょいちょおおおい！　一番いい場面だっただろ！

　おいおい、酒飲んで居い眠ねむりしている時に見せんなよ。ちゃんと部屋に戻もどってから見せるべきだろうが。

　いや、でも、酒飲んで宿屋の部屋に戻った記き憶おくがあるんだが。あれも夢の演出か？

　まさかこれも夢の続きってオチじゃねえよな。

　試ためしに自分の頰ほおを殴なぐってみたが、痛い。こっちは現実で間ま違ちがいない。

「いきなり、顔面殴ってどうしたんだ？　気は確かか」

　変な事を言ったのはテイラーか。

　こいつも結構酔よっているみたいで顔が赤いな。

「今いま更さら、噓だってのはなしだぜ。もう前金を払はらった後だからどっちにしろ無理だろうけどよ」

　キースは俺の肩かたをバンバン叩いて上じよう機き嫌げんだ。

　リーンはいないようだが、仲間と顔見知りの冒険者と一緒に酒を飲んでいる場面みたいだな。

「あー、妙みような夢を見ていてな。バニルの旦那の仮面を付けて……」

「その仮面なら今も付けてんじゃねえか」

　キースに顔面を指差されたので手を持っていくと仮面があった。

　外して机に置いてじっと仮面を見つめる。

　何だ、このもやっとした感じは。ええと、俺は酔っぱらって宿屋に戻って寝ねたら、王城に居た夢を見た。

　そんでもって夢から覚めたら、ここに居たと。

「なあ、俺っていつ酒場に来たんだ？」

　素そ朴ぼくな疑問を仲間の二人に投げかける。

「今日のダストはひと味違って面おも白しろいじゃねえか。俺達が酒のみに来たらダストは酒飲んで帰った後って聞いたんだが、赤ら顔で仮面を付けたお前が戻ってきて挙動不審だったからよ、ここに呼んで一緒に酒飲んだんだろ」

「初めは妙に丁寧で女口調だったから不気味だったぞ。今度から酔った時は気を付けた方がいい、変に思われる。それからも、酒を飲み始めたら上機嫌になって『あっ、これは夢なんだ！　前々から人に奢おごるという無む駄だ遣づかいをやってみたかったのですよ！』とか言って『今日の酒代は私が出す！』って宣言しただろうが」

　悪酔いしたのか。んんっ？　……テイラーの説明に変なところがなかったか。

「おい、今なんて言った」

「女口調だった──」

「そっちじゃねえよ。最後の方だ！」

「何だ急に。酒代は出すってところか？」

　訝いぶかしげにこっちを見るテイラー。

　キースも呆あきれた顔で俺を見ている。

　酒場の連中は次々とコップを空にしては遠えん慮りよなく追加の酒やつまみを注文していた。

「最近、気前がいいじゃねえかダスト。遠慮なくやってるぜ」

「メニューの上から順に持ってきてくれ！　人の金だと思うといつもより旨うまいぜ！　働かずに食う飯は最高だな！」

「一番高い酒頼たのむぜ！　今日は浴びるように飲むぞおおおっ！」

　おいおい冗じよう談だんだろ。こいつらが飲み食いした金を全部出したら、今日もらった報ほう酬しゆうが全部ぶっ飛ぶぞ。

「おい、こら！　もう飲むな！　おい、これ以上なんも持ってこなくていいぞ！　って、摑つかむな離はなせ！」

　俺は必死の抵てい抗こうをしたが前まえ払ばらいで渡わたしたらしい大金を全すべて消費されて、今日の収入はゼロどこか足りずにマイナスになった。





[image: 終章　あのお姫様に一夜の夢を]
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「旦那！　なんなんだ、この仮面は！」

　魔ま道どう具ぐ店に怒ど鳴なり込むと床ゆかにウィズが寝ていて邪じや魔まだったので、端はしの方に転がしておく。

　バニルの旦那は俺の突つき付けた仮面を見ると、額に手を当てて頭を振る。

「やはり、昨日渡した仮面がそれであったか。この無能店主は余計な事をしなければならない宿命でも背負っているのか」

　旦那が睨にらみつける先にいるのは、俺がさっきどけたウィズだ。

「一人で納なつ得とくしてないで教えてくれよ。この仮面は何なんだ？」

「それはとある魔道具を参考に思いついた品でな、二つで一組の仮面なのだ。同じタイミングで被かぶると精神が入れ替かわるという面白アイテムなのだが」

　つまり、俺の精神がレインの体に入って、俺の体にはレインの精神が入っていたって事か。

「昨日のは夢じゃなかったのか……。くそおおおっ！　そうと分かっていたらもっと色々できただろ俺！　胸揉もむとか色っぽいポーズを鏡に映すとか、イケメンの男を逆ナンして貢みつぐだけ貢がせて、その気になったところを罵ば倒とうしてふるとかよおおおっ！」

　あまりの悔くやしさに足の力が抜ぬけて膝ひざを突くと、床を拳こぶしで何度も殴る。

　あれが現実ならやりたい事はいくらでもあった。

「面白い出来事に遭そう遇ぐうしたようではないか」

「笑えねえよ！　この仮面のせいで稼かせぎは無くなるし、エロいのは中ちゆう途と半はん端ぱだったしよ！」

「苛いら立だちはそこに転がっている行き遅おくれにぶつけるがいい。そやつがお得意様へのサービス仮面と高級仮面を間違えて入れたのだからな」

　怒いかりをぶつける対象が白目をむいて黒くろ焦こげだからな。これ以上どうやって罰ばつを与あたえんだよ。

「さすがに、この状態だとなあ。でも、待てよ……。この仮面があればまたレインが知らずに被ったら中身が入れ替わって」

「残念ながらそれは無理なのだ。犯罪防止用に一回きりで二度と発動しなくなっている。かなり魔ま力りよくが高い者なら二回ぐらいは可能かもしれぬが、貴様には無理な話だ」

　一回こっきりのアイテムかよ。

　酒場での出費はレインを捕つかまえてどうにか払わせたいが、もう二度とあいつらに会う事はないだろうな。

　旦那に歯向かったところでいい事は何もないので、それ以上は何も追つい及きゆうしないで魔道具店を後にした。

　空になった財さい布ふをどうにかする前に腹を満たしたかったので、エリス教の炊たき出しを狙ねらうか雑貨屋のオッサンの弁当を盗ぬすむかで思案していると、ゆんゆんが喫きつ茶さ店てんに入って行くのが見えた。

　いいところにカモがいるじゃねえか。あいつなら店で土下座の一つでもしたら、文句を言いながらも奢ってくれる。

　俺も続いて店に入ると、窓まど際ぎわの席で落ち着きがないゆんゆんの姿が見えた。

　その隣となりには……爆ばく裂れつ娘むすめがいるじゃねえか。あいつは口うるさくて、ゆんゆんの保護者を気取っているから面めん倒どう臭くさいんだよな。

　今日はあきらめて帰ろうとしたが、ゆんゆん達の対面に座った二人組を見て気が変わった。遠くから見ても目立つ白スーツと、顔色の悪い地味な服装の女。

　クレアとレインが何の用だ。

「しっかりしろ、レイン。まるで二日酔いみたいに見えるぞ。昨日もあの仮面を被っておかしな様子だったが」

「すみません、クレア様。夢見が悪かったのでしょうか。夢の中で冒ぼう険けん者になって大量に酒を飲んだのはおぼろげに覚えているのですが……」

　口元を押さえているレイン。昨日の入れ替わりを夢だと思っているのか。

　この組み合わせに興味が湧わいたので、あいつらの視覚に入り込まないように注意を払いつつ移動して、後ろの席に陣じん取どった。

　ここなら話し声がもっとはっきり聞こえる。

「今日、お呼びだてしたのは他ほかでもない、アイリ……イリス様の事なのだ」

「めぐみん様、お久しぶりです。カズマ様はお元気でいらっしゃいますか？　今日は連れてきていませんよね」

「今日はだらだら寝て過ごすのに忙いそがしいそうなので、家で大人しくしていますよ」

　怯おびえながら質問するレインだったが、めぐみんの返事を聞いてほっと安あん堵どの息を吐はいている。クレアも同じように胸を撫なでおろしているな。

　……ここまで警けい戒かいされているのか。カズマはこいつらに何やったんだ？　今度酔わせて聞き出してみるか。

「それを聞いて心から安心しました。今日はお願い事がありまして。イリス様にとって、お二人はアクセルの街で一番仲のいいご友人だとお聞きしましたので」

「お友達だなんて、えへへへへ」

「気持ち悪い笑い方しないでくださいよ。イリスは友人ではなく団員で、私はお頭かしらですけどね。それに彼女とはライバルでもありますから。イリスは立場もわきまえずにワガママでも言って困らせているのですか？　最近こっちに遊びに来ないみたいですけど」

　こいつら全員アイリス繫つながりなのか。

　めぐみんの口ぶりだとアイリスの正体を知っているようだな。ゆんゆんは……知らんなこれは。

「お家のごたごたでただでさえ忙しい時に、隣りん国ごくからの使者がやってきていまして、イリス様は家を出られる状態ではないのですよ。それがなくても、簡単に抜け出されては困るのですが」

「イリス様が抜け出すのを手引きする者がいるとの情報は得ている。なぜかイリス様が姿を消す時は、王都の近くで爆ばく発はつ騒さわぎがあり人員が手て薄うすになるのだが……お二人に心当たりはないかな？」

　クレアの問いに、ゆんゆんとめぐみんの体が跳はね上がるように揺ゆれたな、今。

「そ、そんな輩やからがいるのですか。けしからん連中もいたものです！」

「う、うん。わ、私はなーんにも知りませんから、めぐみんに脅おどされたりしてませんよ？」

　冷や汗あせ流しながら口にする言い訳が下手すぎる。絶対にこいつら加担してるぞ。

　鳴りもしない口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かそうとしている姿は、不ふ審しんを通り越こして滑こつ稽けいだ。

「クレア様、その点についての追つい及きゆうはまた今度にしましょう。今日は頼む立場ですから」

　話の持っていき方がうまいな。これで爆裂娘とゆんゆんは断れなくなった。

　半分脅しみたいなもんだが、これも交こう渉しようの術すべだ。

「そのお願いなのですが、数日前までイリス様はちょっとした口論で機き嫌げんを害されてしまい、それ以来むすっとした顔で我々を避さけられていまして」

「頰ほおを膨ふくらませた顔が小動物の様で愛らしかったな」

「クレア様は少し黙だまっていてくださいね。昨晩の話し合いでなんとか機嫌が戻もどられたのですが、最近の心労でストレスが溜たまっているみたいだと、愚ぐ痴ちを我々にこぼしてくださったのですよ」

「教育係でもあり護衛でもある我々には気軽に話せない事があるようだ。そこでご友人である二人なら、イリス様の気分転てん換かんになるような方法をご存じではないかと」

　あんなガキでも王女としての責務があるんだろうな。

　自由の利きかないお姫ひめ様さまか……。

「ええと、イリスちゃんが何で不機嫌になったのか、教えてもらってもいいですか？」

「すみません、説明不足でしたね。お家の事情ですので詳くわしくは話せませんが、イリス様には優ゆう秀しゆうな兄上様がいらっしゃいまして、今は魔ま王おう軍との戦いで前線におられるのですよ。その間は第一お……長女であるイリス様が家の雑務を引き受けているような状じよう況きようでして」

「イリスの立場だと面めん倒どう事が多いでしょうからね。おっと、ゆんゆんには秘密でした」

「前から怪あやしいとは思っていたんだけど、私に何を隠かくしているの!?　イリスちゃんって常識外れなところとかあったし、貴族のお二人が教育係っておかしいよね!?　もしかしてイリスちゃんって……」

　一人だけ詳しい事情を知らないらしいゆんゆんが、めぐみんの肩かたを摑んで激しく揺らしている。

「世の中、知らない方が幸せな事もあるのですよ」

「そんな事を言われたら余計に気になるでしょ！　レインさん達も何か隠してますよね？」

「イリス様が秘密にされている事を、我々が言うわけにはいきませんので。それに知ってしまうと下手したら首が飛ぶ場合も……。それでも知りたいですか？」

　それを聞いたゆんゆんが、頭がもげそうなぐらい左右に振ふっている。

　レインが申し訳なさそうに頭を下げているが、ゆんゆんは知らない方が身のためだと俺も思う。

　王女だと知った日には緊きん張ちようしてろくに話せなくなりそうだ。

「お話を戻してもよろしいでしょうか」

「あっ、すみません。続きをお願いします！」

「それで、何かイリス様の興味のある事や好きな物を知っていたら教えて欲しいのです」

「うーん、冒険譚たんとかは好きでしたよ。カズマの話に聴きき入っていましたからね。自由な冒険者に憧あこがれているという話もしていたような」

「それは我々も知っています。いつか一日だけでも冒険者としてイリス様の望みを叶かなえられるようにと、まず我々が冒険者の仕事を経験したのだが。その節は世話になったな、ゆんゆん殿どの」

「そ、そんな。頭を上げてください！　私も楽しかったですから」

「私の知らないところで交友関係を広げてませんか？」

　爆裂娘は少し不ふ貞て腐くされた顔をしている。

　ありゃ嫉しつ妬とだな。いつも決けつ闘とうやらでもめてはいるが、実際は仲が良いのはアクセルの冒険者なら誰だれもが知っている。

「他にイリスちゃんが興味を持っていたのは……ドラゴンナイトの話かな。お姫様との結ばれる事のない悲ひ恋れんって憧れるよね」

「お姫様を誘ゆう拐かいして貴族の地位を失った無む謀ぼうなドラゴンナイトの話ですか。私には何がいいのかさっぱりですよ」

　それには俺も同感するよ。

「どうして、めぐみんはそうなの！　素す敵てきなお話じゃないの！」

　夢見がちな乙女おとめが好きそうな話題だが、爆裂魔ま法ほうにしか興味のないめぐみんは心底どうでもいいようだ。

　クレアとレインは微び妙みような表情だな。

「その話は貴族の間でも有名だ。イリス様は自分の身と重ね合わせているのだろう」

「クレア様、ドラゴンナイトであれば、今ちょうど王都に使者として隣国からやってきていますよね。それに乗せてもらえば夢がかなって気分転換にもなりませんか？」

「いや、それは危険ではないか。それに立場上、許される事ではないだろう」

　それからは、あれやこれやと色々な案が飛び交かっていたが、飯を奢おごってくれる空気ではなかったので俺はそっと店から出た。

「王女なんてやってたら、色々あるわな。そこは同情するぜ」

　誰に向けた言葉なのか自分でも分からずに呟つぶやくと、もやもやした気持ちを紛まぎらわすために酒場に向かった。




　　　　２




　でだ、今度は何事だ。

　酒場で知り合いを見つけられず、ツケも通用しないので不貞腐れて帰ってきてベッドに寝ねころびながらなんとなく、旦だん那なから貰もらった仮面を被かぶったらまた景色が変わりやがった。

　目の前に見えるのは仮面を付けた金きん髪ぱつの少女。

　服装は高級そうな寝間着に、なぜかベッドのシーツをマントのように首に巻いている。

　どこかで見た気がするが、仮面が邪じや魔まで識別が難しい。

「銀ぎん髪ぱつ盗とう賊ぞく団イリス参上です！」

　ばさっとシーツをマントのようになびかせ、鏡の前で妙みようなポーズを決めている。

　こいつはイリス、つまりアイリス王女か。

　また精神が入れ替かわったのかと思ったが、そうではないらしい。

　アイリスが自由に動けて、俺はまったく体を操作できない。精神が同居しているだけみたいだな。さらに俺の声も考えも相手には届かないで、ただ見ている事しかできないようだ。

「やっぱりこの仮面は格好良いですね。お兄様と一いつ緒しよにこの仮面を付けて義賊としての活動もやれたらいいのですけど」

　そう呟く声は寂さびしそうだ。

　王女が義賊になりたがる。普ふ通つうなら叶う事のない無謀な夢だ。

「そんな夢物語よりも、私は王女としてやるべき事がありました」

　部屋に置かれている机の引き出しを開けて、そこから書類を取り出す。

　机の上に並べた書類に目を通したアイリスは、額に手を当ててため息を漏もらした。

「やはり、このままではどうにもなりませんわ。エルロードのレヴィ様に頭を下げてでも資金援えん助じよをしてもらわなければ、魔王軍との戦いは……」

　さっき見ていた書類は各国からの資金援助額か。

　この国──ベルゼルグ王国は魔王軍と唯ゆい一いつ国境が重なっているので、ここが陥おちれば各国が危険に晒さらされる事となる。

　各国もそれを理解しているからこそ援軍を定期的にベルゼルグ王国へ送っているのだが、兵力が乏とぼしい国は代わりに資金援助をしている。その中でもっとも多くの資金援助をしていると言われているのが、確かエルロードだったか。

　あの国はカジノが有名な国で金持ちから大金を巻き上げて、かなりの富を得ていると噂うわさされている。

「婚こん約やく者である私が直接頼たのめば、資金の増額も受け入れられるはずです」

　これがアイリスを悩なやませている元げん凶きようか。

　婚約自体は王族としては珍めずらしくもなんともない。若くして政略結婚なんて王族に生まれた女の義務みたいなものだ。

　身分違ちがいの恋こいが成立する、なんてのは物語の中だけで、実際は王族の結婚に夢や希望なんてなまっちょろいものはない。

「お兄様は今いま頃ごろ何をしているのでしょうか。……周りに女性が多いので心配です。近くにいるからって、お頭かしらが積極的にアピールしているのは卑ひ怯きようだと思います！　……お兄様は私に婚約者がいると知ったら怒おこるのでしょうか。それとも嫉妬してくれるのかな……だとしたら、嬉うれしいな」

　頰に手を当てて照れているアイリスは年相応の女の子にしか見えない。

「あのドラゴンナイトのように、お兄様が私を連れ去ってくれたら。……国も何もかも捨てて、愛する人と共に国を離はなれた姫は何を考えていたのでしょう」

　あれはあの方に命令されて出しゆつ奔ぽんしただけだ。とアイリスに教えてやりたい。

「はあ……。ダメですね、こんなワガママが許されるわけがない」

　ワガママか。思うだけで行動に移さないあんたのはカワイイもんだよ。

　本当にワガママな王女ってのは、人の話を聞かないでくそ真ま面じ目めな騎き士しを引っ張り回して、自由奔ほん放ぽうに生きていたあの方のような事を言うんだぞ。

「王女である私が逃にげてしまえば、この国は魔ま族ぞくに滅ほろぼされてしまいます。そんな無責任な事などできません。……でも、あの姫とドラゴンナイトのように自由に空を飛ぶ事ができたら、こんな悩みなど吹き飛んでしまいそう」

　この小さな肩で背負うには大きすぎる責任と義務。

　押しつぶされずによくやっている。心からそう思う。

　王女はバルコニーに出ると、少し離れた中庭で眠ねむるドラゴンを見て寂しそうに笑う。

　そのドラゴンには騎き乗じよう用の鞍くらがついている。それも見慣れたタイプのものだ。

　これが噂のエルロードとは別の……隣りん国ごくからやって来た使者が乗っているドラゴンか。

「アイリス様。そろそろ入浴のお時間ですが」

「分かりました、すぐにまいります」

　この声はクレアだな。

　アイリスは扉とびらに歩み寄るが、仮面を付けたままだったのを思い出して足を止めると、もう一度鏡に自分の姿を映してから仮面に手を掛かけた。
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　意識が暗転して元に戻もどると宿屋の古ぼけた天てん井じようが見える。

　顔に手をやるとひびの入った仮面があった。どうやら使用回数をオーバーして壊こわれたようだ。

　さっきの現象はアイリスの王族としての膨ぼう大だいな魔ま力りよくが仮面に流れ込んだ事で、一時的に歪いびつな形で発動した、としか考えられない。

　王族に生まれた者の苦労。

　それを昔、嫌いやになるぐらい間近で見てきた俺には……。

「やめだ、やめ！　今いま更さら、思い出させんなよ」

　やっぱり、アイリスとは関かかわるべきじゃなかった。婚約に王女としての苦く悩のう。どれもこれも、あの御お方かたと重なってしまう。

　目を閉じると、一人の女性の姿が目ま蓋ぶたに浮うかんだ。

「リーンに頼んで酒を奢ってもらうか」

　今日ばかりは酒を飲まないと眠れそうにないので、ベッドから飛び起きると上着を羽織って外に出た。







　結局一いつ睡すいもできなかった。

　珍しくリーンが文句を言いながらも酒を奢ってくれたってのに、ちっとも酔よえないで気がつけば朝だ。

「ほんと、らしくねえな。ダチを捜さがして朝の一いつ杯ぱいでもたかるか」

　いつものようにギルドの酒場に向かい、ぐるっと店内を見回すとカズマはいなかったが、ゆんゆんとめぐみんを発見した。

　ゆんゆんの特等席になっている窓まど際ぎわで何やら大声で話し合いをしている。

　近くに座ったが話に夢中になっていて俺の存在に気づいていない。

「やっぱり、気分転てん換かんには散歩がいいと思うの！　お家うちに迎むかえにいって一緒にお買い物とかどうかな？」

「はあー。いいですか、前も言いましたがイリスの家はかなり厳重な警備をしているので、ちょっとやそっとでは抜ぬけ出せないのですよ。正面突とつ破ぱなんて無謀過ぎてお話になりませんよ」

「ねえ、普通に遊ぼうって誘さそったらダメなの？　なんで正面突破とか物ぶつ騒そうな言葉が出てくるの。やっぱり私に何か大事な事隠かくしているよね!?　私だけ除のけ者にしないで教えてよ！」

　涙なみだ目めで迫せまるゆんゆんの額に手を当てて、めぐみんが面めん倒どうそうに引き剝はがそうとしている。

　教えないのは半分嫌がらせで、もう半分はゆんゆんの事を思っての行動っぽいな。

「本当に知りたいのですか？　本当に教えてもいいのですか？　後こう悔かいしませんね？」

「えっ、そんな風に言われたらちょっと……怖こわいんだけど」

「聞きたいのでしたら構わないのですよ。後できっと聞かなかった方が良かったって泣いて後悔すると思いますけど、私は止めましたからね」

　急に優やさしい顔になると、ゆんゆんの肩かたを両手で力強く摑つかんで逃げられないようにしている。

　不ふ穏おんな気配を察したのだろう、必死になって逃げようとしているようだが逃がしてくれないようだ。

「ちょ、ちょっとまってめぐみん！　やっぱり、聞かなくてもいいかも」

「いいえ、聞いてください。いや、聞かせます！　今更謝っても無む駄だですよ！」

「やめて、やめてよ！　もういいから！　聞きたくないからああああ！」

　じゃれ合っている二人を眺ながめながら水を飲んでいると、隣となりに誰だれかが座った。

「あんたが女子を見ているだけで犯罪者っぽく見えるわよね」

「どういう意味だこら！」

　憎にくまれ口を叩たたいているのはリーンだ。

　いつもならセクハラの一つもかますところだが、昨日は酒を奢おごってもらった恩がある。今日は勘かん弁べんしてやろう。

「店員さん、サラダお願い」

「俺は酒と脂あぶらっこいの頼むわ」

「何さらっと便乗しようとしているのよ、奢らないからね」

「けちけちすんなよ。お前も肉食ったらどうだ。サラダばっかり食ってるから、そこが育たねえんじゃねえか」

　リーンの胸むな元もとをじっと見つめるが、やっぱ育ちが悪いよな。

　ゆんゆんなんてあの年で立派に実っているってのによ。

「いつかセクハラの被ひ害がい者しや集めて牢ろう屋やにぶち込んであげるわ。一応言っておくけど昨日のは奢ったんじゃないからね。貸しよ貸し」

「あっ、てめえ、ずるいぞ。昨日は奢りだって言ったじゃねえか！　胸だけじゃなくて器うつわまで小せえのかよ！」

「ダストにだけは言われたくないわよ！　……ねえ、あんた最近ちょっと変じゃない？」

　急に真ま面じ目めな顔になると、じっと見つめたまま俺に顔を近づけてくる。

　もう少しで額がぶつかるような距きよ離りまで迫ってきたので、とりあえず唇くちびるを尖とがらせてキスの準備をしておいた。

　リーンが微笑ほほえむと俺の視界には指先が徐じよ々じよに迫ってきて……眼球に触ふれた。

「ぐおおおおっ！　目め潰つぶししやがったぞ、こいつ！　普通は熱ねつ烈れつなキスをする場面だろ！」

「なんであんたとしないといけないのよ、唇がただれるわ。そんな事より、あの子達に手を貸してあげたら？　本当は気になっているんじゃないの？　ここ最近の様子が変なのも貴族の人達に会ってからでしょ」

　それが誰を指しているのかは聞くまでもない。

　紅魔族の二人の話題はどうやって連れ出すかという方法でもめているらしく、遠えん距きよ離りから爆ばく裂れつ魔ま法ほうで門を吹ふき飛ばして、そこから堂々とゆんゆんが名乗りながら乱入するという案を全力で却きやつ下かされている。

「あのまま放ほうっておいたら、とんでもない事をやらかしそうなんだけど」

「さすがに、本気ではやんねえだろ……やらねえよな？」

　自分で口にしておいて不安になって来た。

　めぐみんが勢い良く立ち上がってギルドから飛び出していくと、涙目のゆんゆんが「お願いだから、やめてえええっ！」と叫さけびながら追いかけていく。

「……見張った方がいいよね」

「……お、おう」

　アクセルの街で暴れるなら放置しても大だい丈じよう夫ぶなんだが、王都はちょっとした事で捕つかまるからな。

　捕まったところでアイリスが口くち利ききをすれば解放されるだろうが、これ以上悩み事が増えたら本気でヤバそうだ。

　本心を言えば保護者のカズマに全部放り投げたいが、呼びに行く暇ひまがない。

　二人はテレポート屋まで行くと迷いもせずに王都に向かった。俺達もリーンの金で後に続く。

「ねえ、これは貸しだからね。分かってる？　耳塞ふさぐな」

「大金が入ったら返すって、心配すんな。大船に乗ったつもりでいろよ」

「その船、老ろう朽きゆう化かして穴だらけでしょ。あんたとの口約束ほど信用できないものはないわ」

　ほんと口の減らねえ女だ。

　ここで言い合いをすると、爆ばく裂れつ娘むすめを見失いそうなのでぐっと我が慢まんする。

　肝かん心じんの二人組は一直線に城に向かっているのか。さすがに昼間から強きよう襲しゆうするほどバカじゃないだろう。そう思って、一定の距離を保って尾び行こうしていたのだが。

「よーし、この広場から撃うてば完かん璧ぺきです！　私が今から爆裂魔法で城の門を吹き飛ばしますから、あとは頼たのみましたよ！」

　バカだったか……。

　王都の大広場から城に杖つえを向けて詠えい唱しようを始める頭のおかしい子と、慌あわてふためいているだけで役に立たないボッチがいる。

「やめようよ！　絶対に怒おこられるから！」

「そんなもんで済むか！」

　詠唱中の爆裂娘の杖をひょいっと取り上げる。

「何をするんですか！　返してください！」

　俺が高く掲かかげた杖に手が届かないので、ぴょんぴょんと跳はねて奪うばおうとしている。

　こうしている姿はガキっぽくてカワイイもんだが、紅こう魔ま族って中身が全部こうなのかね。

　前にゆんゆんは紅魔族中では変わり者って言ってたが、他ほかのが全員爆裂娘みたいなノリの村があったら最悪だな。……いくらなんでも、あるわけねえか。

「お前ら、バカな真似まねはすんな」

「チンピラに言われる筋合いはないです！」

「ダストさんが言うと説得力が……」

　止めてやった恩を忘れた発言をする、ゆんゆんのこめかみを拳こぶしでぐりぐりしておく。

「ううっ、酷ひどいです。ダストさんにセクハラされました……」
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　わざとらしく泣き真似をしているゆんゆんは無視だ。

「何しに来たのですか。私達の邪じや魔まをするというのなら、いずれ紅魔族の長おさになるゆんゆんが黙だまっていませんよ！」

「そういう時だけ、私に譲ゆずるのやめてよ！」

「別に邪魔も止める気もねえよ」

「えっ、ちょっと止めないの!?」

「まあ聞けって。悪だくみをする時はもっと頭を使うんだよ。正せい攻こう法ほうなんてバカのやる事だ。人の裏をかいて、相手が本気で嫌いやがる事が何かを考える。それが一番効果的で効率がいいんだって」

　俺はそう言って口角を吊つり上げて笑う。

　こいつらはやり方が真っ直すぐで単純すぎる。どうせやるなら、もっと派手に楽しくやろうぜ。

「あんた、いつもの悪い顔してるわよ」

　そう言いながらも、リーンは少し嬉うれしそうだった。




　　　　４




　城に忍しのび込む役を買って出ると全員がジト目で俺を見たが、作戦を説明すると他に適役がいないと判断して渋しぶ々しぶだが納なつ得とくした。

　作戦に必要な準備が足りないので、一度俺だけアクセルの街に戻もどる。

　戻ってきたのは良いが、問題はあいつが見つかるかどうかだ。

　リーンは「簡単に見つける方法があるわよ」と言っていたが、本当にこんなやり方で見つかるのか。

「物は試ためしだやってみっか。すぅ──、今日は男同士、二人っきりで酒飲みてえなあー！　金持っている貴族のお坊ぼつちゃんでも奢ってくれねえかなー！」

　大通りで大声を張り上げて願望を口にしてみた。

　道行く人々が俺を指差して何か言っているが、今いま更さらこの程度で恥はずかしがるかよ。

「こんなんであいつが出てくるなら苦労は──」

「ダストさんではないですか。ハァハァ、お久しぶりですね」

「おわっ!?」

　なっ、いつの間に!?

　俺の背後に兜かぶとを被かぶった貴族の男が立っていた。

　……本当に現れやがったぞ。こいつは以前、サキュバスの店がヤバい時に手伝ってもらった貴族の男で、俺は兜野や郎ろうと心の中で呼んでいる。

　この時間なら大通りに面した酒場の近くでうろちょろしているって話だったが、まさか本当だったとはな。

「おう、久しぶりだな。息が荒あらいなら、その兜を脱ぬいだらどうだ？」

「い、いえ、これは大事な兜なので、ハァハァ、気にしないでください、ハァハァ」

「お前がいいなら、別にいいんだが……。おっとそうだ、ここで会ったのも何かの縁えんだ、ちょっと頼み事があってよ」

「何でしょうか！　どんな頼み事でも引き受けますよ！」

　俺の手をガシッと摑つかんだ手が汗あせばんでいる。

　息も切らしていたって事は、走っている最中だったのかもしんねえな。

「悪いんだがよ……」







　その日の夜。俺達は昼間にまとめた計画を実行に移す事となった。

　といっても単純な手口だ。

　俺は城の近くに陣じん取どって夜空を眺ながめている。

　あいにく空には分厚い雲が敷しき詰つめられていて、星の一つも見えない。

「そろそろか」

　時間を確かく認にんして呟つぶやくと同時に空に向かって赤い光が伸のびたかと思うと、光が弾はじけ轟ごう音おんを響ひびかせて大だい爆ばく発はつをした。

　かなり離はなれている俺のところまで爆風が押し寄せる。

　それを覆おおっていた雲は爆ばく裂れつ魔ま法ほうの威い力りよくで一いつ掃そうされ、満天の星が現れた。

　王都は治安がいいので街中で下級の魔法を撃つだけで大おお騒さわぎになる。そんな場所で爆裂魔法を撃てばどうなるか、決まっている。

　城門が開くと一いつ斉せいに兵士達が飛び出してきた。

「街中であのような魔法を放つとは、魔王軍の配下の者に違ちがいない！　見つけ次し第だい、殺しても構わぬぞ！」

　先頭に立って物ぶつ騒そうな指示を出しているのはクレアか。夜でも白スーツは目立つな。隣となりにはレインもいるようだ。

　予想通りの展開。このままだと、魔力を使い果たしためぐみんを担かついで逃にげている、ゆんゆんが捕まる恐おそれがある。

　こういう場合は指揮系統を混乱させるに限る。

「貴族様の屋や敷しきに銀ぎん髪ぱつ盗とう賊ぞく団が現れたそうよ！」

　裏路地付近から女の声が聞こえてきた。

　それも一人二人ではなく何人もの住民がざわついている。

　リーンがうまく話を広めてくれたようだ。

「おい、今日限定であの噂うわさのダイエット商品が売られているそうだぞ！」

「あの貴族と王族も御ご用よう達たしだという、大人気商品かよ！　こりゃ、早く行かないと売り切れちまう！」

　今度は真逆の裏路地から男二人の大声が響く。

　あれは詳くわしい事情も聞かずに手伝ってくれている、テイラーとキースの声だ。

　物好きな仲間だ、まったく。……酒ぐらいは奢おごらねえとな。

　その声を聴きいたクレアとレインが慌てふためている。

「こんな時だというのに、騒さわぎに乗じて現れたというのか！　兵達を分けるぞ。私は魔法を撃った者を捜さがす。レインは銀髪盗賊団を」

「分かりました、お気をつけ……クレア様。そちらは盗とう賊ぞく団の声が聞こえた方向と逆ではありませんか？」

「お、おや。方向を間ま違ちがえてしまったようだ」

　しらばっくれているが、ダイエット商品に反応していたのは確かだ。あの様子だともう食べきったのか。

　本当は三方向に分かれたいようだが、狙ねらい通りに追っ手を二つに分けるみたいだな。

　だがまだ甘い。更さらに混乱させるもう一手を残している。

　俺はふらっとクレア達の前に酔よっぱらった振ふりをして歩み寄った。

「あれー、いつぞやの姉ちゃんじゃねえか。元気してるかー」

「お前は、確かゴミクズだったか。なぜこんなところにいる。……いや、今はそんな事はどうでもいい。酔っ払ぱらいに構っている暇ひまはないのだ、そこを退どくがいい！」

「すみません、非常事態でして！」

　焦あせりと苛いら立だちを隠かくそうともしないな。

　それでも判断力がまだ失われていない。ここで更に混乱させるか。

「おっ、なんだ、忙いそがしいのかそりゃ悪かったな。ところで、カズマ見なかったか？」

　その瞬しゆん間かん、二人の顔から表情が消えたかと思うと、血の気が引いていくのが見て取れた。

「今、なんと言ったのだ？　カズマ殿どのがここに来ているというのか!?」

「噓うそですよね!?　クレア様がテレポート屋に通すなと厳命しているはずですよ！」

　一気に俺に詰め寄る二人。

　カズマの事を苦手にしているとは聞いていたが、ここまで効果てきめんだと笑っちまうな。

「あー、だから俺達と一いつ緒しよに来る時にフードを被ってたのか。変な格好しているとは思ったんだぜ」

「迂う闊かつであった。他ほかの冒ぼう険けん者と一緒に紛まぎれ込んだというのか……」

「ど、どうしましょう。カズマ様がアイリス様に合う目的でやってきたのだとしたら、この騒ぎにも関係している可能性が……」

「となると、城の警備を手て薄うすにするわけにもいかぬ。だが、しかし！」

　カズマには悪いがいい具合に混乱してきたな。

　どれかをあきらめるか、兵を三つに分けるか。その判断が難しいよな。

　すぐに答えは出ないようで、二人があれやこれやと対策をこの場で検討し始めている。

　兵士達は命令がなければ動く事ができないので、落ち着かない様子で二人の判断を待っているだけだ。

　全員が浮うき足立ち、クレアとレインに注目している。

　今がチャンスだな。一度路地裏に戻り、いつもとは違う鎧よろいを着込む。そして兜野郎に借りた兜を被る。

　あいつの兜に見覚えがあるとは思っていたが、それもそのはず俺が雑貨屋のオッサンに売った兜を購こう入にゆうした物だった。

　この作戦にはこの兜は欠かせないので、今日だけという約束で貸してくれと頼たのむとあっさり了りよう承しようした。それだけでなく、兜に似合う鎧まで提供するという大おお盤ばん振ぶる舞まい。

　借りる際に、

「使用後は洗ったり拭ふいたりしなくていいですから！　ええ、本当にお気き遣づかいなく！」

　と念を押してきたのが少し気になる。

　何で俺にこんなに良くしてくれるのか疑問だったので訊きいてみると。

「私は兜で顔を隠さないとまともに話せないぐらいの恥ずかしがり屋で、同性の友達もいないのですよ。なので、こうやって頼たよられるのがうれしくて」

　どうやら本当に喜んでいるようだった。

　つまり、ゆんゆんの男版みたいなもんだろう。今度、酒をたかったら喜んで奢ってくれると思うんだが、なぜか兜野郎には苦手意識がある。

　あいつは素す顔がおを晒さらしたくないようで、俺に兜を渡わたす時も代わりに布ぬの袋ぶくろを被っていた。

「まあ、いっか。今度礼に酒でも飲むか、兜野郎の金で」

　久しぶりにまともな鎧と兜を着けると、身が引き締しまる思いがする。

　これで俺の姿は完全に隠された。

　準備万ばん端たんだが、ここからが一発勝負の本番だ。

　俺は暗がりから出ていくと堂々とした足取りで、まだ方針を決めかねているクレアに歩み寄る。

「どうされましたか、騒がしいようですが」

「これは使者殿ですか。騒がしくて申し訳ありません！」

　クレアの謝罪に軽く手を挙げて応じる。

　よーし、気づいてないな。鎧のデザインが少し違うが兜は本物だからな、誤ご魔ま化かせたようだ。灯あかりがあるとはいえ夜だ。それに加え冷静ではない心理状態だと細かい点に気づく余よ裕ゆうがない。

　声も兜越ごしなのでくぐもって聞こえるから、俺だとは分からないだろう。

「何か手伝える事がありましたら、何なりと仰おつしやってください」

「いえ、お客人にそのような事は！　すぐに騒ぎも収まると思いますので、お部屋でごゆるりとおくつろぎください」

「遠えん慮りよは無用ですよ。ドラゴンであれば空から捜す事も可能ですので」

　レインにもバレていない。

　二人の謝罪を受けて、完かん璧ぺきな礼をしてから俺は城の門を潜くぐって中へと侵しん入にゆうした。

　うっしゃ、第一関門突とつ破ぱだ。

　城の間取りは簡単にだが、めぐみんから聞き出している。と言っても全部を見て回ったわけではないらしく、無む駄だな寄り道をする余裕はない。

　目的地まで一直線に進むのみだ。

　兵士やメイドとすれ違うが、全員が俺に丁てい寧ねいに頭を下げて道を譲ゆずっている。

　こういう時どう対応すればいいかは散々叩たたき込まれたからな。自然に振る舞いながら、廊ろう下かを足早に抜ぬけて中庭に出た。

　そこにはドラゴンが丸くなって寝ねている。

　柱の陰かげから様子を窺うかがうが、本来の乗り手はここに居ない。

　ドラゴンにそっと忍しのび寄ると警けい戒かいして顔を上げて威い嚇かくしようとしたので、兜かぶとを外して目を合わせる。

　途と端たんにドラゴンは頭を伏ふせて目を閉じた。

「いい子だな。今日はちょっと手伝ってもらっていいか？」

　鼻を鳴らして俺に顔を擦すりつけてくるドラゴンに跨またがると手た綱づなを握にぎる。

「さあ、行こうか！」







　テラスの手すりに手を置いて夜空を切なそうに眺めるアイリスが見える。

　ガキなら、そろそろ寝てもおかしくない時間帯だが、寝間着ではなくドレスを着ているな。

「はぁー、会合が長引いてしまいました。お風ふ呂ろもまだですし。……ああもう、ここ数日はずっと雑務ばかりで抜け出す暇もありません。アクセルの街で皆みなさんと遊びたいですわね……。お兄様が私を連れ出してく……えっ？」

　下からせり上がるように現れた、俺とドラゴンに驚おどろいたアイリスが硬こう直ちよくしている。

　ドラゴンを操あやつり空中で停止したまま、すっと手をアイリスに差し伸のべた。

「よろしければ、夜の散歩はいかがですか？」

　昔の話し方を思い出し、優やさしく語りかける。

「あの、ええと、使者様ですよね。お誘さそいは嬉うれしいのですが、こんな事をして問題になりませんか？」

「バレれば問題になりますが、バレなければいいのですよ。幸運にも城下が騒がしく兵が出で払はらっていますからね。確か紅こう魔ま族のお二人が囚とらわれた団員を救うために、悪の城に乗り込んできたとかどうとか」

「それって……お頭かしら……」

　手をぎゅっと握りしめたアイリスは困ったような顔を一いつ瞬しゆんだけ浮うかべたか、すぐさま笑え顔がおに変わる。

「そんなお二人からの伝言です。たまには好き勝手やってもいいのですよ、カズマみたいに、だそうです。星空への旅、ご一緒いただけませんか」

「よろこんで！」

　俺はアイリスの手を取るとドラゴンの上に引っ張り上げた。

　鞍くらの後ろに乗せると腰こしにしがみつく。

　ぶわっと、大きく羽ばたくと一気に夜空へと急きゆう上じよう昇しようをする。

　夜なので暗い上に街が騒がしいので誰だれも空は見ていないようで、俺達に気づく者はいない。














「うわー、凄すごい凄い！　街も城もあんなに小さく見えますよ！」

　はしゃいでいるアイリスを見ていると、初めてあの方を乗せた時の事を思い出さずにはいられない。

　……この事を知ったら怒おこるのだろうか、それとも……。

　答えの出ない問いを考えても無意味だ。今は後ろのお姫ひめ様さまを喜ばす事だけを考えるとしよう。

　それにあの方は、

『あんたは私の騎き士しなんだから、今後は私か、私以外の本当に守りたい人のため以外には槍やりは使わず、その剣けんで頑がん張ばりなさい』

　と仰っていた。今回のは問題ないよな……たぶん。

　もう少しサービスをしてもいいだろうと空を滑かつ空くうする。

「わあああっ、馬車よりも竜りゆう車しやよりも早いです！」

　後ろから聞こえてくるはしゃぐ声に気を良くした俺は更さらに速度を上げる。

　山を越こえ、谷を越え、草原を見下ろし、夜の散歩を十分に満まん喫きつすると城へと戻もどっていく。

　テラスにアイリスを降ろすと、興奮冷めやらぬようで胸を手で押さえながら目を輝かがやかせてこっちを見ている。

「今日は本当に楽しかったです！　おかげで悩なやみもストレスも吹ふき飛びました。今日はぐっすり眠ねむれそうです」

「素す敵てきなお姫様のお力になれたのなら、騎士としてこれほど嬉しい事はありませんよ」

　そんなに長い時間は連れ回していないので、まだ誰にもバレていないようだ。

　キザな事を言うたびに背中がむず痒がゆくなるが、今日ばかりは我が慢まんするべきだな。

「それでは……おっと、最後に僭せん越えつながら一つ。誰かに頼るのは恥はじではありませんよ。あなたが大切に想おもうように、相手もあなたの事を大切に想っているのですから」

「頼る、ですか……。そうですね。一人で背負いこみすぎたのかもしれません。ふふっ、ありがとうございます、ドラゴンナイト様」

　誰かと違ちがってガキに興味はないが、このアイリスの笑みを見てしまったら虜とりこになったクレアの気持ちも理解できる。

　心から笑えるなら、大だい丈じよう夫ぶそうだな。

　そう判断した俺は「ありがとうございましたー」と、大きく手を振ふり続けるアイリスに軽く会え釈しやくをしてバルコニーから離はなれると、中庭にドラゴンを降ろす。

「今日は助かったぜ。ご苦労さん」

　ドラゴンの頭を撫でると気持ちよさそうに目を細めた。

　夜に無理をさせたのだからもっと労いたわってやりたいが、クレア達が帰って来たら面めん倒どうな事になりかねない。

　来た道を戻っていき堂々と城から出ていく。

　敬礼する兵士達に会釈だけして、路地に入ると鎧よろいも兜も外す。

「さーて、あとはあの二人が逃にげられたかどうか」

　前にゆんゆんから借りたデカい袋ふくろに脱ぬいだ物を詰つめ込んで、予あらかじめ決めていた集合場所に向かうとリーンだけが待っていた。俺に気づいた様で手を振っている。

「こっちは上手うまくいったぜ。そっちはどうだった」

「問題ないわよ。めぐみんとゆんゆんはアクシズ教団の教会に匿かくまってもらっているから、兵士達も近寄らないでしょ」

「魔ま王おう軍も避さけるアクシズ教団だからな。一番安全な場所に違いねえ」

　なんでかは知らないが二人はアクシズ教団に顔が利きくらしく、詳くわしい事情も聞かずに快く引き受けてもらえた。

　変わり者のアクシズ教徒と紅魔族は相あい性しようがいいのか？

「何をやったのかは詳しく聞かないけどさ、イリスちゃんは満足していたの？」

「大満足だったぜ。これで色々と吹っ切れるんじゃねえか」

　勘かんのいいリーンの事だからイリスの正体に気づいていてもおかしくない。

　そして、俺の過去についても……。

　先を歩いていたリーンがくるっと振り返り前かがみになると、下から俺の顔を覗のぞき込んだ。

「いつか話してくれるんだよね」

「ああ、いずれな」

「よっし、じゃあ今は訊きかないであげる」

　それが何を指しているのかは訊かない。

　今日の事や俺の過去も、リーンにはいずれ打ち明ける日が来るだろう。

　それがいつの日になるかは分からないが。
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　大きな屋や敷しきの前に見覚えのある三人娘むすめがいる。

　めぐみんとアイリスとゆんゆんか。年が近いから気も合うんだろうな。

　アクセルの街に遊びに来ているって事は、王女様はひと段落ついたのかね。

　どうやら、めぐみんとアイリスが口論しているのを、ゆんゆんが止めようとしているみたいだ。

　女同士の喧けん嘩かに首を突つっ込むとろくな事にならないのは重々承知している。

　見なかった事にして通り過ぎよう。

「もう二人とも喧嘩はやめようよ。めぐみんは爆ばく裂れつ魔ま法ほうの詠えい唱しようしないで！　イリスちゃんもカズマさんにもらった指輪を自じ慢まんげに見せびらかさないで！　ああっ、ダストさん！　ちょっと二人を止めてください！」

　くそっ、見つかった。

　涙なみだ目めで駆かけ寄ってくるゆんゆんにあっちへ行くように「しっしっ」と手を振る。

「来るなよ、面めん倒どう臭くせえ。喧嘩するほど仲が良いっていうだろ。ほっとけ、ほっとけ」

「この二人が本気で喧嘩したら大だい惨さん事じになるんですよ！　それでもいいんですか！」

　めぐみんの爆裂魔法の威い力りよくは確かに凄すさまじい。

　この国の王族は勇者の血を濃こく引いているから、強いという噂うわさは聞いた事がある。

　そんな二人が本気で暴れたら……。

「おい、お前ら。暴れるなら……行きつけの酒場の前でやれや」

「なんて事を言うんですか！」

「だってよ、酒場が巻き込まれて全ぜん壊かいしたらツケも消しよう滅めつするだろ？」

「だろ、じゃないですよ！　人の心はないんですか！」

　我ながら妙みよう案あんだと思ったんだが、生き真ま面じ目めなゆんゆんには不評のようだ。

　俺とゆんゆんのやり取りを聞いて熱が冷めたのか、二人は顔を見合わせて構えを解いた。

　めぐみんは用事でもあるのか、そのままどっかに行ったがアイリスはこっちに歩いてきている。

　その視線はじっと俺の腰こし辺りを見ているようだが。

「なんだ、男の尻しりに興味があるのか？」

「そんなんじゃありません！　ちょっとその剣けんが気になっただけです。以前はクレアをけしかけてしまって申し訳ありませんでした」

　王族なのに素す直なおに謝れるのは大したもんだ。普ふ通つうは過あやまちを認めずに、ふんぞり返って威い張ばり散らすものなんだがな。

「悪いと思うなら今度、カズマと一いつ緒しよの時に飯と酒でも奢おごってくれや」

「ふふっ。はい、分かりました」

　話が終わったから立ち去ろうとしたのだが、アイリスは小走りで近寄ってきて服の袖そでを摑つかんだ。

「なんだ、まだなんかあんのか？」

「実はここだけの話なのですが、以前ドラゴンナイト様に夜の散歩に連れ出してもらったのですよ。それから、ドラゴンナイト様にお礼を言いに行ったのですが、そんな事は知らないと言われまして。今思えば体格も違っていた気がします」

　あの後、律りち儀ぎに会いに行ったのか。

　……迂う闊かつだった。こいつの性格ならそうするよな。

「ドラゴンナイト？　何の事だ」

「いえ、別にいいんです。これはただの独り言ですから。もしどこかでそのドラゴンナイト様に会う事があったら、こうお伝えください。素敵な夜をありがとうございました、不思議なドラゴンナイト様、と」

　俺は背を向けたまま手を振ると、何も言わずに去る事にした。




　否定も肯こう定ていもする必要はない。アイリスの中でそれがいい思い出として残るなら。






あとがき






　まさかまさかの三巻でございます。

　今回のお話ではベルゼルグ王国の第一王女アイリスとダストが絡からみます。

　アイリスとダストは暁あかつき先生の書く外伝（続・この素す晴ばらしい世界に爆ばく焰えんを！）で接点があるので、いつか出したいとは思っていました。満を持して登場ですよ！

　このすば人気キャラの一人なので、どう扱あつかえばいいのか迷いましたが少しはアイリスの魅み力りよくを引き出せたのではないかと自負しています。……大だい丈じよう夫ぶですよね？

　アイリスにも注目して欲しいですが、それ以外ではダストの過去についても触ふれていますので、そちらも注目していただけると嬉うれしいです。皆みな様さまの思い描えがいていたダストのイメージが少し変わるのではないでしょうか。

　他にもアイリスの護衛と教育係を兼けん任にんしているクレアやレインにも、がっつり出番があります。本編ではカズマに翻ほん弄ろうされる事が多い二人ですが、外伝ではある理由でダストと一いつ緒しよに冒ぼう険けんする事になり、そこであれやこれやがあったりします。

　他にもこのすば本編一巻で登場した意外なキャラが出てくることになりますので、あとがきから読まれている方は予想してみるのも面おも白しろいかもしれませんよ。

　この作品で大事にしている点はカズマ達メインキャラ以外に光を当てる事です。各巻に一人はメインキャラ以外を出す。これは守っていきたいところですね。

　ダストに関してはもっとゲスっぽくやりたいような、カッコ良いいところもみせたいような……。このバランスが難しい。

　繰くり返しになりますが今作は一巻二巻とほのめかしていたダストの過去について、真相にかなり迫せまっているので楽しみにしていてください。

　さて、気が早いようですが次巻についても少し触れておきます。

　実は次の巻にとある特典版があるらしく、風の噂うわさによるとオーディオドラマＣＤが付くとかどうとか。今その台本を昼ひる熊くまが書いている最中だとかどうとか……。

　それを一番楽しみにしているのが昼熊だとかどうとか……。

　まだ取り掛かかっている最中なので、これ以上は詳くわしい内容に触れられませんがご期待ください、頑がん張ばりますので。




　話は変わりますが知り合いの子供が一巻の表紙を見て「おっちゃん、これ描かいているの？　絵が上手！」と言ってもらえたのですが「おじちゃん絵は描いてないんだよ」と教えたらガッカリされました。憂ゆう姫きはぐれ先生、いつも素晴らしい絵を提供していただきありがとうございます！

　この流れで皆様へお礼と感謝の言葉を。

　暁なつめ先生。今回も好き勝手に書かせてもらいました！　書いて実感したのですがアイリスはとても愛らしい妹キャラで動かしていて楽しかったです。今後ともよろしくお願いいたします！

　三み嶋しまくろね先生。アイリス、クレア、レインの絵を改めてじっくり鑑かん賞しようしていたのですが、レインいいですよね……。今回も執しつ筆ぴつの際に参考にさせていただきました！

　スニーカー文庫編集部の皆様、担当のＭ氏、今作に関かかわってくださった全すべての人々に感謝を。ありがとうございます。

　そしてもちろん、今回も手に取ってくださった読者の皆様。くすっとでも笑っていただけたのなら、作者として満足です。次の巻でまたお会いできるのを楽しみにしていますので。





昼ひる熊くま　　
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電子書籍特典　書き下ろし短編「真面目な一日」







「冒険に行こうと思う」

　ギルドで飯を食っている最中に宣言をすると、仲間達は一瞬だけ手を止めたが俺の顔をちらっと見ただけで、再び食事を続けている。

　この程度でめげる気はない。天井を見つめ、拳を握りしめて熱弁を振るう。

「俺は金がない。今までならここで安易に金を稼ぐ事ばかりを考えていた。そこで俺は考えを改めたんだ。お金が欲しいなら地道に真面目に働くしかないと！」

　我ながら良い事を言った。

　無言の仲間達の反応が気になったので視線を落とすと……黙々と飯を食っている。

「……なあ、なんかないのか？　いいこと言うじゃねえか、感動したぜ。とか褒めてもいいんだぞ」

　俺の問いに対して、リーンが面倒そうに口を開く。

「当たり前の事を言っているだけじゃない」

「まさかとは思うけどよ。チンピラが雨に濡れている子猫に優しくする姿を見て女が惚れる。日頃不真面目なヤツが真面目にしたら評価される。みたいなべったべたな展開を狙ってたのか？」

「日頃から真面目にやればいい、という話ではあるな」

　こいつら……。俺の完璧な作戦を読んでやがったな！

　雑貨屋で勝手に読んだ本に書いてあった好感度の上がる方法を試してみたんだが、全く効果ないじゃねえか。

　くそっ、こんなくだらねえ本を置いているから商品売れないんだよ。あの雑貨屋のオッサンは真面目に働きやがれ。

「さて、じゃあ、そういう事で冒険行くぞ」

「何を勝手に話をまとめているのよ。冒険も何も依頼は？」

「おう、さっき目ぼしい依頼を見つけて持って来たぜ」

　そう言って机の上に勢いよく依頼書を置く。

　仲間が覗き込み内容を確認すると、視線を上げる。その目は半分閉じられていた。

「なんなのこの依頼内容」

「見ての通りだ。ジャイアントトードの生け捕りだな。俺達なら、そんなに難しい依頼じゃないだろ？」

「可能か不可能かって言われりゃ可能だがよ。なあ、ダスト。あんなの生け捕りにしてどうすんだ？」

　キースが呆れた口調で依頼書をトントンと叩く。

　テイラーは黙ったまま、大きく一度頷く。どうやら同じ意見のようだ。

「俺もそこがちょい気になったから依頼人を訊いたんだよ。そしたら、とある貴族の娘さんからの依頼だってよ」

「貴族の娘？　そんな人がジャイアントトードなんてどうすんのよ」

「庶民の味に興味があって食ってみたいとかか。それなら別に生け捕りじゃなくてもいいよな」

「うむ。新鮮な素材にこだわりがあるのだろうか？」

　仲間達が首を傾げている。

　俺も同じように不思議に思ったんだが、ギルドの職員から依頼人の名をこそっと教えてもらい、全てに納得がいった。

「だよな。まあ、そのとある貴族ってのがララティーナお嬢様なんだけどな……」

「あっ……」

「「なんで、ダクネスが？」」

　一瞬して悟ったリーンと、意味が分からないキースとテイラー。

　そういや、リーンはダクネスの異様さに以前触れる機会があったが、二人はそういう場面にまだ遭遇してなかったな。

「まあ、色々あんだろ」

　真実を話してもいいんだが、テイラーはクルセイダーとしてダクネスを尊敬している節がある。その幻想を粉微塵に粉砕しなくてもいいよな。

　他の冒険者もあいつを誤解しているのが結構いる。本性を知ったら絶望するんじゃねえか。

「ダクネスなら依頼料を誤魔化したりはしないと思うけど、念のために生け捕りをする前に……カズマに訊いておいた方が良くない？」

「金さえもらえれば問題ねえだろ。なんでダチにいちいち確認すんだ」

「魔物生け捕りにして欲しいなんて、嫌な予感しかしないからよ」

　あー。変態だからそういう事もあるだろうと納得していたが、よくよく考えるとジャイアントトードを捕まえてやる事といえば……なんだ？

　前に戦いを観察していた時はゴブリンの群れに鎧を脱いで突っ込んで行ってたな。

「……ダチに話し通しておいた方がいいか」

「でしょ。何もないならそれはそれで構わないんだから。カズマは一応、あのパーティーのリーダーなんだから」

「まあ、そうだな。じゃあ、ちょっくらカズマの屋敷に行ってくるぜ」

　カズマに会いに行くと初耳だったらしく、ダクネスを呼びつけて説教を始めた。

「お前達だけ食べられてズルいとかそういうのではないんだ！　私もあの唾液でぐちゃぐちゃにされ……」

　顔を上気させながら意味不明な言い訳をしているが、カズマに蔑まされ余計に興奮している。あいつはもうダメだ。

　依頼は破棄されたがキャンセル料はもらえた。真面目に過ごすのも悪くないな。
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